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懸： そが

=I は西治ゝﾡﾡ前に 玉る で 林地代ﾡ熱点 いし* u のﾡの 

とほるﾡﾡ*不工衣求して条のほさのさァる.

休業代理論人送ハ こ済学を支える 理論こ して, = こざド更 

○竹段的収 ﾡと県しにﾡ 前の7 際にって、 今百のﾡ芝のあこ& 

そり3ゝJﾡべさﾡﾡにするこ共に、 ありせこ今日の研宅な更に深 

二さはる為-ﾡごもﾡ川はといろ こ と が木ﾡ集の 大さほ意団ざみ 

ろ。

ここさ. このミっ点区ﾡ料といろ形こ まにﾡ協にWっ=とい 

う乙こについて少しくふるならば、 派ネ請者 点ヘ日 にいにるまや 

の業比代ﾡの承ﾡA賞県に力を注いだ. ところが. 商報にﾡ前 

ゆのﾡﾡ支が 係めら it 列ﾡ理べざさ だっっ こいっ子に反 

し ﾡだけどろか点りのにのﾡっに. そe印周や下めの歯 

合E一ﾡずﾡﾡ ご打切って、こ&く工) 乙いうﾡにしﾡのざある. 

点uをみてﾡ換の主5る休ボﾡ代型冷女ﾡﾡ料集る くI) ととて

東し、 致前ﾡ後 の株素代 mﾡ文ﾡ目録さ あせ <-竜さ せる と 

とにしい・

•,C箝別轉成之-応林政尊 係林委理孝.ﾡ業ﾡ済ﾡとしにもの 

の. ﾡ々の学府領城がﾡ密たさい ている る のざは毎い。 って そ i 
rr ﾡﾡの この方ﾡの研究上の 清試に って. 一ﾡのﾡごわけちの 

cある・

二こ乙は→。ﾡ太から*し さの こ朱めが、 こ 義前の こ 

の研宛乃至海券ﾡ研宛るすべての優 してい るとはいえﾡい. ボ 

なお何か の形さﾡ めﾡか っ にもの 乙次の堀さ の がある. 

当部-ﾡ「本業」く ﾡ代産業草書 ォノﾡく 日本澤満社 1 >望戸 

万「族木審頫凝ホ に掂い N」く「林学会ﾡ誌」 ノsゼノつ琴く昭和 

P〕) 不可ﾡさはあるが・ 鈴木尚夫氏の北大年策論*「林業る 

消研宛えの 一現術」 く ﾡ和 ノ4年). そいに をS 々 包. 丁.

へ/ 〜



・KaAiZa2omcd 2tと 戸ezdとっcパっイと , く/ヲづ 夕 別 

そのﾡ系林王理学ﾡ係の女ﾡがろる. しかし強部ﾡ授「株ﾡ」ﾡ 

本備衆の披奉中 <ﾡ ミ 補完 さいる とわ るし、森林そ種学町係ビ 

大々 冷定2 より 時をはあるが、 とuをニニー 々 費す ることは本 

ﾡ集の 巨ﾡにそぐわない、 券々ざﾡ目以Fの。2 論文 に る•った わけ 

cある. しかし ほ が、ら 林 栄地代 理 海に つ いてのﾡ部の主事海え方 

ご いはこのウ条 ぞ昭 、 油立さ ているとﾡっのそみろ。

ゝ上の切く さっゃかほ 澤料崎集 ご死るが しかし 二いと てﾡ者 / 

人の力どは和庭笈し えぬところざあって、 このﾡの研ﾡ会の有形兵 

秒のつほが りはのﾡだあるが. 戸じﾡ宛室の江ﾡそ科ﾡをはじめ 

東大ﾡ学都倉動終根. 株業発圭ま潔査会後木高夫浜 林業を消研 

ﾡ各野3 2 氏の 港先学の御政示 と御侯官 2ま ウっﾡことを 日 レ 

て政施の ﾡをあらわすちのざあ ります。

昭和3«ﾡ 2 同

ﾡ集例

く/) 大きく三術にわけ、天々 の'論文 ク"反準え 琦系川に施■って 校籍 

さ2して 配.列 し に -

、2) 同一の 論書 に あ っこちﾡﾡ とﾡ炭場を興に してい るﾡ合が 

あるが、 同じEさみ神2ほるﾡけ史け. かリﾡ一神替のを 

a. ふﾡげに〜さは. その中Nヒほるべさ給をぁず 巨フ* 

のﾡは百-ﾡ者の総文を項 そ。 対糸列にﾡってﾡ理しだ。

c3) 古い 熱 ゃ 夏在の 茶地代理執の ﾡ便 を京す一例えば2 ﾡﾡ 

論の系諾とか生産ﾡ向の長ﾡﾡとか- ﾡ々証要ﾡものは. 

ﾡ係首ﾡを出示るﾡけ切らずに、朱めようとしだ。

c4) 体業地代理幹ヒ 岡孫ある こころの ﾡ坪める外ﾡ者ﾡユ研板羊 

したが. この地に主ﾡ存ら のざるている 湯合 あるか ち 組れ 

浜いが . 大体ﾡﾡの入 手ﾡいはﾡ知 レ -碌蹑鎏 W 限處 と しﾡ・ 

こ5)ﾡ→面の細く. マてはﾡ与亡現在は正字にﾡっていそ文き 

のごさは. 現在の正号にﾡしてﾡﾡしたﾡ合がるい。

3 円治東の論支ざ河ﾡ長のﾡい このもあっ ﾡべ・ *の合ヨ 

ﾡ入ﾡ閉合るあリ、 そっざぜいﾡ合るある. まにぶﾡ人の入 

ってい る場合にはﾡ文 ﾡり し に ・

c?) 魂零数学 く -. =. .... > を算用数字く / ・ .....  )

に直しを廢合も冇り、然らざる腸含もめる・ 田合ﾡの論支さあ 

っ てﾡﾡ数家をﾡ\ て いる帰合ド . ごきるだけその ほ > に生か 

しﾡ。

cP) ( ) 可ﾡﾡﾡがﾡ入まにﾡ撃的した皆さあるが、桜め 

<位 .

c9) 町Pっかにﾡ上の ミ ズ とﾡわLる文字ヒ ついてﾡノ .

〜〜

正し。

へう,、



巨 次

ま え が さ ・ .................    /

歸 集 尺-初】 ........................................ ミ

A 「林K券」ヒおける林ﾡ代ﾡ論研ﾡﾡ料

営本審三「ﾡ用ﾡ育ﾡ茶会書・ ャ ノくﾡ. 株茶ﾡ、全」 ?

本一幽ホ「林政学、前ﾡ」 ............................ バ

・ 「ﾡ・ 株政学」........................ ノ7
川川費後太加「林政現ﾡ. 全」 ...................... 23

・ ' 林 業 ............................... 2
小取房区 「森林政ﾡ」......................... 夕

・ 「株ﾡ済本論」........................ «

上-敬二 「長・ 林ﾡめ経営」.................... 4
監都一部 ・ 三浦ﾡへ部「林学沈本」............... 4 ア

ク ・ ・ 「正・ 林与講接」.......... so
・ 「休楽ﾡ採. 上悠」...................... s

■ ■飾載 「ﾡ林便合論」.......................... ss

8. 「森林委理官」にちける林茶地代ﾡ論研宛ﾡ料 

田正呼 「理裕森林経理学」................... 47

c 「林業ﾡ清き」におウる林栄比代ﾡ線研ﾡﾡ料 

ウェーベル、 望百的灰 「 森林経 済論」............ e g
▼a磁夫 「ﾡ業こしての林業の本御」..........:..... «

・ 「産ボとし ての株業のﾡ性」................ ラP

ゴードベルビン. 太宙宝ﾡ訳評「株業を海学票理」..... ッ

M部ﾡ格. 「ﾡ成ﾡ林業生産の性格- 国策造林会杜黑 

の我太にﾡ型し て一」.................................... /s

へS〜



松田ﾡ一 「新ﾡ介 ・ 取マ部府『林業そﾡ研-」・づパ 

合 ﾡ 「ﾡ安ﾡ林業にﾡけると産ﾡにﾡて ー

林ﾡ&っ - ん一」 /

A
「林政学」における 

業地代理論研資料
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鈴木審三 「家用京育翼* 会・ ャノ ◇滞. 林案靖 ・ 全」

く 世*ﾡ ﾡﾡa4 手ノノ戸>

ャニﾡ 供用

(7/P) ャロ家 型ﾡノﾡうﾡ大ナラシムルﾡス 

知物:ユ中カハテノがIﾡノマルニ及士ズ ルハ 誕ﾡ上 ノ 不訓=シ テ皿 

ﾡカ ノ 足ﾡ尽ハ事策上収ロノ マ=京係スルT大 ナルハ特= 

各人ノ ﾡ線スルヨ状9 ス シ テ地人 ノ A知スルﾡ要ナ り今森株雀 

#のノ 皿転力 =対 テ町何ルﾡ係ヲ有スルマヲ福ル =様融書型 

ノ ぬ 7回々P状ハ小二ﾡ動少 7従テ 型転カ ノ大ナルモノ アッ トﾡ 

Eとぎハﾡ林産ぬ卜 八 云と式緊半ハエ業上 , ﾡﾡう有 スルモノ 

ニョ テ ﾡ年上味W ノ 巨的ト ナル木桜=型テハ モ営形ﾡﾡ 

亜共二大= > テ比新平垣ナ し =在テモ署房=起スへキモノ 

ナラサル= 在っ声 ヘハ大概山ﾡ酸 =シテﾡ= 運点 ノ不 ﾡ 

ナル ミナラ ス矢量ホ容易ナ ラ サルロ = シテ太 s シ さ=至テ 

ハカ ニ人欧う直ズルニサ ルカマニ n し カ型聴力へ 去々3務 

=ラ テ都市町村場人堀密 ノニ デﾡ新 ・円合パ . 大ナ 

ル ニ ラテ木本ノ 供給引ﾡツ大早ノ ﾡ授モ 自+うサル ド=年テ 

モﾡ功=ﾡぽっなスT花ハス 衣 ン鑑= ﾡﾡ=まボァル モ武師 

供 ﾡスル 大ナル=ヨリ 木渋 / ﾡﾡ水従テﾡ? シ チﾡ法会 

ナル結ﾡうﾡル ﾡハスネし森林産ﾡ言ノ — っ レ=ﾡ区ヨ 

下 ﾡう図 レへ次量ﾡﾡノ 便日=益佳ﾡ三ﾡ=たズ レハ 杳 

座ノ 基う生セシ ト産催新安近代 ・ 余事 段は客至止ノ 森林へ 

究=代杯セ ラ レ テ余ﾡヲ好セス岩体 7 ル ノ ハ ﾡしモ ﾡ山幽谷 

= = デ米タ櫛ホ 室紙,,ﾡう 感 セサル 血ナル カ 放=之 ヲ 市湯=幹 

ス= 当テ琴契ノ ﾡﾡ卜ﾡ目ヲﾡシ従テ木被ノ価格日 コ地テﾡﾡ 

シ初下ﾡノ ﾡ査=ョ ル ニ天 m2ﾡ,祥=左テム円よ2 会 南 

相 匚 在チソ 円クク 長会ﾡ=在テ2ド会松=任テz 百よ2支/ﾡ 

ク実=ﾡクへ超価= 達セ リボルニ ﾡ 共山え売ﾡバ 価ﾡ見



レ へ首通ノ ﾡ任テ 5一4e 裁二班さ ス 王在前N ﾡズル 

ノ モ =左テモ2 上し1 ナクﾡﾡ=在テへテ2ﾡ刀型 円 

杉=左子をホンク松=左テハ煙カニs一 <○安=透さス新桜 

二左テ 八市価-ﾡ く ク 立方 沢> み日の至/2ドナルモ山元二 

ﾡテへ要そﾡさモノ ニジテ円ﾡモほモノ =左テハ=十故 

表ヲテス炭校スり今都下ノ 価ﾡヲ契ルニ極ﾡ墜※ 喪2S 
受 土名: J a -3表ナルモﾡ山ﾡ相ﾡへ5支る全 =回キス= 

ﾡノ 塗大ナル1 ノ シ 中二就テ会ﾡ手数証琴*枚ﾡ人 ノ 刊ス 

ルﾡロノ モノ 及ヒ町呂増mノ結栗=ヨ り 自ラ式価者ヲ番カ ラ シ 

ムルモノ アルヘシトﾡモボ引分ハ軍ﾡノ タメ ﾡスモノ ナラサル 

ヘカラス

番人ノﾡスル位ク欧米ﾡ園卜☆園\ ノ ほ済上ノ ﾡﾡヲ対比 

ズルニﾡ ノ戻度ク双飛ノ 上=テﾡテﾡ話ノ 価ﾡ高ﾡナル=独 

り木枚 ノ価=至テハ全7反対ノ ﾡ栗生ン表ﾡノ 価格依店 上 

=ムテ都下新炭ノ ﾡハク太証洋ヲﾡ シテ米ﾡヨりﾡ2 = 未ル 

「ロノ モ トﾡントﾡﾡシト云へり依ハ方更ノ政 海 納ス ル モ 

ノ 恐へﾡ=数十軍ノ 資う ※ルモノ ニシテ里程 ノ ラ 云 へハ伝ハ 

坂 =夕百ﾡス ルヤ知ルヘカラ ズ経湾上 ラ以テス レハﾡへ後 

=スハサルT 数 ノ 下ニアリ 又森林画ﾡ 丈ヲ以テス レ 入ハ

=通グル7 却テ数考 上=テ怪済上木核 ノ価格表 ノ後=勝 

ルノ 運万 マアルヘカラスル=尚ホノ 硬像ヲ索スモノ 八 

太桜 ノ 運転力茶 ニ大 ニシテ お! = イ ナル =ﾡ由 セスンハヘアラサル 

ナ 町チ諸っ株ヘテ云へハ去通重ﾡノ ﾡﾡ=大ニシテﾡ=ハ 

ナルニヨラサルヲイス

新ノ 町ク交重ﾡノ 微 否 ハ 木战ノ 価格=ﾡ等ヲ ズホズT大ナ 

レ=ヨ木# 阪ﾡヲ抜ﾡン森林幸業ノ 聲大ララント欲セハ 

木枚重ﾡ ノﾡうボっ T=注ﾡセサルヘカラス否ラス ンヘ 今日表 

関ヨり 支町並方=向テ輸出ズル木表木具モ数年ラ テズ シチ花 

主 ヲ政米ﾡ和二ﾡハ し 上海市湯寿と殺木ﾡ木具ラ ﾡルTナク共 

秘西=テモホ尚ホ欧※ﾡ区)株ﾡヲ初森林画 各ﾡを炎 

ニハ 消減スルニ 至ル マ 町ル ヘカラサルナリ

・ s4 P) ャ参ﾡ 林ﾡ -ノ 区烈

ャー章 土ノ佐ﾡ=ﾡスルTシ

休授 =業共= 土地=ヨリ収ラ生スルモノ =シ 比味ノ ■貪' 

八=台共= 収ﾡ=ﾡるコ xホスT大ナり N建モﾡ策=在テへ 

ノ 南係太▽ ンクシテ時トンテハーﾡノ米ﾡヲ モ水着ス ルコ7ﾡハ 

ズ会7業ヲコ スへカ ラサルカロ ア り ﾡ業=テハ 土也ﾡﾡ 

=宿惑ナ ル モ樹太 ノ 全7生督セサ しrへヘテナ ク シ テﾡ し ノ 

土地=モ業ヲヒ将へ 7試場合=在テハ 森林孝業う* シ s 
ルカタメ ニﾡ求指選ナル土地モ却テﾡ紀 ナル1ア 依テ林地ラ 

分テノ ニﾡN セリ

ﾡボラ方ヒ好へ森林だ

ﾡ米ヲ行ヒﾡヘカラサル森林地

及ﾡ=任テへ使用スルロ ノ 画ﾡ林業=ス レ人狂メテﾡ 

ホニシ テ常=メエラ ゝテ土地 ノ 生産カ左右スへ==ッﾡ 

シ土地 ①店= シテﾡ伝=ﾡへ サし F へ 敵氷 工率ヲ コ シ テ永 

分っ m 法スへ ク営シ能ﾡ=矢シテ作地ノ 牧=ﾡセサ しドハ 

ﾡ 玉ﾡ武ケテ*=ﾡ水ス ヘク 法シ 地 力ﾡ> テ状当 り 

収求 改スル ト ハﾡ料姫ユ シ テﾡﾡガ ヲ ﾡ務ス ル ※き引 = 

土代 ノ 性営ヲ左右シﾡへントﾡモ株業=ﾡテハ共ﾡﾡ文大 

ニシテ ゆ*そば十百町=> テラマ =年テ校十町=空スル 

ヨ りスﾡノﾡ7人エヲゝテ土地ノ Kﾡ進ﾡっ 督ル也夫へﾡﾡ 

ナスへ カラサルロニシテ僅=土地=宝シタル樹木ヲﾡ装シ 

g 系ﾡﾡヲ生セ>メ テ地カ マ巻生スル カ救ハ*気=ﾡユルﾡ 

ﾡ コ仕-ユテﾡ地っ政ﾡスル=ス

(87P) ャニﾡ 頁 本

林業=任テ入画ﾡﾡ本ヲ要スルコ墳業 D ﾡ前ﾡﾡ=*

～/ 0 ～ ～//へ



ラ淡ケリシテ林業=年テﾡ本卜ﾡズルモノ 八学二林業施ゴ 

ズカタメ =ﾡるルロノ ﾡ本 ノミ=アラスラ チ林地=生音 ス レ 
カロ ノ ﾡ木 ノ g長本ﾡモホﾡ本 ノ ぬ債ヲ 有スルモノ ナ ルT ヲ

り該三歩業土=左テハﾡ産ﾡ本ノﾡモ主ナルモノハ土地= 

テ次へ 楽長校ナリ ト ス mンテ土地) 発域樹木ノ ﾡ伐る と夕採 

=ﾡユルノ ﾡ城選式若クへ森林ノ 保要抜各ﾡ=理ス ル ﾡ本= 

至テへ福メテリ製ナルモノ ナリ然ル=ﾡ業=左テ人全ク共ﾡラ 

要=ジ主地ノ会ﾡ=てルアハ※キほ種ヨりル殺=をルノ商係質性営=硬スし溶キみどﾡ 

衣食生=理スルT2 修ホ際臨椁ニシ テ林業上極子ﾡﾡナル消本トナス地上 

占産物ノ ﾡさハ意業上=左デへﾡ=ﾡ本ノ 性ﾡヲ有ズルモノ ト 

シ未名以テﾡ本トハナサ>ルナ り依テ杯業=在テ へ土地=相ス 

ル吾本ﾡハえヲﾡ業=比ス しハ極メ テレナしﾡ 生長校亜N シテ 

地上=おスルロノ モノ ニﾡへﾡ二大ナ り

=告 再

く 夕a P ﾡ体ノ 倍用 ノ 琴ラ聡セ> 卜依セへ ヶ垣保型 ノ 参聲 

マﾡル ニア りﾡﾡN 森林 ト ラ 比ス レス農明ハ 帝用孫林也 ヨ り 大 

= ス林地ハ林木= り大ナ 之ﾡ場ハ共ﾡ ヲ祝ルT林地ヨり春 

滅=シ子林木 ハーﾡ保ス レ ハ 再と収入 ヲﾡル= 至ル 非常 ノ 

あﾡヲ裂シ ﾡ及杯シタル林木ハ童=消債セラ レテ林地ノ 紅クﾡ 

救スレハ再ヒﾡ業ヲコスノ用=供スへ =アラサレハナリ 

ﾡレ た 林地北卜株木トノ価ﾡヲ比スル=宿用ノ 琴=反比シ林 

木ハ 時=林比ヨリ 大ナル価格ヲ 有 ルモノナリく 林木 長末 

かナル k. =抜テ 云フモノナリ )?ﾡﾡへ林地ゴ リ 信用厚キ 

=ョリ全- / 面積= > テ会ノ 関本ヲ有ス ル 減林ﾡ地 点、ス 

ルに ハﾡﾡハ林=数告スル価格7将ヘシ

バィ セルンノ 森林地ス ﾡﾡう 巨的ト シ テ営茶ス ルt / ﾡ行 

ノ 林地&ヒﾡﾡ=対てル用ノ 厚ヲﾡ ル= 其貸渡 ス金支ノﾡ 

源=大ナル人ﾡ輸= シ テ株地=在テへﾡ木及事=ッ ク=なテ 

質戻ズ価っぶ シ枚京シタル 森林地三対シテ滋スノ ﾡへ 

共 パ 5年生 ノモノョリ ナク町森木=在デハ林木ノ 価裕ﾡ加 

スルニﾡテ社会ノ 信用っ 政ズ ル ーﾡ不可Xﾡノ ﾡﾡヲ有ス ル 

e, ナリ

度>研=モﾡスルﾡ? 森林ハ常=ﾡ 町村N T雑> 頁位 置ぬ 

山山=>テﾡ人 客別=ﾡ法シﾡヘカラサルカﾡ=ﾡ行=在 

テハ音虫 ノ ﾡラノロクネ含己ノ 倉茂= 激：)聲ク フ ﾡハスホ ﾡ 

ﾡ ﾡクﾡﾡ左督ス しコ さへ そ > テ始モﾡ査ノ ﾡ宝ラ u.野f=救 

ﾡスルカクﾡ校探シテﾡ却セっルゝ マﾡルへカ ラサルﾡﾡ 

アル=ヨリ -萌引 っ ノ 金ラ営混スモﾡ百不R! ノ将矢子太う ン 

マ爆り 5 ・ 価格ヲ有ズルモ様スサロ少ナルナ え=浜三 

テ林木女ゼ=>テ4= ノ5母ノ 埼=アテヘ合血督=不ﾡ 

ナル = モ セョ比対ノ 木ハ何ﾡノ ﾡ用モ ナサゝ ル=ョﾡ用 

ノ ヴカラﾡンテ央スルなさヘシテアルヘカ ラ サル き英キル 

ラテﾡﾡ 志し板メ デレナク 送テﾡ射=監シ タル 殺林也ヨリ 

亜等 / 金っﾡスモノ ナり

株業ノ信用へﾡ業二生ス しへノ クナり卜強 生 室業ノ 

性ﾡ上自やノ結票=シ快シテﾡフへ*モノ =アラスﾡ茶浸業 

一左 ハﾡ 料費 校 ヲ 1入 >牛ﾡ ヲ年後 スルタメ=ﾡ=勤京本 

ヨやっル= 非サレハ株=従っ 1 ﾡハサル が放= 考ノ モノ 

ボンカ9*=へ社会ノﾡ甲極vテル躍ナルモノナレ ﾡ 吉林卒 

業=左へ 前味ス しﾡク画妃浜本ラ ﾡス ル コ 非常=大=> テ 

ド※ ノ 1 ? た済本 時善 スルノ 理父 ントアルコナシ々林 

世布潔ノ 9 大 或八 手入 ノ タ メ 岩=来ﾡﾡ本撃スルTアリ トﾡ難 

e・エホ ▽メ探シ ルﾡ木 , 価裕ヲ 以テネレカ 装田 =供 ス 

ヘクﾡへ点ノイﾡケタ ル 9 メ=木ﾡノ ﾡﾡ上ﾡシテな利う唐

スル券, 7.アリホﾡフﾡ用ヲ横ヒ毎ヘシ

〜/2 へ
へ/ 3 ～



キる南六. 「林政. ﾡ輸」 < 話山ち. 治うフ / 同 

距台a ラ年 同再ﾡ )

*三章 怪済上二ﾡヶル杯ポ 性徴

*= 林茶,ﾡ本

(ノネテP 英三. 株米, 軍ﾡ力

森林へ一派=ﾡﾡ力+? ヌ之 レラ 却くル=モ面ﾡ広大 ケ 

ル ラテ瞬国岩ナワヌハﾡﾡ=テハ完全ノ 林業ラ 行フ コトﾡ 

ヘザルラテえレ ラﾡフモノ少 ナク 只))、面務ノ 林地 ﾡフ右へ 

其は磅 ナル 钱昧ノ 十有主がﾡ=式有ス ルノ 林木地=合年 シテﾡ 

業ヲナサ ントス ルﾡ合=質さズﾡル=森林ノ ﾡ寄ハﾡ分合被ノ 

マ可ﾡナり通帝奈林へ各ずﾡ 掛令 林ﾡ, ﾡﾡノ度キヲ栗 

ニスルガ故=ﾡよ二之ヨ分合スルﾡハズ従テ体地 ナ 

>恋レニー方ヨ之受し.: 株=ﾡ少 ナハ林式上ムTテ書可キモノニシテﾡビノﾡ翼ノ座ゝナ 

ル ハ方ニピ害ナトス向トナレバ森林ノ ﾡﾡへﾡ弱=項号 ﾡス 

ル ﾡハサ ル ラ テ有主へ ﾡ林ヲ知 ス ル前=成 L ベクザ クノ 

林木ラ校ﾡセン ト シ 大=株林ノ ﾡﾡ子未スか該ナ リ

森林ノ 小作入付 本業合本 , -ノ 性舞 ト > テハ小作人付ノ 戸係 

ラ 納ズベ シ

ﾡシテ林業ハ小作入付ヲ ナス=盛当ナラザル モノ ナ リ 其的定 

ﾡく テﾡ優ナラサルト へ小作人ハR 自Eノ 利益ヲ ﾡレﾡり林 

地占生産カノ 保存=へ注ﾡう 雨井ズ終=其林ﾡヲ売ﾡ=耐セシム 

べシえ未か作人 ノ常トシ テ宮己=直ﾡノ 利益ヲ受フべ会ﾡ貝桜 

枝辱ノ改族 ハ之 レ ラ ナス=稚カ ラサルモ目府=英利ヲ ﾡサル株地 

改成 / 加 キハ 之 レラナスコトﾡ メテ雅モ ノナルカ放 =仮令ﾡ 

価ナルﾡ定ヲテ英林地 ノ ﾡﾡヲウカグ ト ﾡ モ決シテ林地ノ 政食 

セラルゝ 望ミ ナカルベシ巨ツ 林業 ノ 小作入付=不ナルコ ト 

へﾡﾡﾡノ 非常=ﾡさコ \ﾡし ナ り ﾡ業 ノ 人+前後千ハN 

花入付ノ ﾡ宏ヲメス トキノ 、 小午人た分, ﾡゞ ヲﾡシ テﾡ? 判 

をヲ※クベ* e株 *=松子ハ返々小作人 か 我 林 比ノ 政び う井ル 

モ教十午岩?へ百数+年ノ 後=ア ラサしバ英利会? ﾡルラ得ズ 

到ﾡ小作 ヘー代ノ 内=へ共旨的ヲ輩ス ルゴトﾡハサルベシ株 

=武子 代=至レバマハ報、両一 , 方へ ヲ有スルヤ台モ族知ル 

ベカラ ズ巨ッ地主モな十年ノ 永さﾡ 後=へ何二なズル 

々モ町ルベカ ラ ずル ゲ旅=ハへハﾡソ ジ テ 政长 =従部ズ ル コ 

卜 ﾡ サルベシ

くノケベP ヤー 林産ﾡ ノ 退 報ス

林産物へﾡﾡ誌大ナ しモ繁司合=価ﾡハ小ナル っ 以テ Sカ 当 

ョハ+ こ 天 •き 工 k =.a 、yJき 义・ ザフ、マニ 業 '、 '択

ケラレ はﾡ3卜宮孫卜 , 間コ=なゝテ型令ノ勝合コナシ大二ﾡ 

ﾡノﾡカコﾡ『立セ:、ﾡ 基=.ハﾡホご 

= ット+ 只 も レ力 央 、 ニ花 号-山 ャニ F 5 ヒ , *T , Tフこ注 

セラル、モ マミ=至しッタノ s u, コーテハニト*テ 

を ,っﾡデ型ﾡっ行ヒ系-卜 征ﾡ択 出、百部 w テシ デ と

レクル ﾡ互期ナカラス 典壮 T ト シテ を早今日 二ﾡテハ 

き エノ や 4 、 ースルニニレ りホﾡみ型ﾡスル ニォ a ジ ilデ 

スルコト ハ往 ヨ り 行ハしクル クコト=シ テ名 ノロマモ 

ヨ り 十议W M 面•正 八 数引,ロ号っﾡシ テ岩仲=キ河ヲる→= 

*型う汁週ゝ ・ り ン h 日ヘﾡント全フ珠 直=依 リ テ 表 セ ラ 

ル、=ﾡり 系= 河岸二?ッル欲ゴノ 油*モﾡホ不ヴ型 坂 

ノ用 ヲ ※ ス=でり L ハ 通的 頁 性昭 因フ度ッ長ノ う

と重セザル カ旅=水置=依モ六えL ヲにﾡ=ﾡ状ヘテﾡﾡ 

他=置世ヒナルベ カラ リルが 二初ヨリﾡﾡ-科載ン チ 教 ダ 

牛 ﾡ様寺, 代将強? ノ i yル= 力 け L 政 ナッ

坂国ノ ﾡ入ハ然査ノﾡ)ホ末ッ公カ ラズロこﾡ労ノ udな 去 

通べ 催 ノ 森サギヨ 、テ ネ 座M ) [ﾡ 力述ワ弱ク帳カ =数っ

ヘ/ 〜 へ/分 ～



ッル 中 ニテハﾡ 考 忻 三年 ズ!ホ杯二点フく市えハ 

二ﾡ価ノ 下ﾡfセ ル ケマ ズ ボ ニ 勺 •m 目 Kノ 伏ﾡクマ

新然造 ノ余ヴボァ 付区 ラ ノ 森、林ハﾡ? 极」示 セっレ テﾡ 

ク糸ﾡﾡ セく ﾡす水新え クノ ハイしモﾡ山出台=>テホ9 
置 通セザル公+ル カ故=え レマ市ﾡ=ﾡスル = ヘク 液 ノ 

ﾡ用卜 商日ヲ号シﾡテホﾡ 板馅ヲ シテ大=Bﾡセシ ムルナ 

会都下=オヶ ル浜正ノ ﾡ「査=ﾡ ル=尺角ユ店/ 甘校ハ 4円22 
そ?厚ﾡ内ハ 4H72 ミ 松枚 ハュ円ケク 申 へ2用ナリト 

フﾡニﾡっべ〜き価ナラズマなル=山えヨノ ﾡﾡ? 疑しバ 

普配 ハケ〜42 ﾡ校 へ &e 受 松杉* ノ 切ハ $〜4e 
受=ﾡさズﾡ大 文ﾡ村 ノロハ 同泊天ﾡ 2回ノ セホ/2 天内 

外 ) 1 下代 価=シ 子二 しう麻ホ= 雨の ル=ハユ円ア到2呼 2 
支 ノ 運電 ラ要ス ト っ5=木ﾡ高ハ山そ代ﾡ ・歯ミハ ﾡ円 こ ゲ 

［モR こ払ﾡっ査ス レ べ又 ・り卜云へ) ﾡ城ﾡ ノ 休茶 =同ス 

ル矢=大ナ I) N ミフベシ

独 盛回 =テ/ ヶ戸生N ンテ 32 円マ ﾡ甲 < ルハ吸更=オテ 

ノ○円ヲﾡ用スルヨり 生活 西学 ル =不桜ノ 価格 ハ 却 テ ヨ 

リ成 , 高=ラ良 町チ 市府 ノ 平ﾡ垣 易 へ ﾡ枚 ノﾡ、c23 
/ﾡ) ク円パ外ナル=ラ項束ノ ﾡ校へ 方今5H全2戸=当 

ルニアラスマ居レ 頁示西立ホノ ィハ大= ラ テ坂ハハ小ナル ノ 試 

ニョルそノ ナリ ・

ノカク 星枢 ノ否 ハ木ﾡ 価宿=マﾡく -ユト大ナりﾡ= 

不核ノ 条話 坊 シ株 ¥)翌大ヲっ>卜ﾡ セバ賞ス ホﾡﾡ城 

ノ ヲ ﾡカゲルベカラズ狙=と辛ボみルで宮争日 ・ 太終上ﾡ 
そﾡ=シデだ毛団報十IL車米ナ!)改 ノ "ロ☆ハﾡ新ず ク ハ 

ゃ地ﾡク ハﾡ地二在り ua/ "ロキモ号 クハ*の営ヨ! 以り 
子ス科ノ ﾡナルモノ盛ダル=ﾡノ 体 ル号クハ 地一 任 
リ a、ソ ﾡ隊ハ号?区岩 ・a ニラテ 都働 昭 空 町ﾡ ﾡ空 相 I 
り スみノ 番ラサし零コ以テ レ カ株堂作り4ﾡﾡ故ス 

し 喪 窓 樹 ノ賞ニ アヲ け ルナ り 冬 I トモ診= ﾡ 索<ルヨリﾡ 
X力ﾡント 能ク 英人 卜方法\ ﾡテ麦 二ﾡセ八殺カ ノ麻ナ 
ル ヒ ぼが ノ 催用?何ノﾡさコ トカェレアラン・

ず六「ﾡ・ 杯M学」 (文・ ﾡ治ミ4千/c月)

才と年 経森争上林ﾡのﾡ 文7 ﾡ求○叔益

Vタ7Pゝ ---- 以上 o比ﾡ を以て直ちにポ はﾡボよ ・ 利さ少さ 

5○ほりと給かる は大浜るﾡぎきりと云さざる可からず. 逆 

共位区役利 に し <地代 ○高さﾡを占○つ之にﾡするﾡ本ﾡ士o
ﾡ大ほるが故に ・ 旅求 より 収入金ﾡ○ぷさは呂より 氏 . 試ヌ に 

へ、ﾡ-のﾡ本必々ら桜すると= は林栄 はﾡ米 ヒメさﾡ ゐ 地衣 に 

ﾡ素 し 溥るき似て、一町歩にする叔入ﾡ少尽さも 共総画積式 お頁 

一のﾡよﾡカ に対井丁る利 末 だ袁月に 其ミ左ミ示能 ざるべし、 

と故に夫 に戻林聞業の利セ比ﾡ士えと出ば、に百一の地百=に 

さてえ a土伝対受せさ る町らず------

T < ﾡに付さﾡラ砕○ﾡ収入の止表呂 ﾡるヒ 地代曜子代 

坛国代 号 た 萍一つ 日ﾡﾡ するときは、大多せﾡクﾡ京5受ホの$合 

以上に登ること少ほさ 乙届 一地上に新だ の 渋 行入 とさはﾡヒ 

今分ゝ上の収人るるを受る ・ 町ち現にﾡ地の古ヒに山六の新にがこと 

らる み○愛さは兵利抜 少か あゞるの証ほりとす。・

受 に余ぼ一歩を造のご同一の地上 に決けるほ林ﾡの収入ち比茶 

L以 ご老の一飛 にﾡえ .

理冃 林学 土○天 地調 生 に 森 tば式id 州 き 寄部 に変ける 林* の支公 

はﾡ-野汚に付ﾡの如 し。

信地 金今円 土地ぼ/ﾡ可ちじご、 ﾡ借すﾡ令

お 代 主/田

代断さ o とせ ば信地 若美ﾡ向は 

便甲 ○叔ある こoとす.

杉乱 /引本代、/本に付/ ﾡ今そッ

地明代 主 マ町 ﾡ早き河けヌ は壊払入 こクに しこくE

ﾡ付氏 金 ク田

/○く /ヘヨ絵べ。 つ

/く,ロ うのい本付、 計 >ミくふ分

/ ク
ヘ/合^



手入戻 金<<H

ﾡ系及ひ係設舌

金○円

渋打及び 柔愛依受

会 今円

外に見ﾡ/ヘ7分、大計 ヲ今へ 

日絵百 上

ﾡ件2 " a7ケﾡﾡﾡ下ﾡ

o 人分 百給市上

付の翌ﾡ埼ﾡある を以こえが植ﾡ 

長及な頁 留ﾡ匠番○ﾡﾡ災 

下城及び際ﾡ役去み年目 より 辜a s 
日すっケヶ年分zケく念 日ﾡ同上

毎千百ーク収を至する のめ即ち千求 ほもの と仮する と 

さは 町の復くﾡちにﾡ収支を計算するを得べし. 天省ﾡ々○秘収 

入○ﾡ= e直ちにﾡ翔年会 ノシ○年さ以て収支○ﾡをﾡする=とヒに 

より乙 客易 にえ Lちにユるるべべし. 即ちき野郡の赤来 は年々 / 町歩 マラ 

円 ラz 受 の縦入 を得ら る、そのと云ふちるほり、

しこ引地ヒにﾡける 殺太上 ○利塗は如何 と云示に同氏 ○語査に 

彼4 おﾡ○ﾡし

畑 , 友歩に付ヌ

ﾡ税成済 金/P?Hう項

山新酬 金/○?円sぢ

/ラ。 耳 日ﾡ好 収へ全クズ2 分の/ a 
祖税ﾡ料 として地主へﾡすべ=ろ 

師同報酬とし こ山守へ払示べョカ

支合計 3○4円7○
ﾡじく 一町ﾡの収入 は

/ ○年巨 疎伝 金 /3円 $-○ ま

パ 7 " ク 会

V 全 マ円 o ﾡ
← " 全 円 りっ気

4よ " 今z円 今。 ※

s← ・ ケ a 今5田

4よ " ・ 金 s2o円

ク今 " ク 金 ス4ェ円今o
み今 ・ 金 今。 円

クタ ? 金 宮○円

/ケ ・ 金 ヨ*円

3◇ 会 スノケ7円

合計 金 4./87 円
ヲ○ず

収ス入 ○支ﾡに超通する こと即 ち収入金 「 宮みス 円と○気

支出及がぷ入はZに其生する時を興にする5以て. 丁字に夕a 
計算んには一々ﾡ利法ち以てと らﾡﾡせざるべからざどと ・仮 

。 ヒ具所有王はﾡのﾡきﾡ林の年令ﾡはる ものを ノラ○ﾡ前有 し.

確代 金伊方箕 Sﾡ 皆 h / 井に付 6 笑 つつ

〃 企今天 条程 s ・ $っつ

金>田 長手u 男 /へ令 ク/くマ○求っつ

ノノ 金マFとジ リ 女 5 人今 くマ 天っ2
〃 全～円と◇天 系す西 /3く分 ノ人○つ?

・ 金/円/9※ グ 女/7ム分 /人7ずっ2
祀 料 金44ロ8の字

借地料 金s円よ。受 畑/反歩

ラ 出 ・+金 ノ8F7と ※

同収入

次る石 金,○円4○ /忍に付 *日スクっつ

栄/&7 受 ヲ円6英 " 田Soず"

収入合計 ノaHs6ず

収ス支ぎ引町なi収入金 ラ?ダ

此計年に探L ば即ち吉野町I 上才の戻ﾡはﾡ々 / 町歩壁か に5円 

o。 ダの私に し乙. こ れに林業 ○ス7円 ズデさ比すバば矢に7 
作半糸の大ごほり と云ふべし、 ヌ比収益○京ﾡ企に対するﾡ含さ 

Fすは林ﾡは?分 み雇、頁求ス分 /思 に相当せり.

今 ヌﾡ京府下 にさm谷ﾡ大の産地ほる 夏ﾡ部活アﾡにﾡける 

休意団ボの収支と比阪とんに ﾡ林写士つ ﾡ地ヨ互に概αば休業ヒ 

ゐける 支は左の L
(ﾡ 4ケ野 ) ・ --



円の/o。 ウ今の半 / 円万*刁O

全 72○円 土ﾡ/ ご歩 頁入代 テ ◇ 円に対るS
今の利子 ムタケ手分

爱 /今円 舌ホ ろ○v。 本代

金 4 円 右ﾡ付頁 バE/人o。 植

○人分 ノ日え○でっつ

全 クダ ご専目荷植ﾡ so。 本代

金 >○ダ 与ﾡ付ﾡ /ヘス。。 本ﾡ /¥分

/ヘス○つ、

金 ミ 円 初耳・ 早取賃ﾡ之回ノく ノ人 no茨QO

金 3 西 才Z年 飞英■妝窯鬲上

金 s 円 オシ年 早取みﾡ* 土寄せ： へ夫ﾡ賃

金 /円4○ﾡ *年以上コ。 耳 迄 毎耳規額 の 客をあ

くﾡめ寄年半くつつの人夫項

金 〜ブ由gり支 正税ﾡび地方税ﾡ村賃零町ら地価 こ4

ヘ〜

メタ目分

ヌ・ o /ロ<ニダ

天式収入口杯芝 ・ﾡ ラ-r
金。口ょとヌ ベ年ヨ 周筏 "と / 円 河 = «こ一 本

全//円 ミケヌ /女 ク .... ← ・ "

金/7円 o ※ /ar " -ど" " ス 4
さ〜/F / え 二«* ソ ミづバ» " /8。

金2ラ円33支 ミ&? ク ふs○" " ノス"

金 >8円 クよ※ ミ タ " ミ/◇v ・ み

金 o 円 ラ宮" ・ ・ 今"

金合ス 円よoヂ o 年 以伏岬 に翌るﾡ寄ﾡ のﾡﾡ裕料区入

全4田 $-目にﾡ 乙ﾡ打入貫 aﾡし さる枝茶代

全 今円 7年目 にみ乙同上

金5田 年 に次乙 同上
.・ ・・ ・・

を円 8○ 天 

金今円す○天 

全5円ノo氏 

全 夕国 -← ダ

ノ目 にろて同二 

/よ・にﾡごは上 

今 軍目 にみ こ百上 

スメ 軍 百 にﾡ ご同上

怪し27ﾡ以上に ぞ.打丁こ ほせごミ 入貢 受さか故に収入わる ごと

ほし.

全3○円 瞬収入

収入合計 金二生◇/円ぶ5デ

即ち2き以こ.手つ業とﾡ改すとさは. マ支クご印ち他区入

ノワラ○円と○ずにLz. 年々 pゝ 7" ミに当 すべ

今 又め 井 戸え方 に けるﾡ 求 の 収>入 乏 氏 0語互としに祝

丘 の し

ﾡ地 / 町ラ ○支ボ 

金 ミと円 / O 共

&/み円クよヂ 

金/円引ﾡ

3=ロ

金 ・ニ円 $-L 天 

全/円号デう度 

金/o円 s。 天 

後と円s6ヂ

会/7 s。 玉'

大交っ記料代 ボ、 ダ 宗 /候SO
,•而,N 天

大表作ダ刀貸 ヘ夫"今へ 

ベ 天ﾡ3 s斗4ク代 

大受ﾡ#武 求灣/, 俵代 

大豆作汚力質 人大す。人

六豆稚子うキ 3井の代 

ﾡ具仰総料

ノく よ

地価 ◇み円 7 字 に六 するﾡ及み 地うォﾡ

資

土ﾡ/E 歩ﾡ 入代 ○円の $ 村

式色金 /○今円$とﾡ/ﾡ

百ﾡ入

と○円 スク 茨 大ま / 8本代

念4ロとﾡ 大舌 ?三 〃

/ 石 に 付そ 円み○天

〃 ◆内みよﾡ

スx色金/24円 今式

/\



比坂 タ 支をﾡ引 計界 すば 実全7 天 /ﾡの天 丝器 す み塁 

るべしﾡ即ち減業 にﾡこは土地隊入代 &ケ朱の利 に運転する こと 

能はざるのﾡな" とす. 今試に支は中士地0利うを除さにるさ0a 
夕入よりﾡ 到余ち士ﾡﾡ入べさよ。ロにこWT区示3ﾡ写 

とほるべし。

おは包せるこそク計算ミると. ﾡ地2小さこてるご云マ 

マコ 円 の小料色べ L 故に祀。日 6チ 4憲 を 招除T る 乙 剰 

条金 午可 う3ず4里ヒL て, 地代 う←○田に対 L未4ﾡの利に 

ﾡセすべ L。以上吉野及と活#戸 にﾡける兵例ば管 上の板後に 

Lて共に杯業の方利を及 Lﾡビ eﾡ業はﾡく ○へ夫包ﾡ可 し多く 

○スに仕ﾡち与へらる \ ﾡ以て 前•有 主 はt自騎承ち受 け悪形の 

利ﾡ愛さか故に 金ﾡ上ク利のヨて少きは家る正当ほる e ○と云 

入べ t.。

•頃骂 ヤマ「 、そさ.二→ モサ お . 宅 3ム 耳// 戸>

+三 み炎○ス刊さﾡ 

= 主ﾡヨ甲

こ夕〜P) だで ミっことっ:/=〜re ﾡﾡ犬○ﾡ○土地さ使雨 

す s モ < - ご ﾡで 、こ = ・ 〜こ 、 

こ知しべま r=5.○,○戸斉" 示に

Sとー ・ --*で**- ・
○.。 W)

そ+ =R 共っ刊 さ支さにすろ 発件

、/っP ) ャー エﾡ

l、线 に合 け っ』 こ Sミ う法 つ 更 ぶ にモっ て三 六 に C 別 す.。

町ち 管 通史価 c 又 元 資 起価 ) ﾡ 甲尽び 岬ご地ﾡ &り..

具 -、ﾡ通比価 とはせ上一桜のﾡ司 におけa 土地ﾡに し て通ﾡ 

巣土の生ﾡ力 により乙 評E せらるる そ◇写どもぶ ○新妥 ﾡ 
絵により乙ﾡ後す. ミる 林部 算去上Bを以こ表示す.」

兵 =. ﾡ可地価 と はぜﾡﾡ価に 区委 a へたきoヒ しこ : 

テの 易 合 にﾡ こつみﾡいらる. Hち 通 Sﾡﾡは 完長価 のR:ﾡ ・ 
ととる ほ0.
笑三 ﾡ芝地価 と ﾡ共こに辞認 Laく土○ﾡ生ﾡ力にさ 

る浜乙、にこて 以とﾡ算去上S. 五は こ 美 示 す.

へ22 ～



川1※義大京「赤ボ」(ﾡﾡ全 基才る菱*ィ 至文政 ラシ4中5 )
*=セ 本水のﾡ遂利

才三ﾡ 林茶経ﾡの○

(2Pゝ =老業経ごの粘票と L て得べき生室入○王委戸るそ のは 

木 IC し乙比もの企ﾡめ 当初よ( 湾次長 し 乙炎がﾡを大 I R 梃 
品復長友 とき0従て状ﾡﾡ位に対 する価ﾡち昇ﾡすmて 生長建 

する程ﾡはる減ﾡ 業の桜類及が旅地自ﾡ髪素27係に太り 話< 

え次あ り窓ども 大 体に諾ご初声る ち 今力省がよは 共生ﾡ に l て索 
営ﾡちﾡユせしﾡはﾡ*ヒﾡが型生 頁の字 お塔し 又 -主ﾡでは 
ﾡ生豪孝ﾡ入るちﾡとす旦っ共軍任価格増大の 預保シ六え 名同-に 

しこ其ﾡﾡ 生長は一 地ち以て 表必せず、 乙林末をっﾡ大 a 
至浜 ば之が代採利用すベョ 時ﾡに付さ所す るを愛すえ 経済ﾡマ 

氏ﾡﾡ四停男(Fとαz=//=(っルtr=ebsze亡 ) とﾡす・ 雨Lて 共 
委 も経海的 ﾡる依秀は士地収をの ﾡ大意 る時」ヒみりとすまし 土 
ﾡ#区左の受大とは百-の士地よ ﾡも大浜る報ﾡをﾡべ=企業に 
当りこ ﾡ ヒ言 -地板の 上より ﾡ的ﾡさ芽掘 に浸ﾡの模ち生産 

し丘つ 其価の故べ< 大点る林ﾡ忍み兼ﾡを桜ﾡする M要とすm 
乙ﾡ士地ﾡ収をめ年 をるす には翌常林地生ﾡ力何 ス林地ﾡ望ﾡ と 

校するもの (Bodeevtrtv.zSwevt, 弓odezr&r亡?78- 
Swetを)ち耳式し 之が土骸渕受を高すべごもっとす

英林地 生 士 力械 は丘能の対き数2 に文り 乙 計ﾡる ものし乙

Aw+DaI. opピ-" -O じイ h---  - ' -

ノ ・ ©ラ ー /

8の は林地生産7個を表示する言重の符考ほ(

4wは依ﾡにける木がﾡﾡ五合ﾡ価にて浜示せるな

ワ乙はﾡﾡに翌る宙に因区ﾡとして写べ =全ず収入な 又

氏ﾡ伎をﾡすべさ年厩なり

c ―林の絞町支ぎする金額

Vは区種ﾡ 番程 専ク年ま支ﾡにし之互ﾡ本ﾡに見ﾡりだる合 

のほ(

Pは資ホを普重にユつ 左至 た利 用 さるべ=列幸 ほ"

"な林木の主伐期ほり

即ち木式 は光づ 一般ﾡﾡ ヒﾡけa 林菜め*法名 見二を容へ町町 

ち る 乙昇な ヒ永 ス 緊回へすも。 ン し比ク☆ごW 石 ﾡべ さ 林ク 価

さ〒点るやa昇しるもつにしてきしをきﾡの収必にﾡするこ

せ 林価 に 名 aﾡァ =べ くﾡら

ﾡ日 引、グ,ゥP て

字上式に 付こ 受るにﾡ沢ﾡゴジ左を力の大ごに岡ﾡ しﾡﾡ光生 

&力ﾡはォーに主ﾡ収入ﾡち主収入Au え ご古Tゲ収 Da の番 

ﾡか価格にﾡ保 L次に生ﾡ ﾡ頁ち 休ﾡにび耳まVにﾡ係 = 

ﾡ緊 ススリ L乙尚兵炉とﾡ水2H字P〜日一に生産叔a 
大尽らしでるご百時に又ダ生き要 こる六ﾡン し ごるﾡ三召丁る e 
Q に して即怎反本人木取機&K ﾡ相の生長 平済本刊字にﾡお _ご光大す 

る 時期に は 林也生パカ価 a点ほらし亡るら2にえする医頃るて 人 

ほpLむるる○ほ"町 ち別季儀孫点 るさ永く 氏否へ 三本地にうゝ

どさベﾡ a氏くと乙引 ﾡの生番収入 ちる 二 こ にﾡご <z= 
ス する 時年2早< 心 ベ 似択 - こ タホの ・ 生 ほ L ﾡ示ここ 

次の 収額 ち待っ べさ尽り

今比に一の実例をげこ説せたか .

林ﾡ生産力価 (Zの)は

杉林一町ラにﾡミ

ﾡ班す。年にごﾡ主ﾡ入 (4v マミク>田

・今○ ク ミマ9←,
"/7っ ッ * / s < ・

向校収入はスﾡに CDzケ) ク・

・ sよﾡ (D) ッさ"

シ ← 年に くの uケ ) ノラ ・ •
" 今よ手に (つ5) クラ?

・ 4ケ零ヒ くつs今)

受休長 cc y o ・
支 (v> ←e談比民本価 で m $o

今之ヒエ/ こ計ﾡ テa時はは (利宰 (p)a4とL >

おs- 一の

ノ今。 ◆ う iha 一

26ヘ



似野 7○手にご ・ ふ○ロ $○

きし 8○年 とせば s$と ・ ーo
故にﾡ林米のﾡ収をは

$○乙 今ロさo
○ " /二» 7と

ク○ " /7 ? N〃

3o ・ ・ ・ 2a
依ってク ○ﾡを主 期 と ば株地生ﾡ力ﾡﾡ 乙石に利ﾡ L

コ ニ ) TE 及 は 写ろ 都市 に対し て 液 も 生幅し 

型ﾡ力の外ﾡヒ切撃万る糸件のﾡする 

呆今性.. 災ﾡに対寸するﾡ株台の係並ヒ 

ﾡ岡がﾡ店 リ).

て存左すえ 全 < 主産 

るほり1ち項生 ﾡ物 の 

上地利 用に対するﾡ央

にしこみ○年に 至ﾡ取早ﾡ分が利をﾡ退す

(4みP) 五字 林業との士*生ﾡとﾡ係

*=ﾡ 土地坂領の契係

ャ - 土地自ﾡ器素の文保

ャ = -戰廷落ニの雨保

c/P ) 凡 三生ﾡ物は生産地にさて直ちに零ﾡﾡ契せら る 、 

のにあらず故に正報の ﾡ易 は英生ﾡ物のﾡ選を桜ﾡするに三大こ 

る彩留るり 大体にでて背室裂ヨ例令はﾡ金番製品 常物想はﾡ后 

力ﾡく原料品 神助品町ちﾡ林ﾡ物 E% お専はﾡるヶ球す 

り i7Lご度ﾡみは一従に休ﾡ物に比しﾡア大ほり cﾡ-翌その 

ﾡ物はﾡに比しず市岡二ﾡ半及ﾡつﾡ半ほ( ) 比とﾡ累兵 より丞ろ 

時ば運転力 ﾡさ生ﾡ物( 四Iヘ成鍛物) は消ﾡセR4て生ﾡさろべ 

<えに反し ﾡ転ﾡさ 生里物 (划 金 ば 木放) 消ﾡ地に授 しこ生産 

さろべきほ( 即ち経ﾡのﾡ確便会とし乙ﾡもﾡでをﾡ桜ﾡ係に面 

¥=る 「+ユーネン- 氏○理ﾡとLても都会にﾡそ桜止しご図送

物、 にﾡ 活ﾡﾡ差物 ﾡ系・ キﾡら生ﾡすべく次2
べとほ成星物、次に祭物生産地所 受○武をみ記引るナべ=は牧 

高地だるべ=ほりと、ﾡち活し怪ﾡ係のクスによ"云: 時昌「今 

ーネン」氏 カ 理義の如く 木枚 の生ご地は都市にﾡ そ将立 Lにざ任す 

べさほり 系るに年ﾡにてはﾡら 特ﾡの率信ある場合 クは 

例令は栗京市に核立L乙ﾡ状、ヌ -アよ林セ ・丁る杉林の死る

〜 ユダ ～
〜 ---



小房吉 「森林ﾡ < ﾡ京田走更、 治4ノ
ﾡ/)

ノ/P) ヤ2ﾡ 林業の生産要ﾡ

ャノ節土 地

一、 土地の 会

土地は 林木 ―支告とし又够分の保宿又として 必 要欠く べからざる 

号系ﾡり。比零の住ﾡは諾一長本 ラカ名以て雨すべから ざるのみヌ 

手らデヌー部不ﾡ示 ﾡの そ2ﾡり - 故に土地は 生ﾡの独 受奈 

L こ比意系に死( て ゴ ﾡ本 るべ さ何等ク住区 5有せず 殊 に ﾡ * 

に翌つて は式ﾡ柱ﾡち断確ﾡ (J. 認らﾡに於 こ はテ"ﾡなるへ 

てﾡび分器すべからざる土地の今ち化虐しﾡずﾡ目 方 紙 极' さヌ正 

し得べ し と謎ど e 休地 に至て ははﾡめ こﾡ右台 る ラ合の 卜. 全 く；ー. 一 

ほけばはリ- 左に土地ち以 乙頁本とをﾡさんとする静きrZ り 

こも少浜< とを林地 は よ(除外するの愛めり. 実に 林地 は 自 夕 

○受東 L乙往古熱イ軍京を そあするこYﾡく 常に共深状を保存 す 

かも林地にくﾡを以こ一納 をる結する= と ほく却っ て2よ/ 

下ﾡﾡﾡﾡﾡﾡする片各国のﾡﾡほ り. 比の妃く地は示区物に し 

て政てﾡ本の0性ﾡ ち有せすとﾡらﾡ く経ﾡ上 並ヒ当該有をの ・求 

資料 とLそ 矢ﾡ価格の性ﾡ 占有 するﾡな格 ち表示する々ﾡか合 

り. 尚ほ士地か経ﾡ上本来○ﾡﾡと緊り総愛特ﾡの姿みり 左=2 
を概をせえ .

土 地はﾡ占的性腐を有す. ﾡ其大 さ ヒ制ﾡろ" <自由 にﾡ森 

すへからさる を以く てほり---- ・ 

土地はﾡﾡヒ Lそ不ﾡ不ﾡのﾡち右す。------- 。

一 ﾡ代

拠代とは士 ビが式戸務に与方 るスき < はなﾡに Lて土地を 

ﾡ用するか為めに愛したらﾡﾡ ○ﾡ部をﾡ収ﾡよ ﾡL得る契剣 

糸 を 云k. 而し て林犬 上地代のば並ヒﾡ変動に契 とこさえよりﾡ 

茶に交け2 と司一のﾡ乱にﾡ活すへ し と壁をヌ特頁 ○天ほさにるら 

す。即林地が初野ﾡ民為に与ふる収ﾡはまとこ引カド本定甲の結爪 

=ろらす. 株木は阪ヒﾡ家木としてﾡむし文数のﾡ状区公有にL 
乙く経沼上並に国浜径科上ほる空琴ほるﾡ保5有するのコミ は意 

処と大上要点 ふ処ほり ・ 今女代の額に しﾡ迫 Eるへさﾡ奈を研ﾡ 

するに

(イ) 土地の祀ﾡ ﾡﾡ土地のとき的ﾡ分そに物理的住ﾡ奈にヨ 

芝生疑ﾡﾡ及るﾡﾡが一 地 に弓する恋物のは司 にほ 6す含5 T 
○7に7する処にして 甲 は又述理上 の! 立近.、ﾡなのほ方位

Rご優科の翼ほるヒ従こ木にﾡﾡみり. 今誌のﾡ係要示 a西外に 

ごご甲に ﾡ部上のﾡ副 る与くa 1そるの岐ﾡがド熱 ﾡ○司ヨ 

後傾せと る 土地は厳早や懲案ヒ画ヒ コそ r ら . 吊Lて経済上下 

ﾡ○最下ﾡさほすと ○はﾡるの収6み にﾡ生ﾡずきボ芸す3 し 

に L こ比会一みける 地代は全く に専 •、 は以メ上つ+地に う.- 

はT及の昇高する と共に地代もﾡな0丁 改にき種 ○土地 =目文 ・ 

匚洼第员投入 し. 土 地の置訳ﾡのぽ保目 一ほる 号合 に交手得る 

○収署○は即地代区立のﾡ互 にLてヌハカ ルドーら ○地代だﾡさ 

り ・ とた型は専と意 にY 甲すろ とク=L 乙株茶 = あ () ては再かに 

W 宝認誠 ろニ とﾡく クふ るにﾡ米 ○特性 一にxりて 社々 英ﾡた 

ダ却 する ことあり:

本ﾡ初期の孤民ﾡが当初X米 経ﾡする に当け英最*ぎなる上 

地を秋状 L たるゃ明かに L 乙少登互る地の如さはへロﾡく場ﾡす 

みの結采モむ を得ア ミ4を神問するに 猛ざ す. x るに林業 に »。 < 

は大に覧歌6ﾡにし ﾡ及若○監わ裏ﾡ+ と ホボは茶 Cて抵e祀ま 

ほら士地に信色L たみにあとず、 写ろ Eに最をぺ利さる 土地より

ス州田したるは凶8ほり。 英. 他次攻率求ﾡ料杯収のﾡ:に翌 

ご ' 不文 とﾡ-のﾡ係岸( Lこと#し こ知() 得べ C
〜ユター 〜 スク～



此ﾡく昭ﾡにを因する地代家立のﾡ意業に於は豆 <時に 

あ りこﾡと林米にそこ さﾡる重< 林地が社会 ○ﾡ物ﾡ 

法正○ﾡ保とﾡ々 る時代 にか ころ リき ・行 o ﾡや 台 自 と a 百 

するも2あらず。i すマ人ﾡの需要 ﾡ忍たすに 心受式 < べからざ 

るとのと ほるか要は人ﾡのﾡ写にﾡ合 する ピ翌る力家は分に 

ﾡﾡあのて 自古に利ﾡする 二と を能はざるに翌 にﾡめて兵価旨 

生するものなり. Lて意ﾡ物 は生づ 士ﾡにﾡ本ラ をmへえ 

ヒタ翼せざ るべからざる る さﾡ物はミのス し既に完ﾡ して地上 

にﾡ在するペ互 o. 夕 ごとﾡ次が人にﾡ型せら一ﾡﾡﾡにﾡﾡ 

しへ頬りﾡ要 ヒ対し ﾡく希少○ﾡ物 ほる ◇炎にぞ てﾡ浜ク林 

比はﾡ窓つもの火し.経海上ﾡり特兵を示する = 型る ち < 二； 

り. かかる浸条は回によ り)乙運速あり往クミ は既ヒォ 4生ﾡ 

に丞る発ﾡリ.

得収額がﾡかに頁生ﾡ受 五有 テる場合 は士地の経ﾡﾡ豆後 W 

悪たること前にﾡべたるかﾡし 衆どそ ニ は全くﾡﾡにﾡける場 

合にLて林糸にあり乙は哲ほ比ﾡ雰以メ下に下ることﾡ4ﾡとす ・ 大 

な族回のみ ならず 欧州 湍国 ヒ於て e 正当 ほ引 収 支計界 を行みとョ は 

a 昼 生産 責 a要省 ざる林地少ほか らす。夫そ布らず背ほけて 

之右林業 に微用 する e。 は何な- 今き理由 をﾡ政的 方画 よりﾡ 

祭すa1ば林ﾡは他の至業とﾡ なり今 日-ﾡ にﾡするも 英毎は 

引ﾡ印時に望ﾡ司からず、後うﾡにそて初め こ全を得するら 

ヒアレ。今日程人が依木河用する ﾡ方は数十弓ﾡ前の談に係る e 
0ELz 英の 邈去ヒ运ける 幡耕 哲 ﾡ持司ク2でせ全く再卜にﾡさ 

乙ﾡみず*代経通 Lてさﾡしたる不校条団あ宣 に利 雨して収入占得 

る ことほるが故ヒ 現を利用港 だろ 登くは其収株ﾡ地に 西び 宣林返 

行 白経有上何辱のぎ帝ち疑ずる ことでし. ◇マコ ニ にしこ 

へ城み立以系きﾡ代H 阿 る 自 つﾡﾡせざる 

林木ち愛 L/次ﾡﾡ物 するの結緊 行へ &確分零点 そ 土地 ヒ 

株業 を経ﾡ し生ずる摂失は政てデち認 めざるほり : ハ か る計ﾡ 

ﾡはより、 正当 ﾡらずンﾡいとﾡビち又矢ﾡ、上人佐社会に有

得る契がほ(。ﾡふるに比ﾡ の士地にY労 し たるﾡはよ しﾡ状 

ﾡ意ほる にせよ、ミ 況 をそ台ﾡのﾡに比す 外 ば、回長経ﾡ上 

0利lを硬る 大ほ り.

以メ上認明 する許は者時ﾡに 木存経 L し ご話 と地代 を生ぜざる 

場合ほり, ペと も従不ﾡ系 し ご属 みざる= セ家 は4※さる牧 a米 

F候 甲しﾡる 土地印-※ ヒ术立 木ﾡに称する がのた は所語 リカル 

ドー のに則 口にﾡり こ台ら其利2 を収つろことﾡはごるが改ヒ引 経私 

くのをウるにららす天国ﾡﾡ< は可ボにがて 画ﾡ経湾 上のﾡ係よ 

リZ 昼実行 L得る oみ.

(eP > 以上注のゐく林六は頁生言上地ﾡ逐保に対する翌求大 

ほらさるが故に ﾡボ不ﾡの地ダこらﾡ政上"坂ほ2. キく株 

崇名経呈 し得べー ・今 日文用習が知ﾡが業に供甲する 土地は比吠球 

ﾡほる台 ○ぜた少ほく天催つ に河活ざめこﾡ処にみ乙ハZ -ミ o 
ス ダよ部やは位4スキ奪三る土完り.

に) 土り化三べえっ7ﾡ ホスは積空ﾡにし、ﾡ格ﾡき 

1 宣ﾡ3ほ(リ 教に式 生き地より 消質地にa る ﾡ更会高け は山えに 

ﾡ ける介はを化浜るべミ 云り- とこ 代 ○ヌ少にの受件ﾡ 

一なる場合 には 生理物の毛 価 0 も低に用 7るえちる べちに窓ﾡつﾡ 

浜点林じ笠Kは地"こ上西る 主人成るﾡ保で有 ナ. ﾡつ石名るる 

ヘ4 ン"ニフォ ン・ナコ ーネン◇注ﾡ に云 ホm く 生 達皿 の布施 が 

受 生証浜及る市あに翌る正質5横長さる土地は 最平ﾡ業とし 

乙徳印 する a得す。.ﾡこﾡ収ﾡがよく比密確○営用各神受す。土也 

6町ﾡ徴アへ= 土地の最下殺を否す.

此 法則 機 彷求 立木 ほ く ﾡ合ﾡ正ほる林ﾡにゐてﾡ交人を斉台ち 

家を以メ乙ﾡﾡGなす場合に ・「林※ にも不通ﾡ するほ とﾡとも、 

天際か\ る 湯合 片ﾡめ こ 用 精の こと；")。ﾡYほ aば比往2新相 ほ 

ﾡ ど全く国塚営、は客港さる町村ヒがてﾡ行せと るばほり。宜 し 

条及町村はき将末 にちご刊刊さ払○るべ さ木が栗 して其 生差で 

H 勿ラ正動 a * ﾡ る の市価 にする や否マ は飛こ 向 はテ、等 と 

国気経有上 o 運中 a 主 殯 z する ュ 以 ほ り).

おの～
へ ミ/へ



上土地に 主く木互さ 合ほ ど老きし 民るに林木 っ現号 r ミ 

合に式高ダ 大に要品り 引ﾡ0逃ﾡで以つ乙ﾡすべからさ3 は 

既に前項認町 Lた る受担 によ( 乙明か ほ(.----- 

案 ヒのさﾡ林は経ﾡ上ﾡ そ S利的 回 aせナ、 ヌく地社会に 

が と てそﾡ年のﾡ保五戸せす . 惨が牛ヒLこ 未だﾡ振士さ a 
E炭誌2マ <全< 右動 両さ武的 行/.

(ニP) 土地の位昼験売2ﾡ原に交こる栄又環るス 立臣=つ

可 に 天マ,る < ﾡ林にでく不 找消君力申 n2賭に、遠4 天止 

不優の地を占む故に、 とへな味はﾡ好ほうさ 巨のみ品さ 

よりて平右せとん経にﾡ効原を要 す能 ず •近騎到る时鉄道 Q 計 

桜へﾡのﾡ発により 乙茨林頃を市受にﾡ性L 三とﾡと らなれどこ 

茨通の発ﾡべ林産物 ○市価 a平円→ナる 甲 はヨ☆ﾡ産# にﾡける初 

<残大ほらすず. 左表に示すをﾡに送け る吹係は正に比手天 三を明 

るさ0だり。

(ヘ) 率業ﾡ約の度

(P) ----林火 は帝ほ他の特住a有す即長ﾡ物の市ﾡﾡ度す 

る時は茶約的業る行ひ ﾡ委○地代ゐ収ﾡし得る と同 じく 林来 = 

みり乙も 価の闇ﾡに り て 地代をﾡ如せしめ得ペ L. ﾡ どセこ 

Wtとﾡ じヒ又林業のﾡ本 そﾡﾡしﾡだドﾡヨ資本的 と石るの特佳ら 

(. ﾡ桜価ﾡす日林木ﾡ本2価格示ﾡ切すろ か故及(。

宇 高
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=- ヘ □ 役 ご六 の
地代 0電ﾡでが化の 年府司 -はる ﾡ合 に物価 っ活にﾡする= 

と既にYへた/. L こ比ﾡ面○活ばほヌ受2ﾡきにする2ﾡ 
る大ほり ----

三. ﾡ的林地と肉係的杯

a. ﾡ価

/つ) 土地は自由ヒボすへかとささ生き勝未ﾡ( ミバ 

有 き に与ふるを頃垣ﾡい、舌ﾡ 巨控孫 ・ ごたミﾡ余 

北部 s、はべほり。市Lこ 地代はﾡ天的不型民2と a <おら 

す.(R業○結果としてﾡめて生る こ○ほo- さに士比○ﾡ格は生 

武己ﾡﾡ < す ﾡ収領 た ○小、に ミ こモ士 へこ その○たり - ゆ し 

- の 力 のﾡ王 ﾡそべ: こ○ば 地の従択委 に Lてごと三 ち 

な-改昇Jハゴ、 士のﾡ電を浮へし •而し て 康常 に於こ 院 

する 球 準 &額 n 数ラ4っら へさ さこ2ﾡ浸にﾡ さ数ﾡ店平均L 
=ミ復中75 さ ・. 六ポ -ゅ て 礎 a ら 求祀は3 委すること 

ン くY そ. き教S。調て モに一こする o にさべ故に o = 
○t0日社ﾡ配さ*u丁る ﾡﾡ素占り ------- o . 收 力决

ﾡのか・長 こ当 aa 旅 = そべ る ハ.た . 一年林地に飛こ項認 

上添 e 右子 月る ﾡ十確 型 場 しまと戸-I= ミ ※稚 圭 状 し.政さ石 

ス るる鉛枚忍 a以ごそセ _一さ"※て報ヨ ほとL ご昇ﾡ と=る 

個 5り とす。

第二而 ﾡ千

、JsP) - や木 林米上クさ本一師力ﾡ本の住点を右する土 

ン の卜尚ほ数乏 ○ﾡﾡゐo. ﾡ中ﾡﾡ点るも ○ヒ林木 にLこﾡﾡよ 

材た②ﾡ8ち生ﾡすべさ英点(- —— -

- 林木以ﾡ外のﾡ

ラ之～ - ふふ ～



小生方き「株求逐ﾡ点- 丸当べ※央、ﾡぶ ・日)

(9?P> オ五•回 生こ器末としてと資本

密植资 本の特性 長ﾡﾡ本区各ﾡの特住 6台してぎつと他○定送 

ヒける 資本 と 点 大ヒにほを緊 にLそ そ ○ごa aが兵主 翌 さし一 

をの=ス ごpる・

c 土地にﾡ 着すること.

ﾡ積ﾡﾡは土地に回石 してきつ て始め て本の生に ﾡ台する こ. 

能を有する○ごらるが-旦ﾡ連をだてド長手やマ反 愛 み白戸 ミほ 

(. こてあるから比区本ﾡ玉々求楼ち委 テる求に到区転し 

浜0ﾡとをﾡする ○だ.

・z) 生ﾡﾡ古の長大と神乏の回ﾡ。

ﾡﾡﾡ本 =ロ号 るﾡ生さ有Lて 思るかときし一ﾡ き ﾡ 空 ○ﾡﾡ 

テa# 会には氯逐は こ風あ 回谶する ニとが武系 いご兵 選継茶の 条 

<そﾡ す る 不利 がある. 一おにかかるﾡ由の与すると同時に 他セ方 ヒ 

は又ﾡ品点る計軍匠為す ごとと 困ﾡざあっ て時に属署生 火の空天 

災○姿末する 三とるみるからﾡ積委 を曜ﾡす ろ Fは宅にﾡ係守的 

ﾡ林&掛ﾡLて ﾡ孫より ﾡ接 へ耳に ﾡﾡら Sけ/ざﾡB ぬoでs a. 
以上叙の佳ﾡより L て林2有 x み株対の そご占与ら習系 印体 

ﾡ<は大 地主の如く悠々と永速の利ををX待する英たみ に速するこ

とにほる のごある----- —— -

ﾡ六旦 生左受夫とこてめ土地

長- 一桜の最合

c/e/P) 土地の性ﾡ 土地の性ﾡにば渋的ﾡとき済は☆とろる、ざし 

て疑枝ﾡ的使区 そ細列す ば左 の三ﾡと ほるのごある .

・ 士地 はﾡ数力 を有す

土地 が、かかる 性更 を 有す石 から 若人 へﾡをﾡめ 他の動 値物 质 生 志 

ﾡ動ヒ烈ほる ﾡ地をﾡ乙白宙に天窓力を利用 し得るのご必る.

xニ 土地は植ﾡ力 占右す.

〜ふ

土地にさかかる 時性が 与をするのざろるから ぬ は具根部 玄安全 

k地中に営入 Lご以て ﾡ分ち吸スするﾡ会石得るっごろる-

・) 土地ﾡﾡ さ有す.

かかる住ﾡ を石するか教に上の垣物はよ<茶主う 丁る っご 

3 三 . 二*ほ以上7<ミﾡ○ﾡ哲生2否丁る上モﾡに音型 

0頑本と乏吾すべからざる 旦ﾡ師性ほを有丁る ごゃるこラ ここ交 

土受点るる のはたの-ﾡごみろ。

( 不功に

土地ほ不ﾡ 不ﾡりむのご みっ ご浜 してく 乏xごﾡ何 ごジる三 

とが払系ほいきL 西物1 愛 分に 富 れる七世 な気•保 壶乗2 ミミ 平セ’こ 表 

丁右ば柔大ぼるほを与 aに翌るべ*つきほ らろ = 大ﾡ 

会 の 工 <動かす=得ば云?変こ。て対目万りﾡ 戸ﾡ に 

をるべ3ご あきがごﾡ せ く土地はごっ こ 2 ご こ到 き ヘカでメ 

にﾡﾡすa ニとのおボ ほuﾡる司 ・こ宅る ヒう し こ 三42るべ 

冷のk+セ は孫 こ夕全 ごみっこﾡﾡ と とてほとする 訳<務る

z 不可住

上地更コで に n っ 二く対なて自由にﾡﾡする ことがは示 

ほ() 太術てﾡ分ごぬ存神ﾡするにほざほ(。 ご4故にくロ 

ば加すホざ土地にさずるﾡ費 もﾡ道、ﾡっ て士地の0価値経ﾡのﾡ 

するに施じ次ﾡヒにﾡ長 るのでろる。

地代のほ委 地代とは土の前右 とﾡ品 ご発生するﾡ得を云ふと 

ごpa がご ヒ ろ置通俗に云み地代 と 与上に 云み地代 とのﾡがろる 

こらしこ 通格に 云ふ地代 と は <土地の候甲に対する 報ちいラ ◇ 

ご所種号は の小料 と か徳地料 とかと司 -。 ﾡ味 ご5つ<軍に土地 

0僕甲料 ○みほらずX士 地改ﾡﾡ発弘琴の2く宜ﾡ向ﾡ と天士地 

に桜入 しに る 本0利 3 a らﾡﾡする のごあ る。 欠ご号る 上ご云示

代 とはﾡ験の地代ごあっつて 天分ﾡﾡの土地 こり 生ずるﾡﾡG 云 

ふのごある 画 言 すれ ば土拠 の 粗は援よ り 一切の生をﾡをﾡ除 し て 

寄たるﾡ 余委 a云ふめごある. ミうしこ永生ﾡﾡご云へは秀竹きo 
合料、土地に救入 しさる 各確ﾡ本の末寺 に 企ﾡ利表ﾡも然称す る

へダ-〜



のごみるか ら 琴向 上の地代はをそくた 乏加ヘず天ﾡ自ﾡの土地よ( 

直義に生する従扱入をﾡすクごるる」 きろ Lこ比ﾡ収入ﾡ士地 ・ 

自から甲すると他人なし こ用 しだる こa古はず契係李がﾡ 

く そ斉的扉列につこ支ﾡせら自由ぽ季のﾡ全に行はる、場合に 

は全部処その有 ヒﾡすべ= ものごあるが実際にはﾡはよ位ﾡ々2 
情があつ 三理風ﾡり =は行テへほい。ミαごあるかと気戻に地代 と 

t て 主 ○手に 入るﾡはﾡは比ﾡ収以上 のこととラりﾡは英以下の 

三とそあり と夕るべモてるる.

ﾡにﾡﾡ代のきﾡにﾡLて はぶ上の 二記 あっご何 へYも 年 

L正ﾡご反いが地代研ﾡ上に理部上よ" 云へ 振つ地代ち以 

ご..代と するのがﾡ当ごろつ こ< ○経ﾡﾡ忍は二" 口ﾡする 

のご あるが比ﾡ赤にける 地代H店 と ﾡ本 と対 する 頃石 ○利子と同 

林にﾡ: ○上にﾡﾡ! にﾡつ に宇矢上二 つスさ軍族にﾡ更 する三 

とが示ﾡい矢孫にさせ俗。 所語地代 ごあつ 乙1ﾡ= る地代っ外に 

尚ほほ税入ﾡ本のﾡマ末利益浜どさ 合 しﾡは a、 って みるかと 

一部 のを はせﾡの許群地代 &以て地代とするのが上( と云みのご 

p乙- 処ご余受は言より mの來受をにﾡ司 するモでみる けのごモ 2 
に保直 ○ためな表認を引証する 二とそ致こﾡせ試( ご ら 乙.

地代の定因 地べのﾡ田にﾡしこ乙ﾡﾡﾡからめのご弓るが、表 

ﾡは L るリウルドー○代ををﾡ認すさ と のごあるつ»二 M = 
よって冥参女原因 を 説照 し ようと思ふ. 氏○ﾡrﾡnば兵の出代 

るその 点「士ﾡの祀戻の%ﾡ及み士地の位ﾡのﾡﾡてす ば土地2 
自区ﾡ生ﾡ力にﾡﾡあるのに選西 L乙て受虫する のごある. 烫にこ イ 

をき並すa ば

α) 土地の配彦のち

比祀侵 の候あによつ ごﾡ物の生産深に ヌa 生じ43 こ 代2百 

ﾡ大小に秘署る ッご砂るが史後には全く 天交自交の改分に避( 

てそ生する 場会 こ士地政ﾡ ﾡの如くく意 的作甲 と由売して発ﾡる 

長合との別らる- きラL 乙核者ばﾡホ引 の結系ごめる から地代 

ﾡ立のﾡ田以外に立っべさ そoごあっこ こに W係 するとのJﾡ

右即ち自※ 7 S 力 大トゥご おのだ.

a 上地の回の便-

の左 となふ占河ﾡ地をﾡ。受証天ﾡ慮のめ 有ﾡ琴をﾡすクで 

万ってﾡ-地味でと市に さかﾡは鈴の存丁 る とき ほこ ねヒマ 

する場合よ"も 生主産"ﾡ区償ﾡさあるから夫 大け弱く生ﾡせら 

a らつと見るごヒが式不るつご うるべ咲弓にる全系台ﾡ的保古 

に起ﾡするこ ○と鉄ﾡの有悪の名く こつばら く馬的界西に 登二 する 

そっとの引みっ にr 夕Cにな5く m きによっこ 発生する 喫で ヨもす の* 

らら・ こうして余き は又 黄本奔 加 运 桁ハ たるﾡﾡごおるか ら住店 

上地代のﾡ因 ヒに入すベ さるのご汚t.
所試本するつ二犬互か 代成己の板本的戻己で 二がる 

八士地の白公的生ﾡ7にﾡﾡﾡ生Lほ専列三性匠 こはこ ﾡ 

=地代 ﾡラク示因るほすごあるが。 まりとて ころるが焼めにE 
一に地代べﾡ生する その と世tする はﾡ受たる 在 ほ (.ず= 

仁ヘロ のm と 収紹 のﾡ渋と云 二大事由 o は- ご台 て地代 が 

ﾡ 主に 肉ユナる に翌つさ ○こ ある 差 し くロ希小ﾡる時代ﾡ日半 

西 未ﾡ のﾡ函に おつ ごビく塚の 生計上ﾡ須 ほ る 西料 S受っ さことﾡ 

グごろるかとの○候奪地 上 り得る 得み ご事足りﾡこﾡﾡ地セ 

ﾡする必翌ち ﾡ虫さ ない. 従つてﾡほ地の○あ研地 に比して 至ﾡ上 

優 位 ほる書点はﾡも 番 しさいのごろる. ベがヘロ ﾡm しな食住の 

常ご地道す ば従来の優ﾡ地にでける収隠み にこは不足と石 りョ 

2 こを支持する=とがは末弓いから芸に ﾡち 乙利用 し& け 

ビほら ことに弓る。 ミこごﾡごﾡ大地とﾡとる優等地よりも至 

号 上条位なる肉保 よ り してﾡ収選た更る不に ほる のごわる だうし 

二 と始増収領点取 り e ﾡさずﾡﾡ地○ﾡ代ごあ るっざ。以上ぼヌ人ロ 

ﾡ○方面より地代の区ユﾡ係を院甲し戸のみごﾡるが: たとへ ヘ 

口塔ロ と衣食住。 ﾡ空埼出する と両一 ○収瞬 塩 郷ﾡ に端大L得る 

=於こは番地のみヒヌﾡ○吾本。み仲ち桜 L ご祭約に科転す 

ド前要の収額 も書るのご必る かとﾡろて 与ﾡ地利用 するの受日 

R I) • 従つご自ﾡ的ﾡﾡ々の大小にﾡける収ﾡの巻天 ち生する客は

へ 6 〜 へ 7 .



ほ()訳ごろろ- 欠が宇実上土地は収ﾡﾡﾡの法ヨ に支配せら るるき 

のごろるから低番史○スをﾡっ にま顔の資本や汚ﾡをﾡ へたﾡぞ収 

額はﾡ限に塔する そoご50を琴ろ 比ﾡ的ﾡ々惑少し経には経 

的に も惑少する もクごあるかとくロ場しほﾡちﾡ大する凶ﾡみる 

以上 は候千地にう入すラﾡ不や ラﾡっ 分番 ちﾡﾡﾡ に止め ﾡ代りに 

ク零地回神用L ごﾡ裂ク場大なr画せ山ほら ニとにほろ こ 

ごPるから比収ﾡﾡぶの平字がヌ地代隊立の 一ﾡ固 とﾡる っごある. 

ﾡ代つ茨ﾡ 前上にべ戸る正り 土地○包ﾡﾡ生ﾡ力 に大卜のﾡでみ 

る明孫成る孝気ごろる- 三うしてく は先生つﾡ生ﾡの 大Gる 土地 

を立人ごこ名利甲 し大ご不足ﾡﾡ ずルゴ益に方零地 a こ 耕作 す 

るﾡに与ると云かミ とは リカルドー氏 o テごにﾡ部 する と=ろこ 

こに友対する強をそ 愛少るるが余ﾡは ごに 好 ホ: する のz ある . 

ごぞ今傾りにﾡ-地方にろて白ﾡ的生産力 o 大小、に恐 じてﾡ別 出 

と台ろ土比町ち一年地 三年地及み三奪地のごﾡみ( どせよ人ロ 

○ﾡ老ほるﾡ代には一ﾡの 生 ﾡ暴ぐけてﾡ分 に衣後色 ○ﾡﾡ2 
たす= とそ示る てPらろが人ロ は新々場m し他おに は又士地は収 

顕ﾡ減の汝列に よっ乙支せと る、と 力 ごらるから次*ご武 

定り ほ0のご終に=零地ちら利甲する様にほる. 知ご其-ﾡ也は地 

ﾡそ同大ご生産ﾡ合ﾡ頭ごろるが長額は一専地。 とのより >ほ\)。 

三こご一零地と=零地と○向に区ﾡのﾡが理はる式ﾡ額占取り e 
直さ ず一ﾡ地をﾡす るもの 所得ごげ語地代ごある。 ごラ Lこて比場 

合にはﾡ=ﾡ地をﾡ属とるふみご死る.- かかる内係ごあるから地 

代は耕ﾡに死る士地の収ﾡと共上位を占か る 土地の須 とのﾡによ 

って次ﾡせとるる もの と云かこ とが出索る. のごくロ傘増に次食 

住の ﾡﾡ益ﾡ 大するこヒ 疑ほ =卓氏浜るにﾡこは二ﾡ地まごつ利用 

さそ不足をﾡするのご下つ 乙又三等地ち 乙耕せ ・afは らなごヒに 

でる. 率苞 ににマば=ﾡ地にを地代区生ずる様 にほ り一ﾡ地の 地代 

は受に上そのてろる. 愚杯に新愛 か、/「4 下たるにﾡるこ ご の地 

代ちき士地に地代ち生じ従示すぞにみ りし 土地 の地代は塗脳ﾡする 

◇ごろる . ﾡ空の燃あども比ﾡ保を尚 ほ兵体的 に誕町 出ん つ

へみ〜

三ﾡにが けろ泳の収舌 さ三 石地のも ○つを二石三ﾡ比のさ 

a-ﾡと すば一零地の代は=百つﾡ地ク地代 一三ご云示忍l合 

W 5る べ=マ地にﾡくは獅々 クxﾡが生産 K さ神信下る大ご るっ 

こ拠代さま ざ発生L ほ ・即ち受ざらるのだ. ミゃし て長三ﾡ地ゥ- 

三は活ﾡﾡ ○得る並営通の報勝ざあつ ご英ﾡは督 だケほ(ﾡ営が金 

デ と振区 しそ る価 は心す ともケ< ほ0ﾡし ﾡﾡにﾡ価が少ミナれ 

は何くを せんごﾡ土 地 aﾡ丁る 管はﾡい○ぞある。 が ヘロがﾡ 

へ ずm しそみ食住○預料 さ得る ニ と 金き点 01ば物のて値と ほる

融スの結票ごらさかと模科考 は三ﾡ地のFでおﾡでる 土さe使 

甲する様にらるのぞある。

メ 上 の大キご ろるかと 価 はﾡ にある土地のム云ﾡきすば生 

a委によっ こ渋定さらる、と云ふ、品が起るざ ヌこと高ご地代 

殺物生たの該甲 ﾡいつてﾡつ中ヒ はきまほ二ぬと 

云 ふま とづるのご乃る.

代とﾡ価とっ 代は六Lて殻生ﾡ玉aﾡﾡすろ合のご 

点(1?だつ こ ﾡ西 に は作Tﾡ。 ﾡ名 三尽 ぼさ お ¥ 三。 ご必らが英学 ・ 

ﾡこ六 三 こごほ いﾡち前 に云ふﾡY/そ価 は科っ 主ﾡ ﾡによ 

って手会さのごある- モうとて にみて 地代は怪ﾡ ごみるみら 

2仕、は全く 0ﾡ送ろるクだえごﾡ本つ者うゃでﾡ表に 

かてら女払はる、つごあるかと こ きﾡ 生浜 こ 二え するのごろ 

三 ごみるかと本 の利ラゃ a のは堂でめ

コ とごPる が地代 H全く関係L 浜いY 云み結ﾡに下るのだ。 彼る 

ス ミスらの2さ is長報ほが利 多の高 はﾡ( 客 の涙田ごあつこ地 

< ◇ホ小 は ﾡ結来でろる と a み又リウとドーの2 ミマ報 購は地地代 

7 大払内そるが故にﾡれなろクごくﾡ価 ほるが故に地代が文払 はる 

2 のごある ﾡ大引登るこ生を ささ n 戸 る物がﾡ格のた 

をでみっ比代 ばくとるﾡの一分ご石く 又 あ るべ かン ず と 

かこ 居えﾡとだ。かハそ 保ごおみか ら転価がﾡ頁 すn 地代 も 

「をに結忠 する/ご みる. 夕2ごペ・領は走天 的確足の s oごらる 

入と云に末 Lてモ モ ごは 浜(ﾡ示パ ﾡコさ nは率*ﾡ立に山

・デへ



そ宮 に彩怒する み外部係/徳票 と認め られっっごちるかろ ﾡﾡと は 

L< 天知呈ごあつごﾡ天都は卒業の結沢より 誘賞 Lて初めこ =4と 

知る ごとが出示る のごある .

地代と地価と ○ﾡ係. 前秋認並する 愛り 地代はﾡ価に影958ぼ 

こぬナごも式反対にﾡ極は均代に系習を烈ぼちのCある今こ川ご異年的に説じんに一因炉の逆式 

り地として米一とﾡる と Lﾡ価ﾡa /円 とすばﾡ一友歩の所ﾡは

ーロこるる. 欠ご老し吾木を有 ( こ ﾡっ て金暇ベけの利うる神 

んとするに は者連 力利 半 五 s と se。 円ほけ ば&ら2ニ 

こ にほ a-左 ばとﾡ台一え歩ク地価は区本 >。 ○口とﾡ-ご らる 

団ご地代がﾡぜ大ﾡ係乙 百 L 乙居る ご と瞬かで印ちツ体のラ 

地価のﾡ佐ち誘をする こと西名ごあるク台。改に土光らﾡ売す 乙 こ 

当っz さビ比呉 ちちﾡすべささろど.

英= 業のﾡ 

ﾡ示名に初めて代る生する林にﾡつ たのごろる モラ tこ地代 

○w立は天 りﾡ束の場合と司 じ< 土だ2宮ﾡ的引ﾡ左尽み市号ち室 

る波置 ほの西ﾡ句につ てﾡがせらる、(の社翼にろコと用らかでろる.

地渋 ハ ウ且神+ド 受「沙くマトに利・用 す 一がる 

ざる場合 にでては若条の*ほにふ?て 土地ﾡ暖の派愛ﾡ さﾡ早 すべ 

しとo原司口天こにも用するクぞろる ・ こう L こ杯ボにろて地 

代を昇せ して、る 无 要チ氏 は何 んごるるかと云かに先 がたの 二票a 
気行する i◆ハ ご。

c) ﾡ大塚間のﾡな a生産する※ に保ﾡ的状ﾡ生長及びﾡ僧生 

受 の二者 名 促世す る ヒ るる ッだ -ミラLこ比 目的 ち正する にﾡ林 

手入互ﾡ及び受芝似 a画ほにﾡ行する こ と ゲルモごるる.

) 休孫とっﾡ利不え分京るさ クきﾡかに代木利用するにろる 

pだ • .

しrチラ)ナ-Ec 評定にア して は雷 にﾡ肉係 すべ さ穫ち下認比 2はほとぬ 

こう し乙ﾡ生ﾡに丁る価は木校0分類及み共ﾡﾡにﾡし こ 

々 一ﾡ事業区ﾡに対L 乙確ﾡすべさごみる.

#のセ代 ﾡﾡにちける とﾡじく 士地る林業に利ﾡするﾡ色にろ 

ろそる永注きﾡ払ゝし三るﾡオみ仲の話ﾡ用互かてﾡ呼剤余 色 

生ずるよつてﾡ代がﾡ生する っごるる. こう Lて其生 ﾡに核カナ 

る+地及み資本 の経済的用 成径のごﾡﾡほら向保る以て相待合丁 

る と クごみるから林ﾡにわりては他の経済的ﾡにﾡすゝく世代 と 

ﾡﾡ浜本の利 ごコﾡ正にﾡ分 とて査定する= と に頗る因能ご母  画 

はﾡ と不可能○次オごみる-

一ﾡに云え ダ今日 林地 ○地代 さ天ﾡり 面則 そ 予※r大1済○点 a7 
を有L こ居ろのごある ・ けr どもﾡ時国張ﾡﾡ○初期 にるっこは地 

代る そのは全< ﾡ類ごあるのが停のﾡ録ごろるかと土地は数受砲 

ﾡほの認合にまる如く森林とL こ和用する ことがム示でい◇ごろ 

る。処がﾡせに至 M) 土地生ﾡの 需 ﾡ次*ーカはリﾡﾡもﾡす みの

〜 2 / へぐ/.



上原歌二 「振新・林ﾡの至宮- (平子そ.大正 4年 

ス日 )

請 ォ ﾡ林の震会

(/&P 1 林業 は/っの経酒業ぞある - ※ し商栄の林に取引にすつ 

でﾡ立するる つでは弓く、ﾡﾡと回じ く士地と云みもの○にィ枢をﾡ 

<ﾡ誘士地の生産率米ごぞある。従つて土 地経ﾡ上の一般ﾡ可 に支ﾡ 

せんる のま云うまご るほいこ とごあるから其経ﾡ上に ぬ髪証要素 

と云みるのを認ﾡしてこを業に当てﾡわて更々る と思ろ. 真ﾡ 

条ﾡるるのは経河号上分つてうつとLそ乏る. ォ/は土地、*コは 

言本 ナふはﾡでみ ・ 今次にﾡ々に英ち説田しやろ -

< 林地. 株業上ク土地は印ら永地ごある. 士地ご云みも○はえ 

求天欠物であつ こくエち 以メて二ﾡ始ﾡすることさ出示ほ () しx形 ヨ 

ﾡする 3 と &翼ﾡナる 三とそ生手浜(- 一万町歩ク交ネは天ﾡ地奨 

○ため.4か谷に夜ると e/万 町T歩にﾡち索さ ない土の柄ち談けてﾡ 

積を二空 に用る互い限 り経対 ヒに ﾡﾡは到かさ ほ0. ヌの土地の 

性ﾡをﾡえてみてそ本栄上ご は達めてﾡ約に幸ﾡ aそ乏 し愛の食 

本々ラカ &桜じてﾡ地形せ委えらはﾡ示の程茂ち こﾡじ ﾡﾡ 

カるもﾡmする こ ごが出末るけ ど林地に決こはさうは行か石い及 

くは天ﾡのま\ ○土地ヨ利用する外ほ(- 恋し示欠○休地 と云つ 

< 乙唯士地の能力 許 o が林料 に甲するのご弓くえルと合 とこﾡ 

の淡 いえが夜係する .

土地のﾡとしては地努、位直、地 試分、能演. 痴風 う位 

鈴表、 終、ﾡさ、ﾡ度. え保とL こは甲客専の番、再のﾡ保 . 漫 

ﾡﾡ家零ごﾡ手が区々 Sﾡ合に用 Lて初め乙林木の生長々株林 

の認ﾡ 彩署するの ご盛天終の作甲 ごみる故ﾡ業地と Lそ は全く 

ﾡﾡ左土地でE 林業地と し てはﾡ巧する地ﾡはクくな(。ﾡLて前 

/@々8夫交力 は2 を当, 上t y称する ごおっ乙株条さこ 

上欧 と、駄太と の 分る 、 分 は2地の2可その何 に各 するのざお 

a. ス しﾡな太ﾡ上に巨る点のみ ◇研②ごは足り ほい クごヌヒ 

受済上のき 家が 入とほ Hぜ存らﾡ(. 之tは少しくきえてﾡば 

今るのて 何に立派ﾡ森林が生赤こ こ其が利用さるが尽け 

ば#骨の有本むﾡ甲さほ(まぞらる、即ちﾡ権、交画○戻係、ﾡ 

器の*多矢交ﾡに 基いて林※。 ラにﾡ寄古尽 ぼすからごある-

マ ﾡ本 米にﾡけるﾡ本には各々ほるのがるる

w ホ木浜本 林べがﾡけピ林米はポﾡ(。林木e全部伏株 

しほいぞ々生長 Lて行く分大はネ久 にそつ林不はつ至さ (-

・) 幸業資ネ ﾡ物登具選林等日林業上必ﾡ系るさのごあつてえ 

品は互きし た斎本ごろる .

い 天ﾡ置被の談ﾡ 木ハク連撮. r 鉄案 乾置琴にﾡする 

戻本である .

(二 ﾡ感上つﾡ本 本林名管理しi4しﾡ区ﾡ税名夫セふために 

きのﾡ本を甲ﾡしﾡけぼほら占(.

ヽ

ヘメ2へ 一、そラ ー



く2oP) え 林米の特ﾡ

林※はﾡ述のように家る土ﾡの上に ﾡ木と ﾡ*し. *れ 成長 

して代期に注する時に 之れを代保 して金に代へると云ふ仕うてある 

が共れを分解して考へ て 見れば 皆撮利 の計法に従っ てﾡﾡする 

のである (収益計排の条下 をう素) 換きすれば一 っのﾡ金○お法 

てある。1向ﾡ地にﾡいてしえれ 以上を全 は貯金のう法 は ない、

故に 林 榮の 利 起り は銀行にﾡけ る利子と同 じ考 て 研究 して 見な 

ければうめ、. 茶:し刊!了が人さ北ﾡﾡシい・ 受に少L 
<利子の ことをﾡ明 して見やう. ﾡし之九は 林案 ◇スならずの 

経済争業に肉係する こ と であるから-般に利子み あで&述 べて見 

や ラ ・

(イ). ﾡ本投下の安全さ加減でﾡ下がある. 共れに投じに責本"安 

全て. 如何なろこと かあ る し 元金を失ふﾡな ことがないと云ふ 

業ならば利子は安い・ えれに及 してﾡだ不安は ﾡ終字業の 

様なしのなら ば利子はﾡ く なければならぬ. ﾡ端に云へ ば5年 

何て潰れる争楽 らば夕年向にえ金企を回収 し <受に ﾡべある 

大 け の 務 制 でなければ な ら めそ 九で も 尚 金利 から 見 れば < ク 

る ・

(o). 収入と得るにﾡなろ二とてし違ふ・ FDち何時ても全にするこ 

とが公条ヌれ子を 引公す に容易なら ば利子は低い 之 九 万一不を 

ﾡを 向いた時でもﾡち に元金 を回収し易 い故でX確索な ろ し 

○は何時て も金に代へら れる し o し安い. 公ﾡ者のよ ラ な し 

②てある・

(ハ)締長供会の阿係てもき低があろのて資金。常受多い時. 印 

らﾡ手よ りひ 借手の 多いとさ は金利 は上るのがちべそある。

=). 世の 中 ゲ 進歩 するに従って一般に金刑は低下する し2 ある. 

之れは各国共共がある ○で一面から見れば未ﾡっ 国程金 

高いのてある. 六目○例を足るに命 ・公 ﾡ o 川 子 ゲ ? うみ 時べ 

から新々下って4分となり5分となリ分となった・ 日本年行 

の 質 片金 てもﾡ治3○年は? 分位 であったがうケ年には 7分 

ろ星 とは7). ア年には4分 7便に下 った ・

※ ら ば株業 の 和 子 ほ一般 に 比較 して 安い か 為 い 久 と 云,ヌにー 

叙より低く g ければは らめ理由がある. 今共理占と並べ て 児れ 

ば

). 安全てあること. 林は安全な財ﾡてあって長しﾡﾡど時 

金である. 大面ﾡにはればなるﾡ盤々安会である 勿 中に 

は ﾡ 休は 天然に 際ﾡ して色うも。てあるからら ミ"告がみろ

は おさ 心a ゲっさ ﾡa5 ・番がれあッ べ災あ ・)近代 あ 

り) < 中 々を全てない と思ふかし知れないが是等は告はﾡな 

とするし共程友は 俺小て あるx之 れ争 は 作法とか設ﾡと か 

施 栄の方法によ り) て 怪残 す ろ 株ﾡの u ◇で今tりも宋に 

ﾡmす る と は考え ら れな い. 将未の林ポ に対井 しては 紀に長 と ナ 

へさしのが多い. 大災に対しては係険、えっけられる。

(e) 人のみに桜ずろ 二と- トイ ツみ帯に林兼家はべ合せざる 

も長命 すと云みことがある ・ 林業 は自分っ為め のみ なゅらずう 

系の 為めてある. 自今◇○口と桜じて ﾡ林 していた し っ 

は子系の代にげる と教+ 円にばる如何なろ物をﾡてこ→った 

とて比の様 に勃価 にはるしのはあるま い カロ ふる に近 衣 面倒 

は労内向ﾡ と かよ時向ﾡ奈だとか3登は同盟ﾡ工. 刊ﾡﾡ 

だの と云ふ畑 しい風類に的係な く天ﾡ力 を洲用 して 自ぶに公 

米上ろし。 て人向相手に面側の起る二とか少ない加ふさ に前 

o単にe 々な効用を持って ﾡ党 っ為めに は山 ﾡらとそう島

用をﾡ レろ一にし財政上大ろ不幸 べ起っ た ﾡ合には一 時代 

保して 其急 を救尔 こ とが 去耒 ろ投Kに ヒか営刊と か 云ふ従 

令め下 には4宋ないﾡ也や米であら -

の. 生達ﾡは絶え ずﾡmナ ろ こと. 之れは林業しﾡ求 も同じて 

あって皮 府上 » 進 に伴っ < ﾡ未は生星電がﾡ加 ナる 珠に 不 

国の様な渋ﾡの不完全なであっては之れか 収入はﾡ加す 

る 一方 である. ペレめ② 計弊 にはﾡ等 と 計上 しないから宇 

東上予定外の収入となる改に金利は共れ大けﾡめにﾡ て 小
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さくくしよ いわけて ら る ・

・ 林師はﾡﾡするﾡ向なる二と。ﾡﾡはﾡﾡﾡ=か下 か. 

林兼は百年の長計でちるか ら 2e年総 の#価を予 ナる会 

がある糸し先の不完会、市屋制笠の不備. 祀の不先-は 

飛回の先計からﾡ係はことの確突をﾡむ二とは出未はい"過 

去のﾡ楽から判定 しﾡ未林価の下 落する と云ふ ニ とは決 して 

あるべさでない- それを受ふる点は今日盤にき林 して色るし 

のがﾡ未は炭木する o で 木材 の 供 給過: 多にﾡIは L な いかと 

云ふ点にあるがそれはﾡ猛てあって他の林件とって不国て 

需委の 滅ずると い ふ愛 しは ﾡって拳多の 供発が あったとて 

生産週少な どという衆なことは決してない. ヌ代用ﾡケ未 

や しないかの配もあるがえれもあへ られないことで年月と 

円ば生長 して材とは ッ ﾡる しみを他の材ﾡの用ﾡ となし 

得ない鉄や石の切ミ料が 木才の 代用品 とはろ庁ﾡは 中 々 木 

ない で 切 ろ ラ,唯木 は迫 大材とた ふ人 欠 戒 じ小 は を ai. 
合也 て用ふるﾡ法をﾡじそ れで耐久力. 耐 力& 保たにせ併せ 

<美鋭 を表はこ ラ とする傾何はﾡ界の歳参でめろ "ら今機 

は小さ いオま でが利用さ れる町ち林業が条的にな る と らA 
向にあろ. 加ふ ろ に言の様に美 しい才て な ければ いかぬと云 

ふﾡば栄 ゆ本位のち に遮 じ 穴 用本 功 から 見；しない 方面に 4 役 
木材uどを 甲ふろ概にな り)発てつ樹也っ用幸グ多く なる. 

ス所材や木央の用ﾡ夕に就 < 幌率 して 見れば到息木材を 

以メて石央に代る 時代は どはﾡはれない か らヒの うの需長は君 

しくない. 又 ーラ には般ﾡ工業 とか木材ﾡ○用 は どが歯 

になるに従い 木材の消ﾡ受は中 々多いしのと兄られるのて供

給邇を な どはﾡに したく しない 今後 故十 年 後 o 材細 は 物価 、 

ﾡ貴字に比 して ス貞特筋格の Fきする に考 へて見て決Lて今 

日のき引合てば く ﾡ大 するしのとﾡめて差支へない之れ示

子は下って し台理のないﾡ由っ一つと云 へや う "

木) 資本回収の年月長さと. 林ホ來はﾡ付けてから共れが現金 

となって回沢され るには井帝にfい年月 を受すろの てめって 

ﾡ述べた世の中べ進む に 关って 刊 字は安く はると云ったが 

共れが現実に現はれろのて数十年7全百年し先さ ○こ とを考え 

れば共中にはせ。 中も造ﾡして\ろのてあ つてﾡ求代探ﾡﾡ 

o利子はﾡ付ﾡ期っ それよ りも安い時てある故初めから計島 

チ る 上に 後 若通 よ リ も ぜ 今 怪刊てあって も 仕方 ゲ な いﾡてお 

る ・

Mス上色々な理由から判断して林求は低い刊子と以て 計昇 し 

計電を立てろつとを に受とする. べら ば失 向負 と してや何 

くチろかえれは銘々み考ふべさ二とてある。

業は上に述べた様に相当の収の ある今で あ ろが私相 

林と して見れば# 何げる 持徴 があるかス°ロ何なる考を花い こ 

・ ろスに休茶 べ逸当 してﾡるかとへて見たいと 窓ふ。 

- ・ 財産み宏会を塗む人.

財ﾡっあろ入は む何 なる 形に 之tた係ご し 何にI用し 

や うかと考へる に違ひバいがﾡれし一件-失てあってﾡ索 

て あれ利益か寿い か糸しみがない町ち 時世の進うに 

て 物伝みﾡﾡ す ろ 割l合に 財皇の子 ヶ対こないと 云ふ は 

ニヒがらる. 窓れば様ﾡﾡはや求を すれば珏ク訓りヽらル冽 

にﾡること は容易て ある代りに-朝及。みさ gしで元チ 

し無く してしまラ た検がpる ・ 比ヒトﾡ < 休系は最し安 

会 <非物 のﾡ合には金 に代 えら れ子 時< しﾡの ﾡ賞に応 

じ てPに代甲すﾡ相応の本益がﾡげら れ る求があ み

= 子 系 ◇ ﾡめ を ふ人.

自分は 如何 て•も』い が チ 孫 の 鳥 巾 に 童 を 残’したい、 休に 

今自 分み有す る財生は非常に少いが之 れを 死後にﾡ ・て u 
安の未る う法で利ﾡ しチ飛べ当っ 年配に達 しに時に 

自分の意電ﾡ"に分配 . 伊用が泉て歩の為めに表したい 

と感ふ入はﾡ分の有す る処か。 町会 し桜 じ<山 にﾡ林す 

るか又 は将求ﾡ店山 林をﾡ収って変、が」い。 他○貯産
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て・ あれば死候に 向 ゲ生ずる とか他人 o 許理 <はは安ゲム 

ﾡないとか子孫が早く 刊用 しそ しま ラ と云ふﾡは思急がっ 

さﾡふゲ林末 ど ら ﾡる ﾡﾡはま まないと云ってょい 

しﾡ族み世並ﾡ財産はどには中分がない。生命保険よ り面日 

い.

=. 予ﾡせざ る収入を利用す ろ 人。

体給生 活者 a どで 千 明 し びかった 金の 入る こヒのあ る人 

は公ﾡを来めるの 偵みを 買ふ。 と云はず林 に殺次 ナるか 

スは土地に投資するのゲ最も 安全 ご確実である. 垣等っ金 

は宋よ り予明せ ざろしのてあみから刊子み二 とはど方へて 

ﾡないから ﾡ様 な金を刊用するのか最し起きである.

、財を営運上公平を事する入。

えれは私人 と いふよ り u 法人会社 は どて招当な財ﾡべち 

る時さ れを保修すち に 内- 二っ人にﾡけては危険 ッ 場 た 

し 銀 行ては利か場いといふ場合には 林業 に*資 して 基 本 

財在として所有すろのが最し得ﾡてある. えれ共森林は 

てし足られるのてあって共ﾡﾡは公平にﾡ者みﾡに入っ 

て思っから ーニの入ケ ﾡして利用して しま うことが 朱 H 
い.印ち一寸ﾡ通 しﾡい. 総 L共会社の 一大中 と云ふﾡな 

合 には代杯す れば金に 代 る。

ユ. 年々一の収入と得にこ人。

確失にして相 望な条本か ら年*一○収入を得余 ・キ 

数のかからない のを好む人はx 林栄 に投貴すろ ○がよい。 

株分みよ うなも② ては会社○経芝供ﾡによ り本年は a っ 

記当 と 思って 居 る と 朱年は ク今位○配当にはって 不安べあ 

ろゲ素林は 一及法正林と 』った後は年 々 一定っ収 入がﾡ ら 

れろ といふ得栄がちる .

部 ド・ 三甲 「林ﾡ本」くﾡヶﾡ刑行会 ・ 和ロS 
年ノ2)

弟 と 章 政

彩2品 休業の生達

(2テ4P) 渋本 業み主たる作物は木材とﾡする樹木て共炭ﾡ 

に数+をﾡする. 向授資されたにる地代 迫林ﾡ.ﾡ理貴等は 

林木ﾡﾡに級形したわけであ→て. 芝を林木本といひ 林業資 

本の最母がる しのてある. 林木 頁 本 は、土地」こ 固 給 し を 回収する 

に教十年 を委ナ るか ら・共向えを保として 金品を 図ろ 途が 

一* 矢 r " "竹 * ヘ ロ* キ ー ト に 賺 爲 し こ8る からえ 

を保険に付す るか同かは けれな らrよい.

〜 そへ



ﾡ部-郎・ 三浦伊八B 「訂正・ 林学曲様 ・ (地虫生ﾡ

KK ・ 昭和 5年 3 月 切胶 >

(8/8P) ﾡ= 林木業○生産

林業は-○泉ﾡﾡ業てあ リ . 一の土地生生室奈であろ・ 祭

生林をﾡ材する林業は示的は狩ﾡと同 じく 先与 てあ る が 

ﾡ生林とﾡしえを合ﾡ的ク天茶呉称によ っ て経営 オる とさ 

はﾡ物やﾡといへる. 今林栄生ﾡっ=送素たる台べく土地) 

呉本 ろ労 にﾡて左に 述べ ャ ラ .

第-節 土比

(42oP). 木オオ は共価格に比べて電せも容ﾡもせ大き いか ら之 

をﾡ般するに多顔っ星氏を要し、ﾡって生を比と消ﾡに 

ﾡてﾡ格が非宅に異る, 例lへば光米の海年っ 市場 て百 円ら

木林はﾡ倒そは始二百円 ﾡﾡては約二目み十円した・ Hp 

木材 は 輪 出する に 安■く 輸するに ﾡいから 国民冬済から 念 へ各国は 自 国。 木キ 品

へ$0 

受をと自 宅 す る に足 ろ 地 面ﾡをﾡし 其り上を有せざろを 理想 

とする。 に吹洲州の木材ﾡ入国はﾡん ど総て森林面ﾡをﾡ加し 

つ、あり・ 例ヘはイギリス ・ ドイツ ・フランス・ スイス・ ベル 

ギー ・ オラ ンダ・ デンマーアのさ思でち った- ヌ木材ﾡ公 画 

はﾡ共浜林面ﾡを減少 し っっある・ 刻えばフィンランド •スウ 

工-デン・ ノールウェーのロレ. 欧洲ては木材を旨 宅す る に足 

る 森林切 演 は 人口 /人当り平33 ァール位てあり. ヒリス上 o 
・

森林面治 を有 する国はなく 木材崎去 国であって. サヒ以ス下 っ森林 

町独を有する 国は恐く ホ材輸入国てあった・

今後地と 地 とをべて見ろと次の霊雲なる 堂堤を 河する .

一. 林地け共坂に重さを置さ ﾡ地は共ﾡに9ごをﾡ<. 株* 

はﾡ経○土ﾡにた てもえをきみ得る、何となればﾡ木は担 

食性てあるかいてある. 林示はﾡ咲の土地に てれ営保 

る 何となれは休木は餅ﾡを受しばいからてある。 ﾡに林業 

は透寒2 ﾡ鉄に < tそと営っ再る 例 へ は若山世方堤決向 

さ 地方っ iロ し ・

= 休地に ては自ぶビ以本とっ混河べ景少い-ﾡ業にた

て 土 地 ﾡにﾡぜっれに本は土地と ﾡ合し再 び分 ﾡ す べ か、 

ウざるしのとなろが、 林案ては土比改ま ○為資本 ・根 下する 

二とである.

三 林地② 地代は 普ﾡ使地み地代 + ・し会い. 併 し宅 汝地 

。 地べ ッ ・い. 今達営経済上地を 南担し < ﾡ地となナ ニ 

との利きを 判断する為に は ・地 地代 と終地の 地代 とを前 

ﾡに比較してはいけはい・ 特地っ地代から内ﾡ食っ利子を引 

ミ去ったりを休地と してめ 曲 と比ヒ株するを受する. 前者 

が 大さい 許は内ﾡ は 有 n そある-

w. ホ地にﾡい < は横地 と呉なッ ﾡﾡに よ って共地方を 神え し 

進 する 二とはない. 故に地 o 維ﾡは 休求経営上の う法 

によって為めさればならぬ. Eﾡ業・ 下単の杯取と夫 じ 両

等によ って地力をﾡ進すろ 如 さ 世木 をﾡえる等のuし. 林
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地ﾡﾡの結ﾡは木材の不生産のみなら す、 ﾡ*みた告を他? 

産業ス人生に与へ る .

ﾡ= 株業○貴本

林茶み主にる 物は木材を定す 2 掛木そあ って共炭熱に教十 年 

&幸する。共向資さ れ地代 ・ 造林貴・ ﾡ型貴 く土地ット2 円 

定 政本々 利子を も合む ) は林木の給ﾡっ ﾡに交形 したわけて あつ 

て. 之を休木資本といひ. 休業浜本○ﾡ堂なるしってちも,林業 

に ては土比改彦の資本をﾡしない代り に大なる林木資本をﾡ 

まなければならはい. 法正林にいては通宅林木本は土地み 価 

ﾡにに起ﾡする.我国民経済の全休に称 て見てしﾡﾡ8北海道み 

立木地ﾡﾡ的ニ十ラ歩に対 し其林木著横め六十五倉石 であって 

後者 o 価格が 優って皆る てあララ.------- .

法邦一郎「林袋政策 上さ」くヶﾡﾡ行会. 和/年/2月)

</4P )ﾡ2条 茶

地«師 休求生室の=三ﾡ余

単 - トペ2 生生委未 とし<◇自炎

ﾡ地と地とク界 〔この理ﾡを立ても為にた用され呼

る恐天 ﾡ○経済 学 ﾡべ ニっちそ、〕

くアクP ) くー フォン・テユネンの「ﾡ回」ってある。----

木ﾡ 他 Unku/ t y,e卜te w;/ns

で 男 -YehZりeh 土 \ 
ゴ ﾡ 業 pte;felas+wirtschs 

/三回 ...-・ ・. 、、、

〜2へ へ $3へ
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<//2P) ヤ2住に行はれるしのは救林米てあろといふ。 木オの生定 

貨をる とし 従って 地代 と も 零と しても t6会か らテマイル以上ﾡ 

っ 々からﾡ会 に 於材 (看替み侍はまだ日決時代てはバく. 木材 

は王とし て折材て あった)を 持木る とさは引ミ 合はは い・ lえ ば

の 新材 22ウラ フースの/ﾡく Fadeu )の. ﾡ会にﾡ け る間を 

49ー レルと し、 /マイル/ﾡの質を2 y ーレルとすると勘 

定にαる. 彼はﾡの 許材 /ﾡ○ﾡ会にける気月ﾡくy) & 補 

会からのﾡのマィル救 (X) の田数とし<表はす式を作った.

/2o 十 ライヨ.3二
/ぷ2十之 -Ta /er

して式に数学をあては めて計 して ・次み結栗と 得た・

* く 行会からの歴雄、マイル)=-2ぷ4はらば,ンく/ﾡのも合ﾡ.ウーレル)=$54
* ? =ク・Y ・ =2o女

X ・ =今"Y 1 =/4?
今.保に 地代 みでであろ土地, g ち都会か ら 2P4マイ ル西 っ た 

土地てﾡを育成するとせば, /Wみ都会ﾡ格はS549ー レルにっ 

く。件し二の陽合には. それよりい所の住民は と作ちよ 

り木材を作ろ方び治に有なことにう付いて 木材をﾡ炭し 之と 

前記よりは安い価格てﾡるてあらう. ﾡって注いﾡの住民の生室 

材は、市場て先れなくなるに盗ひない.ﾡく して都会にﾡる目1 
て木材をﾡ成すろことは 逆に都会 に 極近い 地域に順られる .. 

になろ, ﾡし乙木材育 放地 ○面A ; 即 た す 2図○ﾡはﾡ会 に わ 

ろ木材需ﾡﾡに」って定土 ると 説く ,

(/73P) えを安するに氏の結ﾡとして・ 林茶地はﾡ索田芸地に次い 

で会 に近ﾡ レ. 一級ﾡ地は 奥 に 会 から遠い ﾡに位 置すると説 

<. 二んな指ﾡに達した理由は・ 氏の研○前ﾡに帰さはければ 

ならない。--- 現代にた ては之をﾡ定する=とは公ない。 氏 

○輸定が. 現代に てし向終分の受当性を神ってﾡるとするな 

らば、それ は共読べ点京附近にあ る肉束の平野に て、平地株 

が と レて、 *は之 と 交さ 字に 今 ﾡ/ する 由 ◇一6そ 

説明す る に足る ニ と で おる. キ求ﾡ忍共近県に平 他林。 9 い理占 

は、 主として地ﾡに <は労守く. 労物ポ会○い為めﾡ 

栄を不利とすることにﾡるてあらうゲ・併しまた、 称すが都会ま 

での世ﾡの少いﾡめ相当な山元ﾡ格を有する ニ とにし因るであ 

ら う ・

のフgP)(=)にリカルトー○説に基いて唱へられるﾡ「ﾡ」が・ 岩 

比と林地の ﾡ てあると方へられびいことはない・ 併レリカルド 

一の云ふ #作 C cxE&wtx) の十には達林を も含むしってあるこ 

とa、 式若ﾡ済及狙税泉型2報ヤス火ﾡに .「立本xは其他○ 

ﾡ物を生長せしめる回的て、 土地のﾡ吊に対し、地に何ﾡかの

を ヌふ u ら ば. ﾡか る対は地代とんてユしい」と述べ. 

造林也 し 地代を生じ. 「#作されたるﾡ後つ土地」(必 &

&and cxどなa.な > っ内部に位することを示せるに見ても明か 

である. 教に「耕ﾡ」ロ•造林世と 余 冷 まの ﾡを酬することはある 

としてし 、桜林 の。 界なり とはさへ は い.

(/クxP) ・---- 林学の学ﾡは、竝 ね;り 片地〔 Absolv ter Wa/seton ・ 
absolt e forest so,LJ ○説を国 へて 栄のみに供せら るべさ土地 

&確定し. 以メて林地の「界をこ倒しやうとした.

〔 対的林地 Relat;ver Wa/dbo/e: relat;ve forest soi/ 
横栄にし 峡用 し 件 ・ ユつ桜求に使用 し こﾡ支ない土地てはある 

が ・に林地と し て存在する土地.

ロゥgmに伴いﾡ至せられ る ことあるべさ土地.

est 的地

到 宮徴業を 営っ は ず. x は 逆むべ さにあら ず・ 林業 ◇ みに 

ﾡてらるさ土地。

霊 すべヘらざろ 土 地 ・

絶 対 め桂也 の奖の 噺 矢 カーロ ウ ( ”ソ

Hc /eSS Car/ レc/z Ca H/e wiと 乙

Sy/vicvltula oecononic。 :LeiPz全

ヘ〜



足対 的林地 。 名* を 用い. その 反 念 を 明らか た した.。フンデス

ハーゲン J,C・ H uatdlc4zaen ・
E ucYcloPcdie der Ferstwissensclaft; Tbinje〕

ャ今即 林ﾡの三長素

共 休業栄経老っ効果

(327P).........占未林茶経営 ○目標に肉するﾡ多の主袋が対立し、嶋 

爭仕られた,左に之今っ主戦を列挙しやう. して推をﾡける 

合めに比処てはﾡ記学と森林価学○府3ス号を用の ら二とに 

する.

</). 株林益そ済

(2)土地? ゥ

・ 長大利週主袋

c) 。配当»

C Wa /drein ertra3SwirtSckz ft ) 
く B oen reic er Craa Swバr tscAaft) 
( 森林収益率主会 )

(S オス ト ワルド み赤林扱益説( Ostwaldsche W./JrenttentheoHe)

第7節 林業生産○分配

(382P)共二 林業の地代

林業の地代く rent) は リカ ルド ーがﾡﾡうけた又の. 小 /作 人 か、 

ウ逆主に支はれる地代とはﾡなる- #求に ては小作向係は 

存圧し, ないから. 二んな地代も存在しない。林業経さﾡは台ら土 

地を所有する二とを界則とする. 称に見るﾡ地林業に ても定 

ﾡの地べを払ふことなく.運常地代は造林の始にﾡ て. 請単に 

収表物っ米割(普通==軌) と契約て定めて握いて. 数十年の後 

林木を 伐探する 時•に、 ヒﾡ合て生塗物を分収する.(部分林) のて 

あって. 場合地主が信地人 をﾡﾡすろﾡさ二とし杉へ られ 

す 全く表業の地代と共の趣と受にする. 故に農業に就 て論乳 

せられ ろ地代命は 林業 には肉係がない.

へ方 & へ

卜※の 他代は ・林べ任さの結たる益が支せられた経ﾡに 

越遇する 瀕、即ち 純ネの一部 と して、 土地の生ﾡ力にﾡすべさ し 

のをﾡふ. 林業経き者は常白ら土地を有するから. み地代 

は 休業経常者 に+って 収 ﾡせ られろ. ア ダム ス ミ スは往4地を 

ﾡのﾡさ尽 味に 新し 「成っ 係林に対 して払はる、地代」a ど 

と云って感るニとはリ カルドーの説く 迅りてある.

こて 林栄経きの結として生じた先益は、 -部は土地の生産

にすべさしのであり. -部は茨本のめさに帰すべさしのでお 

う(企栄利 依は 通物考 えられない) ・ ヒのニっの部分をﾡ向にし 

てご別すべさやは田ﾡな向思になる.林学にﾡ て. ﾡもなく行 

はれっ上ﾡ益主に ては 貴本. (桜下資本の交形たる立 

六ﾡ本も自べに合まれる)に すこては 一定 ○刊キく 内r相 林業 列キ 

による刊子を付する二と、し 共の余の 先益は会部 く 企*益1 . 
",协音 へ 0 呢分 も お 引 グ. ず, 之生土地ク生皇力に帰せ しめろニュ-. 

ととて. 之全土地ﾡく Beden へeiert^aa ) とさうける。 点るに｛ 

光 o 土 染益は ろものは一ﾡべ期ぁにﾡりなされっ定期金である _ 

から、さ と年 < 夕定朗 金 即 、 飽 代 の 彩 に 根 算 す る 二 ・が迫 当 ぐ お 

う・ 生為すは・ う士地益へら土地の生をﾡ置こゞし. 、 

と上 此 国三铅 しき、し、 t。 土地期望ﾡさる地ﾡに =キ a ザ
どたろしのを年々の地代とするってあも- 此 の 主 接 は 士 肥 お 主 - 

本を催とするしっであって. 封従涉見辞の 域 と 脱せず. 且 

同為。 ﾡ等的値っ大小をﾡるなら 明 かに主宅園創に る を完ど 

いゲ・ 地代ゥ計法としては一つ◇歳えﾡるを共はばいこ云ふべ

てある. 今共っ 計ﾡ法を 左に示さう.

無木地に造林し. 年にして代ﾡするこヒとする.

収論 4 年後に生ずる. Au
_ ..「世林営 最初一回ﾡする. c
-ー 観 )

・ﾡ型貫 阡々 支払 ふ を 魅する v
収益 年後にﾡて Au-CC+vu)

化坂 益ま土 地の 生を 力 に 対す る部分と、 ﾡ本のウさに 対す る

へ今7〜



分 に分ける ・

; 資本の のS に対 しては. 林業利幸 cP) にょる 利 すを 付け る ・

従ってを貨は決ら く大さくなる・

造林貴 ・年後にﾡて Cc+P)"
管型貴 α年 にﾡて ッ(土ク=ノ

ni. 土地の生差力に対しては、共の余のﾡ収益を帰せしめる.

土地収会 α年後にて Au-Cctp)®-Y2パジム

其○如さ土地紙収益がん年毎に無ﾡに条込されろから ・ 台

R定期ﾡ入の現在ﾡ合計は

「A-c c+p& - yote:4/ 7 _ = Ag-ecdp)_ _ x1" ノ P </P)X-7 (/+P)&-/

そが土地期望ﾡCB4)てある- 向収入をし計昇に入れるば

ら ぱ. ・

B = 4u+2.C+P)"キ"___.+Pz(tp)"-"C(Atp)～ _ 上
(/+P)"一 / P

地代 はB*Pであろ.

(3SP) 其三 林業費本っ刊子

林栄本に利子を 付すべ さ やる、ぷびﾡ何 はろ利孝によって 

刊!子を付すべさ やに就ては. 学炭及び央除○取扱が変転し た・ 

(一). 最わは林特資本のm子をﾡ別に考造しなった. 保統作業に

て、年々っ 代 採 収入 を 收益 とし.年々 ○直林貴ス z 巻迅集を 

経と レ 収益が経食に超するﾡを森林ﾡ益くWa/dreie/t/s) 
スは森林地代 く Wa/drentc ) と称 し. 森林地 代 を最大 とならし 

めるゃうは経巻が最し相刊であるとしたく体林ﾡ益主袋), ? 

論. 方法によつて一定面ﾡの本休の年々 の純収益 バ谖大に な 

り ・ 国氏経済上含 ではあるが・ 共の為め木都ﾡ 資本の 形に

<多の 資本を ﾡたへろ こ と にな る. 若 し 夫れ年 々のﾡ収益 

が立木ﾡ積資本に対す ろ 比字を考 えるならば、 夫れは非宅に小 

はる百分率く 欧ﾡEにﾡ ては /ダ内外) を示すこ とが発見せら

へ$ﾡへ 

れう・ は不刊盛てわ り ・ 百有林の 木語 ﾡと発し ・ﾡ党っ資 

ホとして 相当なる利系によって利子を生ずるこ とを確深せら 

れな ければばら な い と さふ。 < 次○土地益主表が超っ たの 

てあろ・

(=) 土ﾡ益主後にくは. iにべたt、. 右の本株益に担 

当す る年さ ○益と 二の部分にけて. -部分は土地ク生を 

力に結 高 すべ さむり とし く林 地地代 Bedex 卜e"tc). -部は 

資本のゆさにﾡ働すべミものとして.. 本に対し. 一定不次っ 

刑幸町ら林業刊率によ って刊チそ 片するのてある.

朴ボ 刊 とはﾡに林栄の 会 t ○おめに定» られたパの会 i て 

あって 営通の金刊より はべうほい もの マある- 此の 株業 刊幸 

を道ちに定ゅ ろことは 長ば ことであって .刊幸けれ は土 

地期災めは小にはり. 論 代㈱ は 遊く なり. 門年べ低ければ受対 

にはろ. 併し. 林ボ拘キを 普通へ 全刊よ り *さ低く すろこと 

正当マちろかにﾡて はﾡ拠あるは か ない. エンドレス 救役 

は日く. 休茶にﾡて も冬与の利ﾡり は普通金利にﾡらﾡば 

ら め • Sれど計単上はﾡ皿の金企刊 よ ・)&い 林求刊キ ご充分であ 

る. ﾡち. 支と木ﾡ合のﾡﾡﾡとを加えて普通っ全刊になれ 

はいいの でp る. 計 桀封の曲格は チ,、目八十 年から千九目 十年 

手てのョ◇同にﾡて平年々少< とも /タメダっﾡﾡした- 

e名 の宇何を杉 案 したﾡ県林業刊ﾡは普通の企刊より し ノメ® 

くすろを適ちとする。今注達 o 苦通 ○全利は«イ てあるから・ 

排業跖率は3 % かいい。併し. 此鋭は株業利申の数字的来と 

し て 正確な しのとはきひ ﾡい ・ x戒国てこんな計ﾡとするなら 

ば 林栄刊ﾡは ﾡ数に As ・) 兼ね な い こ とは 俊 に. 述べ るﾡによつ 

て明かである. 林業利キ を普逮 ○ 金利 より 快く する ニとを 迫当 

ヒする 常献的な理台 は 番 « 電へ ら れる. 林業。 営は他の生産 

業のそれに比べてﾡし 安会 であって ホ主にして 茶 経営に 

よ ってﾡ塗せ ろもの はも未そ の 冽 を 更な いこ ヒ ・ 林業にだて 

は を 頃の 白本史也 だ 前号に ・向uu、 賀 に よって増ﾡせし

へ ァー



め待る 二 と ・ 経済み進径に 件ふ て 普通 の会利 は 次ャ に低下する 

ニと 保株は共の生童的効果の外. &川隹用 によ って 触形の効 

用 を 娘 共 す るか ら. 国有林.・ 公有林◇林茶にﾡて は低刊字を以 

てﾡ足すべきであること等々である、 之等○ﾡによって、 常 

教上適当とﾡめら れる程ﾡに ・ 普最金和を 低めたしのと以て株 

業利率とめる外はなからう と尽ふ。受する に土地益経済な 

るものは. 国氏ﾡﾡ本位の 主様と資本主表との祈良にごはい 

のであって. 主般として往不徹ﾡであっことを完れない。

() ﾡ経診経済の立場からきへげ、林栄○資本が低い、林余刊率名 

ス て ﾡ足 すべく. それ以上 に名 ってはいけい ときふことは不 

当である- 休茶○めら ゆる資本く土地の 資入と し色む) は 

A来将べ く長大の刊ﾡりによってﾡﾡせ しめられなけれ な ら 

ない. こそﾡﾡした経巻き有上の業の刊てち. 林栄の 

廻り)何の向にさへろしのて ある。

過去の具体的験に徴す るに・ﾡ 百各地の.・ﾡ○人エ林

繁にﾡて ・ 総 て の枚下 資本 ( 土 地地の 頁入 価額ヌ は信入地代を 含 

む ) は宇矢 ア〜夕今くは共 以ス上 o 刊 ﾡりヒ週って 宋たに っ てち 

る.ﾡして. それは主とし て木材の 価格と土地み ﾡお、殊に前

有がﾡ去教十年向に非常ば高てﾡ貢 し未っ たこと に帰回 する・ 

永田ﾡ父助氏が、き野品ﾡ休業にて . 経食は数十年前に幸実

支払った経貫を帳ﾡによ ってﾡし、夕拡は近京依杯却した 

売上代金を調堂 し、父によつて計幹せる林茶費本っ ﾡ失の刊ﾡ

り)左の如 し。

明治元年ﾡ 

安政 5年ﾡ 

為永え年ﾡ 

天保 ヲ年ﾡ

昭和う年代 

昭和 3年岐 

昭和 3年は 

昭私 3年伐

42年 刊 ﾡ 

クe年 利 

み○年 利運 

9○年 利運

ア今震 7 モ ・ 

ァ分よ星 モ 

7分2里 

ぷ今4ﾡ.
ヌ同氏が天宅)川派域にて 商ﾡ/2年秋双ノ/年 ﾡ採

せられら森林にﾡて朝書 ・ 計昇したﾡ果によれは, 

明治/9年植 べ期よ2年 利運 今. ァ分. ょ分

明送子ぷ イ月 ダ。年 刊ﾡ ?今・ /判・ /制

同 s 年世 べ期 3。年 刊 設 分

ポ 自本 が埼 o°ロく ﾡ利 率 に利足 り した主たる泉因は木 #ﾡ 

格○っﾡ資に任るべ. 今達林をはさんとする場合にたて. 許未もし 

木材ﾡ格 同ﾡみﾡﾡをなすこと を予定すべ さではい.

三卓 林差う

ﾡ=肺 林物っ捉格スび他裕

(47P) 其二 林圭みの格

ホ産物っ 人為的に先例せられにる又は公定せ られたもﾡ格に 

< は 次 ; -ネォお二とェし. 送には式 ハ 自鉄っ •進 つ ﾡ、即 

ら命最ど供総の肉係から生ずる価ﾡに就て論ずるニビにする.

木材ﾡ格のﾡﾡ 的方茶,木 材才は製建工栄み 生ﾡ物らさロ S ・ 全書 

資の半畑をﾡ上せしゅず して 生建城をめ加し ﾡべ さ財の符に色 

しない二とはﾡ か てある. 色林配預を ﾡ/ ナョ にし ・杯量と 

だするい・ 次オに央通不戻の地ﾡに進んて行かねばならない 

②であって..共み場め生を気っﾡ価は次ャにく なって行く 二と 

をﾡれない、両して栗殊にﾡ呂の林求にたては、土求の肥示 

よ り は ﾡおの 僕るが生 全貴 に彩零する メが大 さいのであるから、 

代杯はあ命道林し交通の僕刊 な 地 域、から 始め て. 次ヤに交量下民 

の地ﾡ に進ん て行く ◇が普てあ っ て . 其の為め木材 生を貴は 

次ャ にお上して行く ②である・

#し. また木材はﾡ達み如さ. 生達費の単ﾡをﾡ上せしめる 

二とによ って資ちに生奉をﾡm し 得る 財の ﾡ時に ®する tのと 

云ふニとをﾡない。前に述べたﾡり木材の生ﾡ武に=ﾡあり 一は 

生長によ る生至埼であって. 理渝約. 潜勢的ら生圭量てあり. 一 

はバ保による生ﾡ量であって、 寛失的生産協てある. 今生ﾡ費 

みﾡ価をﾡ上せ しめろ- とに」って &杯整を ﾡ加する 場合. 若し

へ40 へ&/〜



其の現集っ生産登が覆論的生花ﾡに定するなら ば、共の超過した 

部分は後年っ生圭ﾡっﾡﾡてらり・前信てあり. ﾡみ生ﾡ増加 

と云へないのてある- 数に・ 之を補ﾡする島めにﾡ林面ﾡをしﾡ 

加 し・ 歳林面ﾡ○ﾡ加によ つて生長置っ ﾡ加を 回ら ねばな ら ぬa- 
併し 造林地の感mによつて生長をﾡ加してし共の生長ﾡα 
ろ しのはﾡ号的生を登てあって ・ えを受突化 し木材とべ杯するに 

は数十年を塁する. 埼く して共の生をっ造mはﾡちに現れない. 

数に木林は 生星黄。教ﾡをﾡ上せ しめることによって ﾡﾡにﾡ在 

ﾡを増加し待る財とし云へない ・

ﾡらば木才は骨堂の切さ ・ 絶対に生差ﾡをﾡmし能はさるけ○ 

ﾡﾡに尾す るかといふに. 該硬み貴 ﾡやﾡ樹み オオを 除いては さ 

ラ そばい・ なに木材っ 帝長と供ﾡの肉係及び共の a ﾡ 帯殊桂 

ﾡごすの である.

木 * り市場価格が如何なる寺さに ある とさに共の需ﾡと供べ 

平するでちらうか 検きすれば木 材オ。 需受と 株給を平ﾡせ しむ 

べさ共の価ﾡ何. きふまてしなく. 木林令委者紀供するﾡﾡ 

と ・ 木林供給者の雲まする 危格、町ち立木ﾡ格にべ木 ・ 造材 ・ 連 

オオ等を 加えたろしのとが相一致すると さ に-其っ毎受と 供絶とが 

平始ナる ・ そ ニて木 ・ き材 ・ 星材失場く 生都会っ -部) はき は 

ば既知致で あり. 未知数はﾡ木価格に存する。数に前量は立木崎 

きがﾡ府びるもさ に在る とさに木材の 希ﾡとﾡ給が平均する てあ 

らうかの何向題にはる. 木ﾡ格はﾡに骨表的価格を有し.希塁有 

の競争 によ って ②*定まろっ てあるが. 普通の木林の 木価格は 

後の長大っ 生達貴 を受したろ 地域っ 森林の 立 木 生基賃によ って定 

まリ. 比の立木ﾡ格にﾡて木材希要と供合が平均すると ナる○ 

が理輸的てある. 併し木の生達貨はろしのは何か. が役た向題 

になろ・ 主幌的.・具体的の生圭貴は裸準にびらない・ 何となれば 

それは救十年○趣去にて支払はれにしのであって. 共ッ 時代o 
ﾡﾡ価値は現在のそれに比べて甚だ高かったからてある。 を物 

価平指数によって 現在のつ偵常証値にﾡ算する はtら 袋分か合理 

的てらる.げし. 例えば文化キﾡにﾡ県にﾡえられた杉っ長体 

的生達兵と契べの 気帝 に我 紙す ることにﾡんど不西ﾡてみる・ 主 

ﾡ的・ 具体的っ生産賃 はﾡr。 如く発んど何等ﾡ準を与へはいにえ 

しﾡﾡ塗食はょ り迫きである. 町ち現在のク問と以て送林資 ・ 普 

型食 ・ 地べ等を し、現在○幸 c 君< それよ り ﾡﾡいTﾡ 
休業利字) を以てえに利子を付し -特べ期後に如灯はる貴用価 

とは名かを件公する o てある. 方法は林学上。汁ﾡにて普 

に問みられらものてあるが. 併し・ し空想ﾡでら々二"の業 

みとたれない。何と なれば比の方法によ ってﾡ 主竜 を す ることは 

数十年の営はらでは実ﾡしないしのてあるからてある. して・ 

欠に地べ を何に して排すべ や。 向量べﾡ ・ ・林集にﾡて は 

木ユ木林地の司 や. ダ告は仙がﾡ少いから土地のたﾡﾡ格や買 

資屈 ﾡを逆当 に定 めちこと は 未 ない- 余りに理為的ではちろが. 

林学上○斗ﾡにﾡて普通用ひられる ﾡT土地期塗はる -ﾡの生 

たﾡﾡと 用い在のによ て ボこ 公す そ "トムいあら

突ﾡ林業者は之証主っ . xは木ホっ生ﾡ食の十ﾡによってこ 

木価格を受求しない。それ等八咒.任的でなく 央崇的/なし；のみ 

はらず計ﾡ法が余り)に次催てある. 木み生を起と云ずは・ 何 

今共の室ﾡにﾡ老 ュ=-く、 全くG由な永学につて 立木 

ﾡ格を定め・其の ﾡおに幸い、～木材つ零委と供合を 平し未った。

江木/曲格と太彷府洛との お係につミ天に述べ る べ委がある. 立 

•ヽ価恪は前に述べた通 り. 伐木 ・ 達サ ・ 林ﾡと共に木材の 生室 

成の一部を形放する ,木甘の生産貴を組広する 之受糸っ 内で.

设 し電表はし のは ウ木ﾡﾡメ " 社オ責て あって. 交遥不ﾡの地 

か ・ をする木材にては雄々 &きが前有を決ﾡする. 故にべ木・ 

造 お・ 班材ﾡの合計町ら大生4食中ユ木価ﾡ以外○部今はう 

く ○ﾡ合立木ﾡ格とﾡ授 し & はそれよ り大さい・ 同して 償木 ・ 造 

材・ 亜林資等は主と し か 受銀の び逆城 ウ、ら 成る 故に. ﾡ気ﾡ系に 

」ろ汚交『ヶの信は紙して一似物価のそれよ り小さい. ※るに
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木材 市 陽価格の 振幅は.俊に述べるや ラ に一般わ価っそれより礼太 

ミい・ ﾡしてユ木ﾡﾡは・ 通常宅木材市場点格から木 工き料 運 

林会等み 既ﾡ数をﾡ除 した余と し て ﾡ呉的に定めら れるから 

不材市ﾡ価格っ交めは呉にせ し < 拡大せらっ たる5番を木ﾡ格 

二与へるのそある. 例lえば不系気 時代 にﾡ ﾡめ 丸太 /石の 市場

格タ円な り とし. 栈木 • 達材・ 星材費等っ合汁パ 3円なッビ せは 

立木ﾡは北太材積/たに付2円となる. 今. 好系気に系じて物 

缶平指数が不系条の 時の2倍になり・は木 -材 ・運林書が/ 

危半になり. 木材○市場せが夕倍にびったとする. 共の時は例 

○L太 /石べ /5Fとなり . 代木・ 材 ・ 星林ﾡ等の 合計は 円タ 

銭となり. 従って立木ﾡﾡは北太林ﾡ/石に付ノ/ 円 so枚とな 

るであらう. ﾡ< して木材市 湯筋格にける 3倍の ﾡ貴 は ・ 木 

価格に殆て はﾡ大せ られて s倍余 の ﾡ責 となって ﾡはちって8 
る. 其の竹り 木ネオ 市 ﾡ価格の 下.ﾡも 立木 価格 に於 て は大せら 2 
て現はれるこ とはク為で ある ・ 以メ上にﾡて は星材ﾡ としては主とし 

て ﾡ星の里員を対う と したが あ運 ○秒響は之 とﾡる・ 

海賃は持殊の保因によてﾡ自の購となし. 往々看大なる 

ﾡ署と木材のを地ﾡ格、従つて立木価ﾡに与へる. 例へ は津太ら 

木林ﾡﾡ及び立木ﾡ格はﾡ賃によ って甚しく 左右せ かる みそと 

ることをﾡに 附宮 して置<.

時田「株 合輪 く書渋菩ﾡ ・和々年 7月)

字 ^

(,P) 休栄におけ る生産は. そっ本 ﾡ○ﾡ広行ﾡと半なるﾡ取行ﾡ 

と。 ニっっ型鎧に損列 これる. 林木は何ﾡの労ﾡ全ﾡせず して 

自体財として存任するし○あるヒとしに. 他うには労けと資本 

との結 合米 下 にrっ て土地○自 ※力を防し之よ り取得さ a ゝ 

しのわう- しかし何れにせよ. 二れを代株して市場にﾡす 

るとさ. それか住済財 として吾人 刀 面前 に 女ほろ 、 のてある. 

・»るに含 *は- 株に林物といふ し. 次の二有をじ別 t士ねばな 

らぬ.

() ﾡ木としては自※助にしてﾡ報により経ﾡ財となるも

? く 下最納林ﾡ ) ・). 木 ヒLてし すて •に 経済 ロキ に して代 

杯よ品 の行為は二"急味ではなんら本呉的っ交兵を高らすしo 
てこレの C育広的林末)

ﾡ左の林ﾡ源は. こo自絵財的なもと紀ﾡほ的なし～と 

。 けなよりなり 市場に供ﾡこち、ﾡﾡﾡは. 両舎っ ﾡ A i 送 

よりる, そ。 比キ は地理 • 団ﾡによ ってマ さたるのスなら デ 

その前 品父 ・ ○領岐の抜入にっ ね て 前官 は 右 して々ミ 市 

陽機L 的な/F R を 及ばす.林栄べ、ま ﾡか、るヘ 西口 

おる-とが. 二れの生差茶としてつ狂諾を江ヌらしゥ、 ュー 

きへ を してニを支配する 経済欠理っ芝ス にす る さ忠を衣夫 

せしめる. ※しい土でしニっま、 てはらくあリえまい. な 

みと *件っ分記は. リカッドウべ長米に戻して優市し 

やラな三店祭、 すなはち、 土処のﾡ有者,耕作にに笑なスト・ 

? o 提供右,お よみそ ○労力 によ って土地を 群 十 労协有へ判然 

介eさろ、二とはないてあらう. 林楽ては地主と 小作人 門 P役 

分化はな、して. 地主即責六相ﾡてちa. rﾡ物は極め 

<そ t< -て. ﾡT得の分記と し て ○貸金は ミっ 首 成行谟uお I、 

て 型吸な 地位 を占めない。 ニれらのしっしらっ肉保 u ホ*っ
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生生及びﾡ「ﾡみ同廻っと幸同にする宗占とばった。 茶 I•W 
本ﾡ集約っ全ﾡてあると重いはれる. そっふとこっt. 土地 

資本の 領が低 < し て林木資本が多ﾡを5め るハらと ふ にある 

しかし林木資本は界してﾡ本てあり得るか. 二れを六定すると し 

て夫れ○貴本と しての在りかた如何、とい かや ラ は 同思Sに 面す 

る. 土 地星業と して。 茶。ホﾡに依たはも世ベク向塁と

#木青ﾡの 本びそ のィつ時明に案 ポ回収 ェ っ、形 式 ミっ

清幸" 同雪とを評ﾡせごれば. 眞の 林ポ 経 等は 成立 しとe 
ららう こらみ課ﾡはわく しのこれかの研兄生活における 

宿題てあって ﾡ任 はわたく しの力の外てあろ.

森林釜理学」における 

林業代興論研t資料

へ48 ～



吉田正ﾡ「型ﾡ林経理学→ c成央堂普き、 FFロ/c年ど 月)

・Sや) キニ単 森林生をの基礎と しての土地
ﾡ-t 土地xC

云 生む な く 森林の 生ﾡは生地。 基礎 にﾡてはる、。即ち 次 へ 
れたる土地にﾡて- そ広奈並にその有する樹木 ﾡ木者 としての 

街 性 戦 に 応じ,合目的由列 断の 下に . セ. を ○# と 来ﾡ し く 内網樹 
観 C 送 定 を 行ひ)• そっ生産ゥ仕く求法)を決定し. に大 

門代期令を決定すろことにりその有すべさ 運ゆﾡを 予定し は 

つて令目的的びろﾡとﾡとを有する 番験を 造成 し、 それより流会 す 
ろ収ﾡをﾡ呼するのてある .
ﾡら今、"くﾡ念されたる 森林生達央行 に対す る組ﾡ付けを行 ふ 

ニとを以ってその 任務 とすると=ろ。森林経理。み 立地、 或は-きに 

し云へ ば組永付け C Oraansieron )○児地よ り 云 ふ は ら ば. 土地 
は樹任 ・作茶法の決定安は犬に進ん て作ポ扱の ﾡ政等砕休生主達のお 

らる ﾡ的組業付けに対する-○ﾡ愛なる < nSsseペe イe)物的基ﾡ 

ﾡ史有 であり・ 同時に又それは期令ﾡっ てﾡﾡﾡの 決定、 Rﾡ予 
実等生産の重的組ﾡ付けに対す る 物的基ﾡ、捉定有 そしあるてあ 

る.
市り切ﾡゃ物的共ど、現定為 と し て○土地っﾡ能は. そみ広素部 

石 量的 性演 及び 西木 方 ﾡ右 としてめ 性 質町ちﾡ 6や性 呉にて基 
付けらる、ゝを以って. 以ス下主地ゥ 本ﾡ を、かく つき二方面町ら 

量'的取念及“興的流念 に 於 て 考祭とん と欲ナる。
煞しタら. なほこれにたって、 こ、に云ふ主地ろしの貝体的 

内谷と明らかにtばならぬてあら う ・ 灯と なれば土他とは常格尚的 
に 云 ふ ロら ば. 土 と 云ハ長っ &味に方 へ ら れ易 い. べるにこ、に 

土地とは受になく. 印ち森林立地学 く forstlrcheStade^ts/eAre) に 於 
て調地・ 町ち地ﾡスびこれをﾡふ会ﾡと崎成するところの 物 

攵 に 非物 慶 的す るす、て○委来を 包合 したもっ をほ味すへ さ てある. 
口となれば、 土地に於ける上述っさﾡ能は云ふこしなく単に土ﾡ 
みがお炭するしのてはない、 になく 上逆み如さ諾受夫ら-力が 

内与する ところめも② なろ こと明らかであるからてらる. ﾡしそれ 

は 森林立 地学 にﾡけるがく. 生左校術的児地みみよりﾡ奈さ 
れす・ 央に 経済的ﾡ 地か らも児らるべさてあるから ・ 彼にけるよ 
り「ほなこ変念と持たねばならぬてあら う・

従 未国氏経海学にﾡて 一般に土地 と し て 念 さる 、 しのは人 に依 

つそはﾡべくatvr) とも 呼ぶ 如く、 正にこ、に云ふﾡさなミ忠表 
にけ るものてある o

0. 周知のwく一般経堂にたてし地くStz,-あ/t) なる載念,A

へろ テ



存するが・ ニは森林立地学にﾡけるレのとはﾡリ ・主として上 

_地○経済的位ごっ区ると示す修念なりとされてるる。_________  

c/c2P> =命 我 的 費念 に ﾡける土地.

試的坂念にﾡける土地, 株きすれば土地の風的ﾡﾡは. 条林生産 

ﾡは その組祭付けに対し. そ o 野的ﾡ成にﾡﾡ満成の 何れにし肉 

与するひのてあって.終索大体次み立さ mﾡ未 に分ち考集されて 2 
る. 即う位置くL4ae>・ 地形くBodenoberf/zc%enausfo卜zva>、 気候 

く K l;no. 、 土ﾡ○性ﾡく Bodene,gen schaften 等てちる-

ﾡして 之は 朱より夫々その ﾡ域委ﾡを長 にするひのてあるが. 

その放立ヒクい ては相乏的区果的さ る密ﾡはる 肉保を 有するしっ多 

く 各受素はﾡ乏に彩響し合ひつ、炭存在するのてある。 ヌ2等 

ﾡ委末の森林生室の内容へら 内与も大 々急ﾡを異にし. 而も 或は 森 

ﾡ的には向ﾡ的に行はる、等、 そ○向っ向示はﾡるﾡ従.ﾡ条と 

極むも のか あ る ・

以下たづﾡ木み如くとﾡのぼ条に妥多し、 そ。 概急. 構成要素. 

構成炭態、二れに彩各する因チ及びそ○本林生室。内容 へe 肉与常 

にっさ考衆し最後にこれが総ﾡ的考泉と行みであら ラ.

o. 普重學に土ﾡっ性呉と云はる、が、役泣する如く、なほ基岩 

◇佳具、空安みﾡﾡ等し同位的な ろしのと して加へ られねばな 

ら る。

<ダラパ 発-軟 位電

I 地理学的位置------

I 経済的位都

経済的位置(wirtschaft/;c%eLce) とは. 前せろロく

-桜経清学にて は「立地」< Stndo/t)と呼ろ、②てあって 

主として与へられたる土地よ りのﾡ物が供給こそべミ市場への距 

ﾡに依り 測定 表示 さる 、 ○てある.

(き〕彩宏ヒ云へ ば. 数土地へ対し物資が供鈴さるべさ爆所よ 

のﾡ離 . 或は 労例者 が供給 さるべき場所よッつ ﾡ維等共他ﾡ

ヘの〜

2うる課より済的位だは決えき れねばな ら ぬであ ら ラ ・ 

版学”极: に於 て は. 年物2述ﾡ力入なる肉保上、普通o
合上まへ向くを物泉会上 の位ﾡヶ最し ﾡ委なるもの として 

ﾡ"上げられる べさである。

ﾡしﾡらかく の如ミを清的危ﾡはﾡに云へ ばはる物理 

的距ﾡにて測定根示さ ろ、っ てはﾡだ不十うて あって、その 

に海すろ 交ﾡ岡の 岡係町ちﾡ物ﾡおの維易っ 程及と 

し考玉に入る、ことをﾡすろてあらう. 殊に 破世 っ 民否を 比 

安せんとする が如 s 場合には こっ が要 てあらう。 ﾡ持な 

尽味にﾡて 産物連榆貫 ゲﾡ○ バりに洞みらる、ことがちるダ 

なほかくの ミ ﾡ袋 にﾡけ る 径済的位 番 は ﾡ宏に 云へば、 

与へられたろ土地会休と して ○町ち大局的のしっ く c/aeueie 
L4c)と. 受に細宏にそっ内部にける含部うく 区ﾡされた 

ろるじ島) にフいてのもの即ちﾡ部的位量 <SPezieleLsae) 
とに分って桃祭さる、を 受•する であ ら ラ・

m し て清的位ﾡな 髪素は他○土 地横求接未と は全べ類 

岡保 がろことは云ふし ひい ところで お る。

べらば、こっ、登衆 は森林生全 又 は モ。 銀継け に 対し 如何 

なろ 恐ﾡを有 す う てあら う か-

ォーに番 ゆ苗A に内与する。Fyち 上こっ如ロ さ 電 になサる 

ぬ新は. その土地の 簡伯生ﾡ度に彩ﾡと及ぶすつ でわるが・ 

レそ れはﾡ産ﾡﾡ4貞な乙 生を貸ﾡ契に際する もっなろ 

液 消ﾡ的価生ﾡにﾡ暴 すら も のであろと云ふﾡがム宋る 

てあらう. なほ極部的位ﾡら相ﾡは ﾡや材ﾡ産垂ﾡじぐ 

し他書生ﾡ電に相を圭ぜしめ. 従っ てべ期を価ﾡﾡ矢や 

に夕め る場合 c 例へ ば土地期を仰皮高らﾡ少に依a ﾡ合 ) 

には. その加令 は位 置○相ﾡに公っ <ﾡら ざる を得めで ち 

ら う. 町pちﾡ部ﾡ位ﾡはかかる ﾡ味にﾡて し森林生差の至的 

尚及 に影者 するであらう。

な ( x 経ﾡﾡ位当は ﾡ林生x はそ。 銀ﾡ付けろﾡ内容
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一にし卓ﾡ的はっ次渉を有する・ 即ちそれは, その土岐にだて 

探ろべ さ 依乗法に影響を及ぼす. でらら ラ. 例lえ は位置食好て 

あ九求去の 拒ﾡは官てあり. 除にﾡ転力弱きさ達物 

2 生産する 二とを可ﾡならしむる であらう が、位番不ﾡな a 
時は作業法送択のﾡ囲はﾡめられ. 山央地うに 於 てはﾡ物 

はﾡ転力小なる木材のま、にてﾡ4する 二とを得しめず 

佐って央材林と して 経営し走ﾡを木ﾡなるﾡ号と して ﾡせ 

しめばならめと云ふきも起るであらう.

(生〕かくのさ 価地岡係釣な ろ 経済他位置に ついては森 

地学ら取ﾡはざる ところのし②てある. 町ち「土地」

なろ意義を森林立地学に調立地く standort) よりなさ 

しのと したるてあろ.

c/). 力ﾡ息ﾡにては. ﾡ済的位電は扱早、 非物ﾡ的なる距 

離にﾡり ﾡ放さろ、とは云へぬであらら.

</50P) キ五款 総ﾡ的ラ条.

以上ﾡﾡﾡﾡにける士地ﾡなのロ長索即ち位ﾡ. 地形. 気候. 

土ﾡの性ﾡ く 正産に云ば地量 室気ら ﾡﾡ ) につき考衆 し. 之 

等の受素が可なるﾡﾡﾡ宋にﾡり加何にﾡ及せ らる、ゃ・ 

承に2ﾡ相る向の西ﾡﾡ係の鉄ﾡ、受にヌ之等がか、る担ﾡ南味 

○下に直ﾡ所ﾡに森林生ﾡ○登ﾡ並に項ﾡ満及に ﾡちするﾡﾡ等 

につきﾡ略な る 考绿を 試みた っ であるが. 今これを総合し-範府 

に表示すれば次の如 し.

ヘア2〜 ヘア へ.
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ﾡW熱炭

駅俭構区

ﾡ埼 土地っ生産

ﾡほ条林生皇にﾡける登的並にﾡ的ﾡ成っ 発 定者としての土地 

に同し・豊受d る 観念 と して 土っ 生佳ケ < Le;stvnysfCsskeit) 
にっき考条するを受する.

し 森林経理○央ﾡをなすにあたり. 例へば樹ﾡ.作業法っ 

決定をなさんとする際、 ﾡ々ばる樹ﾡ作業法にだける収接致っ 比 

改となすであらう” Xば期令っ決定をαすにちってし与えられた 

ろ 御法・ 作茨法におけるﾡﾡを知らねばらぬ場合べ多い. x 
次ね量の予定を行かっいても.ﾡ未得ら るべ< 朝待さ s、材横 

と子知せねばばぬてめら ラ- か く してきくは与えられたる土地 

にポけ ろ 将未○未だ実ﾡせら れさる収復基を予知 . 予セす ると 

云 小今 ゲ ・ 称株生 o 組織付け をなすにきってﾡめて ,要 な る 向 

運がることを知り件る てあらうの

ベ .ば「かく 今°コこホ未っ永ことちハ、しれたろ土地ヒついて知 

るには何にすべきてあらうか それは 述せる塩さ土地の港 

注質に基さ ミ ○土地が有 するとこっ○土地。生ﾡ能力 <Lertwoas- 
fcAoke;t odvxtionsk^cft)に彼ら ごそ を得ぬ.

茶 して 綴り とせ ば、次に超gる 内個 は. 価にしてﾡなる基 

大産/二依り かかる 生理.能力 を 具/本 めに 表 示 し、 以て上のmさペ 

供上っ伝能を来すべさかと 云ラ 学 であ る.

尾ふ に土 地生圭 力 e 呉体的役示 は その土地にﾡける 樹木 o 4 
た ( こuwzchsfばhi3Ke;t) 安は収催能 く E rtraフsfば;火=/t ) 

ピPら生長昼又は収ﾡ全そのしのに依らざぶろをﾡないてららう. 妙 

く こしﾡし直ﾡ的なりと云み得る、

町ち含く予め シ教 土地にっ さ ・ ー足助向に於ける そ っ 生 

ﾡの経発と納べ・ ニれ2ポ何いの階叙に分ら. 以メって一微的に土 

地生を力を表ポすべさ基準 ・ベﾡを定めおさ、シ身えられたる上 

地の生生力が そ◇打れに相当するかを. 迫当なうなに依っこ 

定めるの こあろ・み かく し < 未だ突ﾡせられざる 収伝を予知 し 

,彳るで今らラ.

ヘ クー



周知のく 従未林学にﾡ ては地位(StandortsiteSLzndovt 
s6onitzt. は準にらon;tZt と云ふ) なる訳念小故けらんてい 

る。名 印ち 地位とは土地の 材横生産能力を示 すべこ ﾡ急 マ あ り 

地位役くotek/asse.Bom;tctsklasse > に城おせられた材ﾡ収 

獲ﾡに依り表示・ 消せら る、・

総しF ら生ﾡ力株ﾡのﾡ能から云ふなら ば. かかる しみ、みて 

は不+今営 る 帰合べある- 例へば価値町係的ﾡﾡを次定t んと 

する場合、 ヌ は附役作東去の決定を行はんと ナる場合の核利計ﾡ 

に際 し そは、土地? ﾡ但生ﾡ量を知ら ねばならぬてあらう・ だも 

材オ務ﾡ産力 はﾡﾡ生達の -長求であ り・ ヌ 次費予定2 日的? 帰 

合にﾡて は材検生年 ガのみ マいのでろろから、林才ﾡ生を力 は全 

<不ﾡ委な り とは な し得な いの である.

数にき人は土 地。 生を力と しては、林ﾡ生都カスびﾡﾡ生室力 

な る 概令 を設けなければなら均てあ らう.

以ス 下 ・ 両考 に分ち夫 々考索を加へんと欲する.

つ 後ﾡ予知のN炎ﾡに以。合のに定せ・れす 林 

学上多方品にわたって存する。alへ ば森 株 平価 を行 はん と すろ 

場合・ ズは課ﾡ顔を決定せんとするル合の四し.

み かく○ﾡさ -微的平ﾡ的生を量を表に して示したるしのと.

き人は収ﾡ食く EMMガル注/)と林 す.

シ かく○ﾡさ実行方法については実ﾡ森林ﾡ型の説く ところて 

ある. その才法にはﾡ々あるが. 上道のツさ土地。ﾡ柱員と執 

合断ナるが最し根本的てあら う.

ゆ 地れ 観念の 成上 は 極めて もく、ﾡ達にたてはﾡに比例じﾡ輸 

似法のﾡ生 しにろ 時べ・ 即ち/『 世紀の 半ば浜にみa を 師る で 

あらう.

csxP) 材療生望カ及び 地彷 世念、

材積生塗力は.上述の如く従来単に池心として慨念せられ 、 

地位奴に係つて概ﾡ的に表示せらる、のてある. mしてかる 

意求の地はそ○広立ﾡにきく. 従未多く○文献に記倣せらる 

ヘク/～ 

そとスて. こ、にこするの委はないと思はれる. たゞ Jvde- 
ica 氏のまけにる法正地位く nornに Bon;t&t )、 ﾡ矢地位 

( keokretcBowrtct). 不去正地位 czbnorwe Bowitさt) なa 
ﾡ合. 即ら地位のﾡ券分けについて一き触れるであらう。

氏にれば法正地 位 安は理ﾡ的地 位 <iez /e Boortst)とは与 

へられたる樹.作業法・ 代期令の下におて最ﾡばるし○、 印 

ち理恐的自はる収ﾡﾡにﾡり 表示 せられたるものてあり現央 

地位とは. そ。土地がﾡ々 なる珍号の下に現に有すろところ 

の一時的な る もの. ス不法正地位とは、土池がを業上。 又 

は 外界み ﾡ告 等の結果 に依りﾡﾡなら さる収ﾡ霊を示す ﾡ合2 
しの である。

加何にもし収底ﾡみ内容ﾡ関を考慮に入る 、 はら ば・ かくっ 

<区馴をばし得るてあらうし. ヌの、ろ考未に他位 急 と明雄・ 

ﾡ央なら しむる に 於 て 屋 め て 適切な る も○ と むナ学を得る。

ﾡし次ﾡ登はる しの は一定。ﾡ業 町 ち 一定 o ・下業法っ 

請奨っ下に汚余さればならぬし、 ヌ晃央み収 役堂 は多< "感 

合R扱上の尚戻又は介界みセきにﾡり 一定の業糸件 下 に有 

しべ さ型的はるものを有すとは云へぬ。 印ち区ポﾡはるし 

のﾡ対的てな、して相対的なしのであり須ﾡﾡなも ってある.

っこ ス土地生ﾡカヌ は地位出 回定 的 対的っもろであり得 &

い ・

然 ら . 土地生ﾡカヌは地位なる しっを ﾡ定 する に は 如 所 な 

ら製ﾡ母 にﾡろべさ かが向場 ヒなら ごるを 得な い- べるに今こ 

れを地位戯会設足っ 本来の主普、 安は地位のﾡか ッさはら 

ば、それは花茶上の 方財を定わる ヒけク、もつ、 予定的性ﾡのレ 

かな る を一以って、 一定っ ﾡ求森み 下に 何らP客く. 而も 

合理 的な段扱ひきなす ﾡ合 に件らるべこ・ 運念的なろ収渡ﾡに 

依 e ね ばはらと マあ ら う. 即ち かくの也さ 収ﾡﾡ &以って 測定 ・ 

未示tら れた るし○を以っ て本未の 地位 とせばならぬ. ﾡし 

#来みﾡﾡみﾡ程にて、 S虚外ﾡみた宅又 は業上のﾡ誤を

ヘアク



生ずべミは予思する にﾡからさると二つであっとしてし、 これ 

が夕 ﾡ上に及ばす物«を今日 ﾡ定 するべ部さことは l 不 ﾡ 

である. 故に一定施米 条 o 下 に 期 杼ご ろべさﾡ思的な 5収 

ﾡとて地位2表示せぶるをﾡどい○てある. 即ち Ju厶 プル 氏 Q 

防 消法正地位を以 っ て本央。 地位とせねばならぬ.

但しきお法正地位を以て最高なる収侵に医る心のとしたる 

令題は多少の鍵級を招くの虞れなしとせぬ.析となれば、剤へ 

ば向代ﾡ。きれにる場合のaeは・ーﾡ的ではらるがそつ土 

の有すべミ林費以上っ材隣と有する であゅう. さ れば長島と a 
はんよ り は・家っ長こほるﾡを1て区さﾡへ る 方がよ いゃョ恩 

催さるゝ。

第三終 ﾡ信生達カス r 地利 概 念

前だせる如 く 土 地生をウは生圭 せらる、 色ﾡに作 っ てM史 a 
示をギす る 場合 机 ある. あ商材保 生達力 (mcssegkstwysfc6x.- 
と) は ﾡﾡ生を力 C Wert/にistysfckyxeit) ○ 基愛 名 aすびっ 

印ちその基本的はる ー要素 と 考へ得る を 以っ て 、2き味にお 

いてそれは紅ﾡ生産力の和時に反り入れら る、もみてらるが 画 

有 ばどず しカー致 ど正 比/す2も。・はない, そっ向て 来たる と 

二ろは 区少材 生をは同- で+土地にり ﾡ物織公の契呂 mら 

所経済的位@の相兵が与す るにある、

(装) 勿侖厳密に云へ ば. 位番をﾡにすれば、平に搬4典 っスa 
らず・ 労銀物 責 前格の 招異に 瓶 り一般に生差貸み相具を ポ 

すでろらうべ・ 報出塚は秘中決々的っ電スを有する故.上 

○ロく 令還 することを得るてあらう.

町ち版化 生た"は、経済ゆ位ﾡにょ っ て後徴さ s、と=ろ 

の、 負 庵 又 は 消極 的な引 毎像生差 クっ用するに依って。 材 

ﾡ生産力 とつ不一致を木 たすも ○と云ふ争をﾡる そあらう.

/K っ て 今町性生産力を示すには. 材ﾡ区長ﾡに、桜公食を 

号送せろ命格平く 内T調木品ﾡ) と飛じたるいつに依る全 

兵衣後根とF り. か、る 全区収穫をべ友基準と し て 位銀を設 

定すればよ い.2 かくして 包生ﾡかはﾡﾡ的に正確に表示 

これ 比教することを得る.

べしでらヌﾡ旭生ﾡ力はこれと分解して. 正ﾡえはﾡ極的 

価終生を力 とﾡ値えは消極ﾡﾡﾡ生奉力 との相浜 す る 二ﾡ放 

要素となし. そっ株合として把起ﾡ示すちことも可能てあら 

ラ. し て. 前君 は司述 出 る如く ﾡ生ﾡ に基ﾡを ﾡくしら 

でみ フ て. 材ぷ収ﾡ登にﾡ格ﾡ位 (但しこの 場合っ 仰格 は利 

刑ﾡﾡヌは市 ﾡ価 によるをﾡじたろしっ に 依 り 表示 ミ る 

べく耐 り かか る 価怒収ﾡ 狂は一定の 樹型 ・F業法に ては経 

ﾡ的位乙○相具にﾡせず時4 一定なると以て. 積ﾡ的尚ﾡ 

生卓ケは材検ﾡ降型に EWすべく. 従ってこれと 財ﾡﾡ産 

カにて代表せしむるれ差えない.

大にﾡ極ﾡ位生ﾡなはﾡ述の初さ ※*なっ と wって 注s 
連投劈っ 夕 少に.去って 刊定衣木 さ る、 こはL べs. た田ﾡ士 

はき済的位K"貴否を測定する しのとし て.「ﾡ利」なさ二で 

を設け、 心ホ【仮に依っ て ニれ き忠示すべ さことを ﾡで+ うれ 

たのであるべ、 ﾡ者はか、・土地み済ﾡ的ﾡﾡ生を方と吸示 

すべさいのとして. 地 l なる名がとそのま、迫 消 は ん と ぷ ナ 

る・ .

町ちAぬ生をウは一定の材郡. 作業まの アに 於 て. 痔倭;© 

価ﾡ生達 と 表示 ナべ ミ 未 ○解池位 と . 消証的コ ・ t 
を衣不すべミ右回ﾡ士。ヶﾡ地洲との株合ﾡ急とL て表示 

し行う であらラ。

而 して*川 枝本未 産ル訳会 ﾡ ○シ少に依 り ﾡ叙 を 設 け 表、 

さ 0 ヾ た <あるが、池利銀は特に 学に承公ﾡに 依って本示 

する 二とし行は る。最 しﾡﾡ法が所一番ﾡっ しめてぁ ミ

合には、 坂公ﾡは距ﾡに正比ﾡナるしのと見敗しﾡ 3
ヘク8へ ヘへ



に. かろことし大なる不部合はしと云へるるあらう

() 材ﾡ生差貴にﾡるところっ地位は. -定みﾡ慢茶法っ

前をの下に成立する. 印ち各ﾡ燈. 業法あに地位奴と後 

けなけれ ばば らぬ. 而も一の .作茶去の下に設けられ 

た地位殺差準は. 樹樫、作業法を興に ナる土地に対して は 

直用虫永め二 とは云ふたもない.

点 る に 価@ 生圭記を以てする 場合 にはﾡ値額と以つて位 

級のベ & と して一の 地位級一ﾡﾡ釣地位祭一が設定 こ れ . 

そ ○基特は各掛ﾡ作禁法向にﾡ器共通であ り得る. 即ち ー 

宇業区中材ﾡ作業法を異にするﾡ分を合む場合。 雀-み位 

級標準に広 り、 き土地の 生在を表示 し得る 能性があ s.
ヌ 価 管受栄 を 介入 することに依り ・ 全林 を 通じて 紀 対用 

なる生差力みルﾡをなし得る。 町ち含土地についてﾡ々な 

る震/法のﾡ定の下に価ﾡ生達己を想定し. その最書 

なろしのを以ってﾡ土地の生ﾡかとすナれば、 これにり全 

林を湿じ合土地の 生産の絶対的共 ・的は る ﾡ方の 比校判 

断が出来る であらう.

一殺に価値的地位 < werteinheitsbon;tdt)は 土地み 

ﾡ的並びに昼的生ﾡ力を示ナ ・のとすることが法未、土地 

生産7ﾡ示○人基とと しては従木の積ゆ地位(Mzsse- 
neinheitsbonitdt よ り 完全なしのと云ふべく. ヌ&土 

地向の 比較を可能有た義は らしむるしのである.

ズし管ら働店ﾡ衆を介入する時は. 材ﾡの友動に依り、 

各土地クﾡ働位級は時々 安動あるを ﾡれぬ .

ス前雄せる如く林ﾡ的地位し存在の点義あり、これを除 

去す る二と は公未めこ と は再び こ こ にﾡﾡす るをﾡせぬと 

'ころであらう.

. か、る位殺をﾡ値的地位級くWerteiheitsbontct-
sk/asse> と云み普通。 地位叙を材偵的地位級 (/zsse-

へ8o 〜

/ e nんeもSb on,itばtSKl&sse とぶことし適当て 

あらう,

本論.

第=早 蓄柄ﾡがの組ﾡ付け

(スえ33P.> 第=殺 找期令

代期(H.ubarKettsa/ter > なろな孫の下に与へらき、 

とこっつ低念は. ﾡ者に依り区々てあるが。著者は次の如く 二 

れをﾡ定する. 即ち

期令 と は ・林分 (戊区式作業の 場合 スは苗木 (衣代作業 

oxpb&unwe'serBetrieb の場台>が. 何等○障きなく先

•全な る成長をなす摻合の合目的 々 な る主年令と云ふ. 従っ て 

それは 林分 x は ﾡ木が法 t る生長をなす場合の合目的々なる 

生念可を示すしの てある。

何故に君存べ多く ○混沈○ﾡに. かく ②t概令を与ふるか 

は. 一西をﾡナるとつろてあらう.

あ明は 生ﾡﾡ向な る概合で始 られねばならぬのてあろが、 

元素林業にﾡける生差期向は通ﾡのﾡ合にポ ては. 自然的生 

ﾡ的にﾡ界けけらる ものではさく して 目的輪的兄地(tele- 
olojtoc/c Stanpvukt)に<ﾡ氏界けけられる. 即ち合目的性判 

断 ( ZwecK widsSig Keit beurte;/vna )にて ﾡ界ゲ 与へらる ゝ. 

ヒ同時 にヌそ れは、林分x は掛木のぶ長径ﾡぶは生長ﾡの 如何 

に依って 形場 さろ、.従って=れを 熱合 し こ 云ハa らば、林業 

にがける 生産期曲小林分又 は料木み 生長生ﾡにﾡ じ合目 的性判 

断 に っ て K駅付 けられ次定される. Fち生を期向は . 合目的

判断と に長経ﾡとの主i的並 に客ﾡ的ば る 二ﾡボにﾡっ て

へ/



ﾡ放されろしのと云ふことを得ろてあらう.

然る にき統的長素た ろ生長径ﾡは ・ 大別 して法正な ろしのみ

( 句等の障修なく全な炭長となナ場合のもら) と 不 法正な る 

しのとに今っ-とをﾡべく. ヌ主幌的登然茶たる合日的性判断は、 

合目的々なるも②と、 合目的々ならざるしのとのほ別を今へる 

マあらう. ぬって 生を期 同には次のさwなを &別 することを 

将る.

生長去正 して合目的っなろ 場合のしの

生長不法正ヒ して合目的々なろ場合のしの 

生長法正にして合目的々ならざる 場合のしの 

生長不法正に して合目的々ならさろ場合のしの 

点るにヌ生産期向には計働上のべﾡのため 予想的に定めら

れ用ひらる 、もの即ち予ﾡ的ゆ生長径路の 想定の下 に定められ用 

ひられるしのと. 実吹生を央行み結米現失されたろ しの細ち規 

実納生長 径路の基ゐにﾡて 決定 さろ 、 しのとの二ﾡの別を認め 

z = と次公末ろ そあらう. 前有を予的生ﾡ期向く2/w/tende 
みoktionszettrzvw).後着を奨央的生を期向 く w,rKl;cle 
Poduktionsze;thavw) と,各付けや ラ- 森林経運にて原ﾡは 

ろ、しっは. 殆んど前着に限定 さ ろ、・

して. ﾡ央的生を期同 ・ 町ち突除に森林生差実行の徳界ﾡ 

実されたしのと しては、 上記のﾡっき味の 何Tれしが存在し得ろ ー 

と 麦 ふ しなく. か、ろすべて ○現央的生をﾡ向の 終 り に英 け 

ろ休分ヌは樹木の年令に対す る ﾡ将的名称と し ては・ 杯令 

( AbtHiebsc/ter, Ertea/ter Nvtzvn?altel) がﾡ応しい 

やうに忍はれる・

興に千想的生ﾡﾡ向としては上記*一にﾡげたろしの、即ち 

生長 法正に して合目的々なろしのかﾡ-の しゥと して 縦め ら ろ 

べさであら う. 何となれば、 今へられたろ 林分 又はﾡ木につミ、 

予ﾡされたにる区長経隊を基礎と して想定さればならぬみであ 

ろな、 実現せられ ごる未求の 生長径路と して予想し得ろ しのは 

生長法正なろしの 、 と 三ふべ く ・ X計ﾡ上っﾡ地からすれば 

ﾡヒ生長は法正に して卓っ合目 的々& るしめっと○趣定に進く こ 

とが浜し永きこある. 否. か 、 ろカり に基かざ るを.野ぬっ てあ 

る。

二、にﾡずるﾡﾡ為っﾡﾡにたける生雀期ﾡは 予燈的. 計 

・的柱ﾡみし②にﾡすろ数、 法正なろ生長をはしたろﾡ合合 

目的々なるものとしこ 概令さ ろべく こ生達期向の終り にﾡ 

ける分メはﾡ木の年令. 町ち逆に云へば. か、ろ生ﾡﾡ向を 

示すべ き年◆を代期令 く NavbarKeitsalter ) とはる付けたら 

である。

(z43P) .A期令ら種類

グ. 自ぶ的ﾡ令致は生運的期心 ( DzsPhySiScle 卜uいx^*e- 
itsa/ter)

ニは受ヒに =型に分たれると云はれろ。

Fpち共み 一は掛木えは林分。 自然彷に死枯す ろ手や、式は 

自S的生運的方命の場さ ろ年令を以てなめたるしらを云へ。

かくの ﾡ冬代ﾡ 令 は え未 これを 予定 すること甚だ困ﾡ, ボ 

確突な る をえれな いが、 区りにこれと 予定 し ﾡた りとしそ 扣 

何なろ 場合 に成立するてあら ラか.ﾡき す ればﾡ 何なる甘的 

に過ふもの そあらうか。そ れは極めて特球なる 場合例へ ば尽 

景美の建広を目的とする場合. 或は社ﾡ内○業ﾡと目炭せ 

んとする 場合ﾡに K定 sる、-あらう,

& 々 国土傑会林にて 達用さ るべしとくし。 ある. 樹 

木は走令となれば 多くっ 場合かかる保安用は滅ほしﾡら 

く合目的々た り再ないてあら う.

具二 は林木つ天然戻和上表心適当な る年令怎はって さ す 

るものである- 町ち 寄林 に てはﾡひ度1チは う e 子 そ 受 る 字 

に生ﾡ しﾡべさ好令、又 林に てはﾡﾡウ感し 圧品 る年 

今に 相ち す る.

へふ2〜 へぎS



かか る冬味の 伏専令は 奈 ら ばﾡ句ば る 場合に 政立 すろかと 

云へば. た ご森林を永統せ しむることを目的とすろ湯合。ス 

であり. しその天新が天数央新法に依るべさ二とがﾡせ 

ら れたる場合にﾡる o て ・ 人工受新る 行ふ 場合 には 6にそo 
意義を失ふ.

耐して. かくのき目的をWつて花業せらる、ﾡ合ゲタ日 

実在するやるやﾡかﾡ向てあ るが、伝りに存在す ろとしてし 

か、る期令を干定ナるつとはﾡる困業, 不産突はりと云は 

ねばどら場. 何とびれば 林木は一ﾡ年やに逢するや可放り 

良ﾡはるﾡ子を. 可放長期向にわたり生差すべく ・ ※ﾡﾡな 

るﾡﾡ力し相当期向にわた りﾡ持こ るゝのてあろ・

又かく ○ﾡきべﾡ令は運劇的足地かシえば 何の意会 

存せぬこ とは云ふきしばい。

然 し、 ら未、召ﾡ的児地よ りレて 幼樹林メﾡ子杯糸林 

を 設すべ しと。 ﾡお ろと向く。 てあ ろが、か、る 場合 に た 

ては. 共定上e困ﾡは存するのてあるが、ニ®ﾡ令は合日 

的々るあるのてあらうか・

る 工裂的バ期令 く Dz technische Haubarkeitsa(ter)
工藝的枝期令 と は 一定の 用途 に 対し衆・し 過当な 大さ・ 柱ﾡ 

を有する木材を生ﾡすべさ年令を以っ てめられたるしら4 
云ふ.

例へば求み生産を目的とする場合には・ 林木のﾡ径る一

3 寸に座す る年令を 以って定むべく. パルプ用材の生産を 目 

的とする場合には皇径4- ? 寸位に建する年令を 以スつ て定む 

ろ ケﾡ レ.

ベ し来 らか < o 如き 意味勺 伐期令を定かる につ いては. 突 

際上にて不確央さ、 田業を件ふことを忘れてはならぬ. 何 

とれば一生の用塗に適当なる大 さはさま でﾡ密 なるもoて 

なく. 上Wに示すが御く多少の幡がなるしのであるし、 ヌ 

区式業の場合にて は-林分にﾡする樹木は- 様はる汽な

ハ—〜

を有する しみてなく・ 状どﾡみ文さ 場合に は ーミ ◇貴径を 

有すろ ﾡ木の令は 使 レしテベ て同一そ はあ り 行ば い ・

かく つ如さ 前題と管く 不向に時し、か、る期やは今日現 

ﾡに放立し存左するもつてあらうか・ 前せるく、 鉱山用 

材. パル・用材家はﾡ材。如さ特ﾡ府途の木材の生差と目的 

として経きころ、場合、即ち営つ日的でなく、 これを角可 

の希用に充てんとする 目的で経誉さる、場合は今日そっ実8 
にそ しくばい. 教に工装的伏ﾡ令は一概に非現矢的ざし ◇と 

は云はれぬてあらう . ペレャ ら前せるtく ・ 今呂書通っ 経 

塔は多く 陰和 的に 行 はれ特定 の 用途っ木材◇みの生差を予定 

して居る 力の で はな い。故にか、る伐期やは -ﾡ的なしのと 

は 云 は れぬ てあらう。

(をJ 九、:レ 陰和的に経啓と る、総合にﾡても ・ 地ﾡ業○ﾡ 

保・ 木捞撅小上 の刘※ 文は附近に特定林ﾡﾡﾡ者っ存 

する阿保等にり. ﾡる特交の木材を生産することに 

され数は守ﾡするこンがある. ﾡってこ②ﾡ○期令 

は所開工裁的桜期令と系すべきてあるに思 はれ るか ・ 

二は亭っ経済的有利び期令と児るべさであらう. 政は 

同替が合致 した規合とﾡる 二と ラ ・

ジ 材 ﾡ4種長多みﾡ期令 ( Das HubarKeitsa-
つ

jter des 3 F。 SSte/ /z 3Sen e/ とr48 e S
材横収ﾡ求多っべ期令とは. 一定番費よ り*检して毎年箱 

多ﾡ○木材 を収模し得べ ・年少と スって定めらる、しっ、検 

きすれば、状機の平均生長能が来大を示す年令を以つて定め 

らる ゝしのを言ふ.

但し. 林神収ﾡをば主林よﾡみみにほ定するし②めり・ 又 

主水ﾡのみなら ず府伐収ﾡをも ・めろも2 もちる- ﾡ者の 

※合に て は 坐 と最大 ならしめんとするしみであり 後者 

にﾡては _Mz+Mb土.-.+Mu_ 2最大びらしむるのである。
4そ

へ かS-へ



年受寺み同代収様とりc, Db........・造株貸C,営理貨V. 
公課 S とすれば.

伐期にけ る収入の後価 = Au + DxdoP"-&+ Dblog-f
+ ------

同じく 生産共本の 後価. = <B+V+S) </op"-全/) + 

c/oP"
ﾡっ て伐ﾡにける収益 =Au+DcloP"-"

十 Dbc/oP"ール+.......

-{<B+ V+S)c/oP"-/) 
+c/eP"}

二 れを年平均領にﾡ昇すれば.

-みパー(Av+Dz(oP"-+DbtoP"-Q+ .......
一 fcB+V+S)(/oP"-/) -c/oP"] 

してかく ○ﾡき年平 やﾡ収益を 得るため に長す る 本

は

スt= [ce+V+S)<zeP"-/)+c/oP"j
従っそかゝ る年平均収益の資本に対する 百 分 率は 次式 

にて表はさ る。

s Au+Dc IoP ニグ+Dら LoP Lーム+---- _,1p
て ら+V+S(2oP/ +C /.oPT /J「

かくの如さ 収益字の 最島 を 与 ふる 年令を 以って 伐期令 と 

すべレと云ふのがﾡ田氏○主ﾡであり、理冷上最し正しき 

しクとして 型財的伐期令と名付けたの < ある ゲ. これはそ 

の本A に依って名 付けるな ら ば. 企業者 利 消ﾡ求ﾡ○代期 

ﾡと しﾡすべ きであらう。

このﾡ令も前者と略々 同模 の 性貢 を有 する し。 てあっ 

て. 純収益主義に立ﾡするしのとﾡすることとﾡるてあら 

う .

へ86～

二の代期令は一み年林にﾡては. 若し収ﾡ表あれば尚平 

にﾡし正確に定める二 とがム未. 而 ・株林R択方法一定な 

れば袋 化物横 せ•さーる は典 のあ っと云 へや う. たゞ生を技許 

○誰歩に依り Xは逆に不ぬちはろ取扱方法に依りﾡ生受 

登及び生長経に化を生ずるﾡ合にては. 従ってこo 
べ期介 t 多少麦動する てあらう.

この 代明令は 曾て. 堂覆主誤経済思 思 c Plsiok/ct;scte 
ノノy)の 下に,ﾡし合日的*はしのてあり. 普遍妥当的成 

しのてあろと考へられ森林的べ期令く frst/ches Hcuba- 
rKeitsc/ter)又は経済的べ事令 ( dKonow;scheskvbzkke- 
ifsc/ter) 等み 名称とちへ ら れたﾡがら る. レﾡら、今 

日か、ろも のが期少と し て ぶ立し. 存在し得べ S 場合は 

ﾡめてﾡであって ﾡんど二れ を想ﾡナる こ と が田ﾡであ 

ろ;.今 日営利主ﾡみ方へにて は 向題とな らざること論 

はく・ ヌほ◆包こ消貴のために生ﾡを行ふ場合と逢し生逢 

さ る 、 ごの永を主暖 とするよりは、卓 林恐の 如ロ何に 営日 

すろニ と普通 そあり・ 従っ て前述っ工苦的内やが成 

するしのと見るべ受てあらう。

. Grebe 氏は二れとM..3Jensch/.;らcFKe;tsx/ter
と呼ぶ。 (〃,2,as. 夕?)

(25/2 み 田氏○ﾡ郡 財品 給べ期

近く和田氏は、従朱。調ﾡ収金は正しきﾡ収益てない. 

正しい 典収金 は 国氏さ 赤 学 に 把 < 折満 企来為 洞 と系すそ 

しのであり. *桜炉少はか、つ収盗○絶対額最にに依リ. 

※定すべさでな <. 資本契に対すナる 百分字○最島に依り 共 

定すべさ しの なッ と 見解の下に次の知くにしてこれた決 

史すべさ二どを主ﾡせられた。

印ち今/x 当り2主代収ﾡとAu とレ . ら,

へぷ7〜
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ウェーベルき ・¥目 帝ず「森林論.

(行時堂、 ぎKK吾ﾡ、明月治22年 月)

ﾡ三編 個 人 高 ヲ主眠トセ し本林経清

発三. 浜林ごﾡノ生起沢本スヒ共視益

(/56P) 第m 十=章 森林資本

承林/生星=受ス ル資本, 形ﾡへ有本ヲﾡ阪ン得へさ土

共ノ ト尚木次 ノセモノア ッ

- 木材きﾡ

=、 バヲノ回ﾡ本ﾡタセ合ノ木材年、管況>=供スル建ﾡ

物、 ラノﾡﾡ及ヒ共他運ﾡﾡノﾡﾡ作禁=酒スルしモ

三、皇林、造き、ﾡ流シ・作系上二妻スル系林長具ヌ=共 

凡テ ノ 系具ス とﾡ産郷中=ﾡ録ンラ ア レアテ ノ 動産

.汽本 パ 状ラナス ト考へ ラレタ ル全円ナ 上ﾡﾡ支セ ル 

力者 生ﾡﾡ井=保ﾡ民スヒ状衛者ノ 給計客=受スルモノ 

定は=始ラへ全林真資本スヒ き型点貨本き トイフ。

五、狙税、スヒ部、区、市ﾡ村ﾡ=受スルS本へ夫メラ レ 

ル天町う土=W確スに公法上ノ長務

今る>ー ポ=賞会=肉ン ラ森林区ﾡフ他 , 生ﾡ幸業例へハﾡ 

家ト ヒﾡスル ト へ前ﾡ器=ヨ ッ 秀五項=示セ ル本ボ= 

内 と フ浜.林 へ比承的 =性電少 リ爰 し森林へダス ヲﾡ用ス 

ルコト ク Rッ 収援物 ヲ歳督スル=モミヲ製作 ス に =モ特列 

ナ し建物ヲ受セサラ市トスレハナ ッ.且又る種エ 業 卜比ﾡス 

ル ト次ハ共送向木大ナリ町今物、琴お、遗艮汴 = 西餵寄ヲ 

計サス レトさへ英主ナル作用ヲ知リ得へシ、さ=天シテ森林 

經 蒲ノー 電画有 ル生産資本へホ材資本 り、木材獎も 卜へ 

座*林ネ ﾡラ ィフ、 モ ノ ヘオー = 授= ヨ ッ 木材ﾡ ノ 

ノ素 =用立_サ演シテーを ノ樹会二遊シテ 始乂テ施象技二彼

ネ 用スルラ へ モノヲイフ 各木へ 多年商ノ周化的生左 

へ s夕～



ノ 番物 ト見し へ天モノニ シラ 耐ス約在役 ノ状ラブナ シ 

ﾡ=石 と同じ画状=ﾡ大 シロッ 上ガ=ﾡ長ス 化モ ノ ナ し力 放 

=木材生産=アリ テへ会ク 多枚ﾡ木 海在スルヲ必須 トス

7見ルヘン 印ナ多枚樹木=へ年々木裁生産シ且"面 

茶 > 以テ メ 商 , 西用 ラ若え セシムル=翌ル ノ☆クー 樹材 

積」产弋番加スしラ其樹木 ノ 生産要トイ フ生産型へﾡホ=ア 

ッ テハ次さ木番 トナリテ 現ハ し「フカムビユーム」普 卜木ﾡ卜 

ノ 向=テ会ク 木ﾡ ノ 及外部 二 多氏セラ レィ 断面へ年午時 ト 

シ デ 死ハ 、モノ ナ リ ........

今毛シ生左林木 卜英千生産番ト ノ商=ﾡ本卜利ﾡ トノ ﾡ 

係ヲナサ >ムル トハ少ク トモﾡ所ﾡ作ﾡ=テ木材ﾡ本 

ナﾡヲ丁ﾡス しラ得へ シ四ナやへ単 = 二ﾡ ノ 材垂 う昇 シ 

ﾡシテ吾分字的=き ヒ属ハシ (みﾡ生長ﾡ) へ会林木 ノ氏 

格卜年々 ノ 倍格ﾡロ ト ヲﾡ払シ以7目分年的= き =ﾡハス 

ラ価格生表字 ト ィ フ ---....

生長E 卜ﾡ積ﾡ府 ノ比例へ生ﾡ ノ経近 卜生長番ノ ﾡ元 L 
ﾡ積卜=次係ン同シラ共浜/選2 Lマ年令ハだ幼=ョ リ 

ラ同ーナ ラズ即 ナ幼時八速.二上. 界 シ ラ後ﾡ上ﾡ=年シ岡 

テ役再こﾡ下ス凡ン木ハ大系初 ノ ﾡ=テハ面ﾡ浜少= 

シナ 材魔度ルナ に=そ抱 ラ ス認利点 ラ生ス ルモ差年 = 至 し 

ハ之=及 シテせ同向音通 ノ ダ全資本利千 ノ☆利尽ラ生スル 

為=へ既=音>生長要ヲﾡマ サルヘカラサルナリ -般=生 

ﾡノ 千内ﾡ (調伐期干内住長至る » =向チ生長ノ 系項点u 
=効ラ坪セスシテP=釣 式=ヨリラ利平Pラ発克スルラ 

毎へ シ何トナし へﾡ木 都残へ 乙=シラZ ハ年々 ノ利ﾡトシ

立ッモノナレヘナリ例へハレヲへ十年トセへ利ﾡハー・ = 

子るいヲ 百 トセへ利キハー・ e ・%ナリﾡし 材ﾡ ノ 鸣加 = 

千価格ノ情加=そ書用セラ しへモノナリ.

保援, 受料み基従 トセ 森林経活= アリテ へ木材機殖資ホ 

ハ 右 =式タ L利早式 卜受ナル状ラ 有ス 町若シ年々 同大重=

シテ法正ナ L令(山)ノ 木材ラ 代杯セン トス し 卜\ハ生長型 

岩央ノ基ﾡ卜 7- L へ番積へ昇衛次数 -/ヨッ ○年マ テノ 

規正ナ し材令 ノ 氏ﾡヲ有ス ル株木ョ リﾡ立セサし ヘカ ラス天. 

し上文=生長翌素合ノ 種熨=就ナ盅へ y に理由ヨ ッ ルル受 

件ナ り両ンテ 比ﾡ正ナル与次 ヲ有シ ﾡ一面ﾡ=区分セ ラしメ 

とな木町夕止念個状木ノ総休ヲ希シテ法正ﾡ積 トイフ 英年々 

ど保セ ラ し系だ« 哲ﾡ林水ハ会林=対 >何し利字ヲ 

ナスカ ヲ試験セサ にカラス 比ち合= ア り ラテモ赤千内生長ﾡ 

及 匕調歯時季井 =伐水時番 ノ 差浜ヨ リ生ス L区別 卜=ヨ リラ 

ﾡス に卜 さへ人ハ益正ﾡ積ﾡヲい師ヲボス 算ぼ内坂茨 

総え 卜ﾡﾡス ラ 符へ シ町分 共初節ハボ=シラ未師ハ いこナし 

ラ 以ラー幺ド ナル式ラ行ヘシ比ﾡ本,利ﾡトナルモノへ承 

老株木 ノ 香承 てナリ トス即 今 利字へ左 ノ 比例式= ヨ りム 

)し ラ御 シ

P= 229- 
「 し

前今ﾡﾡ作※=ア リ テハ利年へ平均各林分,1ーケ

キノ=倍ナリ叱 =型 ノ タ 卒ヲ 区別 人)し 力 総-候 林令 ノ 利 

年ヲ生ﾡﾡ ト芸 ヒ此像統的作 栄 =岭ク しヲ利用 トイフ=吾 

共=ﾡ伐ﾡノ長サ=反比ﾡス両シテー城=型々 ノ 輪比ﾡ=対 

ンテ共及領攻ヲ以ラﾡグス天し共分なう ナセにへﾡ令ナ し 

フ以ッナ り垂 ンﾡ ントテ ノ 堂林= 耐フ→\ 掛種 ノ 生長通 

八比例ﾡ=後桜ナに力故=ﾡﾡ卜ﾡ税 ト ノ 期ﾡへ人か=比ス 

レハ社 長ス= シテ他ノ生定予業=ネク しヨ ソモﾡハ大ナ リ 

ﾡ=交林生左=ヨ ッ テ 土地食ﾡヲ炊ム にコ トヘ永年店ﾡメ 

しへ カ ラ スメ地林責及ヒ木材商積ノ 利ﾡヲ長ク ﾡ浜ラサに 

ヘカラス ト発モ 保淡、巻型. ﾡ税双ヒ負ﾡ責へ共到ﾡ 卜共 = 

年 々 巨頼 支生セサ しヘカ ラサしヲﾡしヘン

へクク ヘ/



(/タ/P) 笑十三平 林太生氏ノﾡﾡ、ﾡ益計ノﾡ法

茶林極斉, 摂公ヲ向上気ﾡスに ノ お法= へ郡々 ア リ ラ音 

森林求利学=テ専攻スへさモ ノ トス番人へ之ラ昇スに=次 

ノ 七 R =法ヲ用 フ第 ーハ- ﾡへ程々 , 比吹セ ラルへ ﾡ伐及 

ヒ候えセ ラ し夕 に経済利年ヲ基ﾡ トシテ 林地 一「ヘクター 

ノ と 地ﾡﾡヲ坪スしそ ノ=シテ比ノ 合= アリラテ へ合人へ起 

業者 トシラ 塩林、・ 智理、 税 / 并 = 時ラ 次=シラ K入 ス 

へ次各株分 ノ話区入 ヲ理成算法術=式項本価=欧坪シ以テ吹 

支ラ 比ﾡセシ ム に安へスー林分 ニ対シラ 何 L利 (所西 

指寺) ラ以ラテ 共年入ヲ尚木定統生ﾡス マラ 昇ス 比 場 合 

ニアリラへ ﾡ妃 ノ ﾡ ラ算入 シリメラミラ他ノ 生を 本卜共=

入ノ大す 卜相対比セシムX/学ﾡへ森林高ﾡノ 手ﾡラ 

以ヘテ長益計質ヲ ナスﾡ林ﾡﾡ=テ へ 土 花貢 狙 ト 生士城木 

ﾡﾡ 卜へ各ﾡ=各にﾡヘサ 、モノニアラ スﾡテ ノ 坪 

ノ 目的ハオ人範潸的ノ 受京ヲラ素多 利去ア に作東ﾡス 

とﾡﾡﾡヲ査シ以ラ委林ヲき管マ ン トスル=アルナ リ

第m十r年 木材資本一-役ノ准項

前羊=述ベタ に各理坪去) 細記 へ 2 ヲ政利学= 代 会 

木 材女な一ﾡノ准ﾡフﾡセ ントス夫 し本材本ノ モ / 

P*本京生ﾡノ株介ﾡナリ トﾡモ式ノ経新上ノﾡ資本 

卜戸ーナラス、何トナし ベ幼林木 卜ﾡモ 合 =ョリラ へ 点 

主ノ場 =伐ﾡ* ラ し . 売却セ ラレ両ンテ 後売動 ノ 本 = 表 化 

セラルレハナリ ペリトﾡモ=ﾡﾡスヘなコトアリ 他 

シ 却シルマ大糸林=ア リラテへﾡ=政ルほ系=ﾡス、 

シ町夕 市傷 ニ 於ナノ、激大ナ レ分ﾡヲ有区ス とﾡへ サ にヲ 以メ ラ 

通多 ノ ﾡ入ア に卜 次へ老易 =代缶ノ 下落ヲ 宗ス コ トﾡナ )

比放=木材ﾡﾡ卜会ﾡ資本トラ戸一=専スルコトへ座命 

上ﾡラ 不可=アラス トﾡそ共巨頼ナルー当リすハを積ヲ金頁 

ニラﾡ ハスﾡ 用内作用=ﾡテへ大ナ し夫ヲカ フヘシ 天

〜22へ

し 生産過剰交ク し=ル要ナ ナ り改=年々ﾡ/ 入フ 

ナスへ と保就作栄: 力 ﾡ茶ノ 日ド に以上 へ木材資本 , 大サ ハ 

ﾡ代ﾡ ノ 浜=比例セサ とカラス

ﾡ本トシテへ調法正ﾡ積ヲ天ﾡスヘシ法正ﾡ積 卜へ

7V=-サエ ナに式ララ示スカロク騎代ﾡ店=全ﾡ林面 

ﾡ上=生スル生ﾡ整,=今, -=等シ故=ﾡさ熱伏期ヲ有 

ス にﾡ林= ア ッ ラへ資本へ甚 音大ナ L頼ヲ有ス改=比ノ 

知 作がﾡハﾡ本条的ナにモ ノ ト 省散サ、ルヘ ラス何トナ 

しへ式糸林, 央積ノ位へ根業経海=ペヶ し生生産ﾡ本ノ価修 

ョ ッ 大=超ス しヘナリ他ノ ー方=テハ比集シタ しﾡﾡ 

入再ヒーﾡノ 貯舌金年ヲ形政>ﾡ委 ノ 合=テ ヘラ 次用 

ス ルラ行へ シメ し特= 単ナ)し 上 限即ケ 不動堂 ノ ﾡ当が逃人ナ 

ﾡ格ラ 有スL卜太Pへ へﾡ時ノ 中ﾡナ り例へへメ政ノ 大

主*ヘ後ノ 和国へ現せ紀ノ 巻=会テ唯 ミ 此 ・ ﾡ格ラ ノ ミ 

引I表去> テ以テ軍用徴条金 ノ 始=歌政 ノ ﾡﾡセシヲ教こり 

K 京区 ヨリシテ ・林そﾡヲ ﾡ京微足 王ぎ シﾡヘカ ラシ* ン

や= 一天 , ﾡ的ﾡガラ受ス しへタ捨生上ノ 小万逐= シ 

ラ 本林 ノ 政立 ラ 支全 ラ シムコ ト特= ル受っ リ小ナ । し地主

こ左分臣、政率法与. 威券 及 =ボノ地ノ 者等=ヨ ッ 理 

ミ ﾡ木 ヲ ﾡ株>色E ノぽ益ヲ に之 力 為 = 森林ハ 客浜ッﾡ条 

・ に コ ト希= シラ式ポ小ノ 輪依期大+ 年= モ尚圧ツﾡ当ス ル 

f 送ﾡヲ条スにコ トナ ン



千※夫「産奈と、ての林茶 の本点」

c「そﾡ始業」コ"なォメ号、 デ炉ﾡ国大きる活す会、選祀2年女月)

( /34P) ........ -従って、ﾡく株ﾡヒいふ場合に は.そり 

中には、て ク百的 の何から判断 tてﾡずし北差業たる 性及 を有 

してゐないれのが共ゥーキそちりてﾡる。 このに. 林太ﾡが他のﾡ 

左※的経きと先ずてちがふところである。ここに始てか、 く 

まとい ふ枚令の外に、受にﾡの 一部 としてﾡする「ﾡ茶 として の林 

糸 ・ の 忌な をﾡかにせA ばな らない。 

・

差送ヒc て林ﾡとは. 林差物のﾡ公み至ﾡ取にる経ﾡ的利益 

収得る巨的とす3最ﾡ若ﾡをﾡか。ニ ニに林とと 3く 森林の 

ﾡす 3るﾡ冬考ﾡ概ﾡで み り . 今ち < き左物 . 別ﾡ名と ナa . 同 

にて、主ﾡ物とビ産行ﾡの主たョ日ﾡ物をﾡかてあるから、こ 

は林送の行はるる時代によリ、方より、又. 委該首の的4何 

=よって. じすし 北季一でにないが、ﾡ弾の林業に概』ﾡﾡの本村 

さ 主産処 と に てﾡ る。え. 林左物 の 左士 と ﾡ区 とは . 共の経皆 Dﾡ 
浜ﾡ句によってはせ行にハロい= と 北みるが、産業 と こ て の林 

概急上必ずに し英の常に併せﾡはろろことてル裂 としない。例え 

ば、森林の生ﾡにこを全く 自数の あこ r委A、経区哲口 に . か 

の森林のわ のづか ら進りお した林ﾡ物を計互的にﾡ京3 に 止 s 
べと き 合、ヌ之に友し. 経ﾡ者森林の 立、手 入等の行やな 

な し、ﾡ払せらたる林左物を探取ナる = とはこを 他に父/3 ﾡ合 

に才、ﾡ〜く ﾡ業 とにて の林系あ り と 云ふ= と を妨な い。 点英 

の突撃の方よリ 云ふ とュ 、産ﾡと し て の本業に . < の承極及 力 

ルのに あっては、単ﾡる「探取」一多をﾡ»た a ﾡ択求的林業 

てろるが・ ﾡくみをし て. か の進林に始さっ て枚受のﾡﾡ分に 総 

る耳及約林業となる- ﾡしてﾡ時に拾てほ 二の円ﾡの林茶が永だ 

並び行は てﾡ リ、Hっ 云まで れなく 缀步す固的種娛の 4のし存 

在してﾡろ。

内向だ素と に て の林兼は. ﾡみ庄翼上、ﾡ原生産ﾡに再し、又 

玄 我 の左茶中 の一師瓶を な ・て移る。両 こてﾡ的林求が玄次のﾡ 

送にﾡずる=とは疑ひをぶ小さいが、杯東的林英、ﾡそ心徒粋さ 

ろルのに至ってば、 その産式としてのﾡ項片、 あでに存在せる気ﾡ 

そ計重的つ採取ナ ろに止まる のでおるから、雪通 の 表架、前ちﾡ耕 

枚密等よりれ年ろ状業、 筑族、※ﾡ茶とY列に登かるべさ柱ﾡ 

の 4 のて みって. 共の経き上のﾡ質Yか至っ て 革純で ある。よって 

本冷でに主と、て 有及的林業 っ 、、 て考票 し . 株約林茶に付いて 

は.. 因係ろ ろ 合にて こに問3 、こととする。

三

林衆を物立 か生を兼 とtて引とぷ、 < ゲ、求る将ﾡの校点= 

林業技術=を装ﾡとせ 3-っ の表経済的そ送て ある= とは、他の合 

ﾡの直求生産迷の授合と要なま とこうは与い。従って林求と云ふそ 

咨か 存立す 引 の迷ﾡぼ. か か る 特支のﾡ街行ﾡに ﾡす3。しハ 

し互べら・ 受に一歩を皇めて. かか：3 将浅 の技繪行為の応用 を 為要 

とす 3 X の2し の の. そ の 生左行点尽のﾡﾡ物た 3 全と物 の柱及 でろ 

ッ、同し て現ﾡの林まにあって 生誕物 とせらつるれ ウa不材に外さ 

ら%か ら、い は※に左業としての林ﾡの特性を巻ﾡ しやようとす3に 

当っては. ﾡって先 づ木材の ﾡ京の考ﾡに治め aを重当とする. し 

かしながら、太材 の 性頁 とは云ってル、そパ ﾡ件ﾡ座 頁そのれのの 

研支は、ﾡ物学、 ﾡ林利用学 .-----等の耳約こすきと-ろてあっ 

て、 しとよリ本論の目的とするとこっ でば気。本ﾡては、 

だ. 左'斯かる 買料的 住残 が、、ーカにては木材の冬考場として の座京 

ス他お r始て 之れを 生産す 3ﾡﾡのﾡﾡのﾡ意を なし て居る 

ﾡり に拾て これを考ﾡす 3。

ﾡくの4く経 消熟 としての木材の性ﾡが、主 変養 延物 の 球 な 第一 

次目約の生ﾡﾡﾡ己でなV二と、またﾡ平の低い新灰材としてはの 

為. 一ﾡ 用材 として、式 の 利用万 志が•概ね 単一 で お ッ、 っ て メ

ヘ～ ヘクSへ



...... ﾡ対的にさ. 木材に対 る商受 の及をﾡし・ 安ぼくの 

央 初登 先か らしむるﾡさそなしてゐる。 とルかく2し 木材は、 

ﾡﾡ工業予又は桜左ﾡに比し. 一般一英 ○おうの己合に格極ﾡで 

ある と共に、共 の信格の友動 れ透例に= 写の生差物の4 くド※ 

し く 無 い。

次 に 木材 日、斯く の北く 、 経活上にﾡ調大ﾡ区物て あるから、達 

殺に不ﾡで形り.ﾡって系列を因ﾡならしりる。 --- ってチﾡ 

の屋報資を受する北のにつっては、生左セ ける生ﾡ物の格にみぼす」#ﾡの泥者 

に否しく、笑ってヌ、生ﾡと消ヌとの円の西的の大小が著崇の条的及にスばす形ﾡ4 
なきいい . ﾡ Lて ﾡﾡのﾡ的及何は、ﾡに、二にやじた*ぞの選普形窓そ 生 とい の で 

»るから、木材がﾡ経海上 の大登気物た3 二 とa . 林英 分型多 

様の経き形廷 を存在せ む る原西 の一っと万るのてある2

回

本素に拾ける生差技ﾡの水戻と特ﾡとを制称するﾡ抵と、て の木 

材のﾡ京2塚る と.発- にはてが有ﾡ的生ﾡ物 であろこと、気 

=にてハは ヌ野ﾡﾡﾡの 式物 でろること、ﾡ三一そに愛に 新か 

ろ野生ﾡﾡのﾡ体の神及物でろる 二 と、これ でみる。

ﾡ一に、林業の主左物たう木材が有ﾡ的生政物 てみるつとは、林 

業と云ふ、左求の産行ﾡの中枢をなす しのが有松的選ﾡでうる と 

をき妹ナ3。 要するに、有機的生•羞行思の 先動 と 里行 と 

を順調且っﾡ区なら しむ 3ﾡ政的行角 と共の生産ﾡ※のﾡ行ﾡ と 

Fﾡぎないのでろ3。 して以上ﾡ〜た= とはな救 の凄業ヤ のﾡ 

て の生産にﾡじた ﾡ本ﾡﾡﾡ右め であるが、今こを林茶にﾡいて 見 

ると. 其の程友は一ﾡ大てちろ。

考向にな示、てﾡる。佐っ て立ゼをﾡﾡ み れの ゴ 林の ) 

さ . =) 芝努、 = ) 気候 . いxr) 天ﾡのu こ以て共の 主要 なま れと 

する。.......林茶にﾡいて はヒ関係に〔渋ﾡよリ〕受に著しく、 

-..... =つの方向にてそ の特徴を 示、てﾡる. 印ち. 第一に、

林業に-般ﾡﾡは リ 北立の性京っ いて受ます るとこう ほ少意 い 

- -般ﾡ業の受本すき土よッ -ﾡなく以、くE>決せ 

た引士 地に込 て しこれを 行ひ得ら ユ っ 収支指ﾡふが、----- ォ=

、共はx. 立地の 先天約性ﾡに 求書こ 3、= とﾡめ て大で ある ・ 

琴素が地上にﾡﾡす 3戻りは. 規刷正 し林業によ っては 

火力のﾡるといふ二とばらさいのてろって、可ち料木自らの働き 

-っ て天ﾡ を ﾡす る作用をす引 みて みるが、 そ。 受面に拾て、 

ヘに+っ て森池のえ及 を欧灰すて ニと 挨常上経な上の理由 さ ッ 

してﾡめてﾡである- -....

発三に、林業の左物たる木材が、ﾡ木の主我初ﾡち村体をﾡ 

戒せ3予来からは林業左共ﾡ上に三つの特区をする ・

その-っ は. 林求の生左ﾡ店点が極 てほﾡでろるこ こ 二てあ3

その二は 林ﾡの生左通程には送に»け 引がき自ダ的宮産 

終ﾡのﾡニとである..........

そ の三、生. ま 厂 要す る 画根 の 大な 3 こ とﾡ れである。----

五

. Sehuwappach. 下orstPoli uik,Jaa4- w Fischereipolit: K 少?5S.-4-2よ.
)大内ﾡ次ら「ﾡの本え」(社さ砕介ﾡオノたォノマ) お 奥万至•2 4 貝、

W.Schiナt, Leberwose u beson4erheite LerAarar-
PolrtiK(Arcrvチir Sozielwisse TL schaft u4 SozialP- 
olitiK.(夕25よsBd) S.«4ナ

オ=に、株業の 生産物たる木材がﾡ生ﾡ程の生ﾡ物でちろ 二とは、 

丈の 生左が「自な J に依求す 3二と のﾡめ て 大な ることを示てﾡ 

る. ....... 株茶技やにﾡて は 、 ﾡ式から、之 Standort と云

ふ一扱的ﾡ許を以て、かの土比をヤじとする 諸自悠的生をﾡ件 を弥

へ夕ど～
ヘアクへ



平田ﾡ夫「ﾡﾡと し こ の林ﾡの特」C「至清論友→ オ24歳 

オ4号、ﾡﾡﾡ国大学有学会、ﾡ2年。月)

(8»P) -

林条の 生た近程の 中ﾡを ata し。 が有ﾡ約返ﾡでろ3 とい う-

---- ・----器一のﾡ員は--------  林禁は一ﾡﾡ求と円じく検ﾡの 

利用の ﾡ会 に冬 しいﾡﾡ乙みるか、林地 かア以る n と玄大なのとか 

らして、英の及 はﾡ求よ リし一 で人 乙ある。た ベ通例 . 林のﾡ& 

が市ﾡま り 岡で あり且 作業面ﾡ のな大Gs ﾡ係上、生左物 の 城去 

にﾡしておﾡの別用され3こと ﾡ的 多く且っ有コろる児3のて 

み 3。

........ニ の 合、ﾡ本とﾡふのは、所調私名有上のﾡ利本乙は 

恐くして、国民そ有上ﾡ生左の見地よリたる資本、Fち生左資本 

をﾡし、林ﾡにと っそはﾡの主なふし» は、建物務具機械及え曲 

翌輪設ﾡである。-  超中機構'についてほ、- 林に 

Iナ 3利 用 のﾡ友はﾡゃ て 小でろ ッ 理物及炎適王ﾡ設ﾡの 4uさ は、林 

衆 の中左 闪至を蜀孫に 点直接参與之 北のであきから、ﾡﾡ生左 

の青ﾡ的生左行ﾡに»りる資本祖永の凄は、 エﾡは冷、一戒g ﾡ
へクタへ 

にべ て し、証め て人さい と云はなけばなら ない。

恭: る に今、 本とい小ﾡをた< をﾡC なふりﾡたﾡ) みかに 

ﾡす8とさは、干,馬口ー茨 して、林は校て 本ﾡ内コる左業と 

。 3 ・ けだ この場合 には頃本NTち 生左武中 には 上の 生左本 

以外. 林た & べ後立するく ﾡ年 (茶の 場合 = は林木 営ﾡ ホ年入 

さ止等 の 生雇 手 の e こか労 ク に対ヒ せらみ多ァでみ引ハら、上 

なせう と-3の労ﾡ粗みさ ・ 宇中矢は也ち に回本東や9 を 起す ヨ ニ 

ととﾡ引のととあ引, しかヒ なが ら 今生等の 内係を以下に少しく 

めすば、-中に林茶に殆乙さ、 共の生起に大ﾡ積の土を玉する 

二とから して. 折消拓年作茂 Dﾡ合に あっこは、たとひ、生 産点ﾡ 

の 当 切程子 又 ば茂 木 の 形にて生ﾡに択ゼらるるﾡ本成ﾡしく で 

に て れ・ラ 生を 行ﾡヤにﾡナ多ガ物し示上く 比 ﾡ的 屋 

少でそる でらろからさを生と 面ﾡ に対寸する とさは、 一般求茶の 

れきﾡ的小面ﾡにシ重ハ労けをﾡ用す 3北Dに比し、 者し、ﾡ本 

無約否 3 4 の と云ばぬ ばるらるい・ 受に の彼立せ 3答送体 し て 

の林京に とっ て え 今型 的お作茶う法でらる とこ 3 の金年 作求去 を 

ﾡる林業逐ぜに翌っ こ は ・ に共の正 市状ﾡのれ にろ っては、a 
述せる w く作業 の京 上. か の除央の示す 校と 口炎 で共 ・る々 

ク大さﾡ々相 埼 し 多攻林ﾡの 存在を必受とナ 3の永なら ず受 に x 
写の林地 上には、 そそハ、かのﾡ表年次から代ﾡ年次に至る 

ョ c 内»阿 か の 料齢を 有する 林木べ、 マの年 次に 元じ た 正帝 s 
生長状窓る係っ て生立して ﾡるけばほらない ・ 印ち攻ﾡ »係 

先をﾡ るべ場 o に. く 多徴 林 と 巨大な る 林木留被 とを 受 

る- ﾡしてかかる林木番ﾡは 元求、一ﾡ区式にﾡるﾡ本のﾡ 

年と生ﾡ登の多年 の積によ ってﾡめ て形成さ A1 るれのであるが、達 

与作業に拾る年々 の 短式 の 材木収 検 は、斯•株 ・ 枚木 預中 か ら .

ヘタタへ



ﾡ の 収要 年次にﾡる系し ﾡﾡな林 分の伐示す てﾡ収さ A ③ の 

でうると同府に. 二に対して 13至年友の林木生長 によ ってこえす 

新にﾡﾡさて 行くのである。栄っ て林木登烈は共の生と行ﾡ上 り 

ﾡから云はば、共はﾡろﾡ製乱の巨大さるﾡﾡ とれ 云るへ き 山 

のでさみるが、さそ全体として夏ﾡナるとさに、 年作ﾡにつって 

は. 其ば林と令して . ﾡ就的庄産にﾡけるﾡ以の地位をちめ回文 

ﾡ本のﾡﾡをﾡび、年年連ﾡさる百木えは橋在さるﾡ子は.同 

じ<原の地住を占めニととるる. 従って 翌年作まをと 3 林ﾡに お 

っては. 回起資本の 大師分、原料及 生産物が同- 頁型のし Dである 

と云一特核を有す 3こととちるのであるべ". かくのく、 共の 

経営上之大な生産面ﾡの外巨頼の林木本の回ﾡるぬ受 とす 5 こ 

とは足年求法を教る林茶 をして 卜常に項本系約た らしむるので功 

ろ。

三 .

第 三 に、 林業 生産 の長期 を受ることと大面積 を受す 3ことヒは 

俊 って.あのづから、経送ﾡﾡのな 大 と 去ふ、林求ﾡぜ形ﾡ上の 

特徴を生ずる。.......一伐杯面ﾡよ リ当ﾡの 収入を得るべため 

には、勢ひそのﾡ探材示を当多ﾡにする悠表がある.-. • はの 

地、運ﾡﾡ術、取引関係寺に付いてし 、そ清上有利石老ﾡを挙けく 

がた あににﾡ程灰以上の大ﾡ生産を前ﾡとする。尚文、諸在の様特 

上のﾡ係、例へば、諸をのﾡ速 ( 頁老大災主ﾡ) に対 る防祭予費 

とcて. 大面積にﾡ→ て-ﾡに 音伐す 3 をﾡ各に相ﾡて て伐採 

語を垣択す るが為め にﾡﾡ保列区て送 り得る こと、やくの 年数 

をル受 とする 天然受新そ ﾡﾡ しる こ と . 火災に対す 3 自条係険 a 
さc得る こ と、ﾡ人林分め 交え錯に よ 3 作繁ス管型上の 不 侵不 判 

そﾡけ相る ことなどのﾡ々 の尽ハ らとて北. 林業ごきに とっては、 

大凝ﾡ委老 の方が小規ﾡ冬老さ リ いに勝て るのでちるミ.

.... -共のﾡ因は、 工業にると大にﾡって思る。即ち. 欢 

時工ﾡに みて 大規ﾡ委き を益々有利さら しめ て思 る尿因 は主 匕 I て

ヘ/00 ～

分京と炭ﾡと のだこに 士づる しであるが. 林鉄にて C ・支に及 

し生と物ス生左手費のﾡﾡ的准属と . 生左物のﾡ裕が英のぶ表の初 

合に ©京で あるとうふ李索に基いて思ること さ でおる.シ

秀に、林茶の生産に長年月を受することば、 致なの校卓 

友をﾡめ て 受受なら むることよリ、 スは 巨頼ﾡ本の回えを 必 

受とす3=とにっ て林ﾡの炊利准 を制取る ・

..... 一支年なに収税こ挙ぐるﾡ年作茶にぬては、------- 

生産ﾡﾡき初様入した永ﾡ浜本は.   故十年乃至百数十年 

校にﾡてﾡめて回収されるのでみろから、 之を同工ﾡのき、ﾡ本 

の 回ﾡ、戻 の証めて な3 北 の に比べ てばﾡ謝、-------  通例- 

年一回の ﾡ本回ﾡをねす -微ﾡ送比ﾡ こ < え裕役の差べみ る、

.........x. 連年作業を振い、来動資本の日ﾡ避長は一殺表茶の

く-回のﾡをすさが、二による利途は、 他お木ﾡﾡとい 

ふ巨択の ﾡ本のﾡ来によっ て 相殺さ マることとなる。 =の問ﾡ安は

茶 の 利 性を制ﾡナる受ﾡ因の-つ をなす のでろる。

ご

ﾡ五に、........ - 林ﾡに" てば、- 生 崖行連 に 故十 年 乃 至百

次十年の長年月をﾡに、 しかし共のﾡ項が、 対的量先ﾡを時ぶる 

有機的ﾡ程 であ3ハら、 L 当初 の計ﾡの不五 当な こ と が発見さ 

た合 . こハる 生産行ﾡの行ヤにてﾡ受 しやうとしてし、 ちる 

型及 でく 例へに.作送程、ﾡは期の交 受 )は改 し得るが、生産 

ヤの物を ﾡ牲 にす る ので•及け ハ す、 を板 本的 には友 史す ほをﾡ 

ない. .........ﾡに 対ナ 5 面赤 性に . の左業に比べて顔る 小

こいれのと云 ほな ばr及 らな。«)

次匚 生戻改遒上の闵係に於け a 市査た准に付〜て考 ふる に・林 

ポ 生理が'有機的過程. で あ 弓性京上 . 共 の生定通ﾡの シ又は途中 

み引 九の に付レ s さ. 市あ時受 ※ﾡに応じ こ が生左をﾡ契充

-/o/へ



せしカ て以てﾡ授にﾡ ずるとうう がそロ きこと. 工茶ﾡ品 の々さと 

要っ て、全く 望み得られない ことでわる。但し他ラr拾て. 共の 

生左の終ﾡ近いル のにあっては、元末ﾡﾡ的政ﾡ期のﾡ在せざる 

ものであるから、愛清示の形数にﾡみ て強時にれを収、ﾡ知ナ 5 
二 とがで さ . 上丈の制ﾡ &坂和 3物3 そナ み様てはろ るが、林業 

のさ 浜ﾡの生定ﾡ府を要 し永統性を有するﾡ英にあっては 〒 

こさ将まを尽っ てﾡ式されたる百列 a業計回ﾡって そ送Lて缶 

か』ぜならないから、ﾡ与系気の時ﾡかに企送し不系気と共 にキ 

止する と云やうな事を許さきのは々弟、一埼にﾡ多の林木を伐 

採す 引二とは. やがて ﾡ茶国 を破り、零業 の係先性て き し、ﾡ求 

の 益雄 て ﾡふ こと大© 己ルのでみるから、こ D忠に冷 る市ﾡに 

対 ナ ふ売件 北顔るほらた 礼の と云は3 ばな らない。=だし滋 I- 
注矢す べセ ニとは. 林素生産に 囱然 的ホ裁期 な ミ しのが存 ず且 っ 

生産物*のルのが-般表産物に比べて係存ﾡにﾡむせ票と して、し 

I 市ﾡ不承気に ﾡ会した 阂合、収入 ッ ー 時的務少を忍び将る に拾こ 

はある理友するは一時区採を延ﾡしえぼﾡ面承を滅少L . 家は = 

と ひ之 2 は採し て 4 ﾡ材内に 之 八な時へ遷き、近さ ﾡま 公ッ 

るお系気の列森をﾡちて収ﾡろ翌処分しﾡろこ と支れてあ引。

ないJ)である。

受 に 企※上に る 危険に付 い て 考ふヨに、林茶は共 の本上、 

永ス係読的rにそ送さるべさ のであって、栄って、条久約さ起素計 

ﾡを立て支を大ﾡに行す3ことによって. おプから そき の目的 

ほ宝せ られ かの一般ﾡボに思るべきﾡﾡさﾡの不ﾡ矢ﾡを有に 

&い. 又、生左物の市ﾡ肉係に付いてし、......... 生左ﾡめﾡﾡ 

と、林奈凌の安ﾡ水の市場起たﾡとに至さ . 渋作物工ﾡﾡもに兄 

るべ々き価格の燈数で玄動は生じな い ・ 従っ て林茶至送 首は、起= 

業に か、フ 3が如さ企送条的才能て必受 とx* を拝ふﾡ会 t三し

・............

y

六

第大に、林様経 咨 か- 特 と ・てﾡぐべきにそ小タ会確 契性 で 己 

る.

.......... 木材べ、宮に共のﾡ取後小里ﾡみスﾡ蔵上にてﾡる 

支全なばか りでなく、ﾡ産物のﾡに 自☆的収ﾡ期を有し ない ﾡ係上 

一来の時日内に 灰硬る 了 へaばならないと 云ふ制がな く、休→て 

収涙 のﾡそユしたがた力生左乃結ﾡを滅却する と云ふ英小ﾡい、。 

こ でみる・ 両して又共 本 ﾡが野生樹程 のﾡ体ﾡ政物及た 3 涙係 

上、裏作物 の 如 老人為的造展物と 契り、天条上の危に対す3抵抗

は比区的大で ラヨから、ﾡ材に始 不 作とモ 、株なﾡ象は起 ら

～ /22 〜
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しドルフ ・ゴードベルゼンき, 太田ﾡ李訳評

「ﾡ業経済き原愛」(受林会、昭元8年ノノ同)

林ﾡの生左受系

(とP) 土 也

土は共の上に新林生ﾡが行はろ、主台でらる。 士地の生左が 

は 共の名物的 ・ヒ学的ﾡ皮に肉係ある のみな らず両北攻は 等 

よ リ 北夕く 共の物琴的 ・ 生ぬ学仰状ﾡにﾡ係がみる。土の生 

左なヌ に矢候条件ﾡに林木孫長期両中 の 登友及 び円ﾡに彩象せ 

らる . ﾡ物同化作用及び作問の ためあ求系及びﾡﾡを概 京す 

る上 の空町a 土の 耐再物 と見ﾡこる。 土地ﾡﾡ及 び気候ヤ に

て活ﾡする図子の総合を そけて立地 と称す。休たっ て 立地さ材木 

)炭長にスぼすナト部作用の係持者で みッ . ﾡﾡ自体内 口に活ﾡすま 

自※に対ナ 3。

西在土 地利 用 の 象内 な るあに みけ る林送用は一面始 て は 

渡禁用地と、他面にﾡてはﾡ系と史す。

林屯 ヒﾡ地 と の快は音量ほﾡ的考ﾡによ っ て 決 らハ ー般 

に森林はﾡ 茶利益のい 土からﾡ至セ らる。 の 府はは 

忍業の段に 林業の承気に ま ってあ接す 3。休っ てﾡ業利用せら 

巩 た る土が利盗が気< な ったﾡめ林業に ま つ て 占領せらョ 

ことがあリ、夫 によ ってケくばあるけれどし 利益がﾡ侍せ ら 

る ・ 時 上に立氷にﾡ業がきみ得ら ろ 、 土池であって し土比 至せ上 

特列な係守的員ﾡか ら又は時ﾡの有肉係炭は個人的ﾡ係の た め 

に林ﾡが冬 老さい3 ことがみる。併しながらこと文の 陽合 は 今 

日 の授業が井幣に 会初的で あ り且っ盗たﾡがろ 3 た めﾡめ < タ い.

林地例 え ば&ﾡ斜な るため林ﾡ しか ﾡひ得ざる がﾡさ林地はﾡ 

対ﾡ林 と称せ ら れ ・ 業- 北 使用 し得らる 3 林 は をﾡ 

対的林 と呼ぶ.

ﾡﾡは之をﾡ林可ﾡ ヒﾡ林不可ﾡ比とに 区ア し、者はﾡ 

年月向にに天ぶ力にまよつ て住々 森林 が 立一 する・ ロﾡﾡが元 

※のま、ﾡ在す3愛由は 支林 の不列益な5= とが明か8る か※ 

味なさか又 1コ 折 有 旨 = ネ尽さ ためでろる. 国家のﾡ系林ス 

がﾡ類支林の 国表的強制メは国家的耐形 の同ﾡ 旧林業我泉 学 の 

先西にﾡす s. ﾡ林不 丁ﾡセばぎ石受生池ぶをﾡﾡ以上のムﾡセ 

双び低湿てある。系ﾡのﾡ表也は林挙は不ﾡであるが、 ※茶 

に 日 充令利用 し 得•る. 砕地の 次硬力 は粧浜近は-の支化せざ 

るしのと考へらた。 たの見ﾡの市のためにa 収執ぶ がケ か ら
・

ず貢旅したしの で、多く の)林茶音ながな大なる林分渕えに準き 

て組立 てﾡ々石る 位に 沦け a ﾡ々るさ 岩程の法正林の生長そ 

ﾡ双び 収ﾡ を示したれでろる- 位 夫来 の及と してはォ/ 

林分の -え年令に ヂ 5掛所る 以 C ラ、 ち王わのく のﾡく、 

て決えせらたる 主ﾡﾡだは不返受始ののでろ り、ﾡって土の 

次ﾡﾡ力並r 屯位は不 返るあると毛へたの北き寒である。 マ 

乙しﾡ地におりて は祭物なき 作逆一 ま リヌﾡ部をるなﾡ *って 

伊統命 /産基 を ﾡ に谷5 - と が かでみるハら、林に カ リ 

- a 同おに 適き互5至送力法によっ て保死的にﾡ力のﾡ査を為、 

得3 と ふ結に 西つに司すミッで。 に高Mclier にﾡ 

沈林と てF求たる B_onuthore.n, Komwe rherrr vo 
Ko/itsch の存林て 2 ヲ年回に 生産ス 具なる 力 を乙とた 

と主ﾡして君る。彼 の研は本的科学的再検が示 すぬく 英ﾡの 

余り的を外てﾡる。ﾡしながら Moller によって 注入 さた 

孑 ﾡﾡ林更ﾡ は林表ポ ァー 報的殿ﾡ とaっ たﾡﾡて みる。印っ上

「生ﾡ才は土地り状ﾡに知係 し、ﾡﾡの木材生産に正幣な 3支 

下ﾡの分解. な物士 契 ・高ﾡ長 とﾡ合、団 粒復載及び整室を る 

散生物を有す 3健全日 る林にのみ期ﾡ し符 るとﾡへらる、に至 

った。

歴在に求てほ土屯生走力の g孤の 例よリ北 滅長の例 の方が性か 

に多い。ﾡ /0年商て安ﾡ の林木珠に ダウー・ プナ ・ マ 、ノ 

p 气 林 は 政状さ の下に在リ ては土をり な 乏 で係ち得る
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い一 とが明か となった。 のやき状好 は石灰の欠ミせる合、平 

ほさろ合、多なヨ ﾡ合. 湿友のﾡ少さ ﾡ合起る。収硬力の百 

しきﾡ下を解ふ士 地 の契ﾡは林木ヌは依物の分解せざる下物 

の浮話形ォ、褐植質と敍物土系 ・ の恒ﾡた る分存及び、修物土象の 

ﾡな 及否にまって項否となう。ﾡくのt> 土の収ﾡ力のﾡ 

替なる滅長にﾡてはﾡ近特にEr4mann 双び W icdmann に 

よって 示さ た。

土地の ﾡ逐る々句- して 彷止 ナ3か.又は 拈•可 に して治京す 3か 

は林業技ﾡ上の内ﾡでみる。※ﾡて はﾡ士 の生左力 りﾡは 

Bare rther& に殆て示さた く、林ﾡ在 り てにﾡﾡと 

円株に本の投下、 人又は機ﾡの労ﾡを以て行はま、のみんらず 

之以将を 行はすとし応当を 3 ﾡ方法に仮っ て 派誘将し得ると云 

事契に対に て 乃み際じ そ持っのでみる。数に て林茶に リ て 

は作ﾡﾡ写着の殺育及びﾡ教水契にﾡ要 となっ。

資 本

株業にﾡてﾡらナ る生左資本は一部 は固足 資本で みリー部はﾡ 

ﾡ資本でみう ・ 同夫貢本は林求にﾡ切さ 3 る ﾡみ び不ﾡの物 

的形産が之に名し、ﾡ用人の住宅 ・ 造英小星 ・ 昼路其の 他の M 
設術 ・ 使用ﾡを ・ 労切用具野像々 に消ﾡ らろるいのてある。林 

木書ﾡ林のﾡ貨本を形政し 一輪伐期向に 計画的画検せ ・

3- 塗てれ ホ林ﾡに特有 で 3林茶ﾡ本Jﾡ成 テに て n 
みス研次すさ のが税々 の目的であるか ら、我々 に*に林太ﾡﾡﾡ本 

の研ﾡにのス制ﾡせをなければならﾡであらう- .

林木話ﾡ資本は生今あ3 資本であっ て、 産さた るﾡが収ﾡ 

せらろ、・向金は 同時に生ﾡしっつあろﾡ本てある と云ハ点が他 

の資本 とﾡ る ・ ﾡ期に ちる林木が何が索 3 ﾡ由 よ って其 の収種 

を / 年ﾡ交ﾡ すョるら ば此 ノ 年向に契に-つのﾡﾡをﾡする. 

之れに似た卒契に根業の政 3今科例へ ば登ﾡﾡ検ﾡに見士 しﾡるの 

みで あって、他のﾡ英に あリて はルﾡの時ﾡがぬ数石 3概令にま

へ /06 〜

つ て 明際に悪え之 3 の が帝てある。ぞし々 は林ぶにて <レ ホ 

林木ヌ はﾡ木のﾡ熟とﾡへることあるが、 これはる外面的の 

現象 によって知り得る も ので成る < そ消的琴ﾡにﾡく ﾡ衰登で 

あ 3. 台古裁ﾡはﾡﾡ主が標 ヒする前ﾡと目的とによって更 

り、従って 輸伐期町ち林から林会 の 収硬 .至 る 蓮の 計画的 期間 

の 岡通に現夕- 全3各林ﾡの主絵の同に ミ見 のぷる、中ぷと 

さってﾡ3ことにかでみっ ・

林木話積がﾡやある浜本と し て の他の特民ﾡば夫が収覆の 西 

同士地 と告合 とてでるこ とでおる. 比徳合a 上 と林木 向1- 行 

はるﾡい相互作用 とるっ てﾡにれ 3のでろる。ﾡ にくしべた 

く京ﾡ の 産力はﾡ健全な 8林に のみ期待ナべ きでちリ、株池 

は ス林相た の林木が生物学的に怒部合なる状ﾡに立ってﾡる ニ 

とによってのみ健ﾡでちり得ミのである。Mdller ・は士セと太 

木との比交ﾡ合る生令の共口体スび比共口体に彩ﾡをスずす古 

ﾡび下野生物のせ平に対して「森林体→ I wo.ldwcsen)と今 

名した。彼は 森林を 一っの 有株体 と塩ﾡへたのでる。

林木蓄満本のォ s の特賢ﾡ台非常 に根期にヨってﾡFすをことて 

あま。 知林よを除、いては谷、林木は人の枚代以コにって存する。ﾡ士生林す3と し 

彼却大へを収ﾡナヨーとはﾡく ご不ﾡである.ﾡくﾡく長ﾡ向を要す 

みため D林茶の ﾡなる 区益性計ﾡ北ﾡだ導函なるﾡ契の 土に立 

っことに砂る。表々に /o。 年向r 木が+ロ 何程の価格-る 3かを 

ﾡらない、 ス何で引利キ が其 » 時皇支配す3 であらうか北ﾡら

い。

妹木ﾡ浜資本の 生左な は- 部は 林木 白 身が特っ て 居る自 終カカヽ 

ら、-部は立の外部作用からよっ3しﾡでう3が、〒 ﾡが 

生さた 掛幹 の上に年々頑み 家な マことよって知りﾡる・年ﾡ 

の合計が林木香ﾡの連年材積生長ﾡで ある。ﾡに 株木ﾡﾡ本の 

緊5高さ がそ送ﾡの寿た に合する しのであッ、又 此 繭、にﾡ 

らさけばならﾡ認合を乏へる gら 年 々の木材ﾡﾡは年々 

の林ﾡ式ﾡ垂 にﾡかるべさであろう。併になが ら林木の 各ﾡが
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生長室 の 群茂に夢与 ←し各々の 材木は 位林令ﾡ種ﾡ内及 け ま 

って戻っ た茂長を なす ため、生長ﾡの正確なる測文は基戸田ﾡ 

である。教にﾡ吹に殆ては利用ﾡは生ほ受によらすして-部は令 

ﾡ肉係を本区と ・ てﾡ高令林分 の材科測た にま リヌーe『同区系系 

にまって 烈文 す引のでうるが. 比場合にﾡては 令 と経そ験とが運 

表で ある。

多 < の場合率業者→利問三と生侵翌 を正確同一な らLめャう 

とるへ引 しのでは合 ﾡは 多く攻 はク <ナョのてある. 町者 に 

あ ッ ては林木畜真資本のﾡﾡの利用のみ止は らず乱係作ﾡとG 
る ・ 林業のﾡ哲はマが率業ぞ の判断に彼告ナヨﾡ り乳採作茶ヒ 

系ﾡ作ﾡとの示っ ・ *彼が判断す引場合法ﾡﾡ制ﾡべﾡい 

険 り利用ﾡは生長型を企かにﾡ通 ・容林木苫積資木の大評分をル 

利甲 に本すの である ・併 〜ながら快保跡地が再び佐林さ さへす 

小ば林素は作芸に し て〒断すョ ル の ではない。ﾡく の々き乱探作 

茶が林ﾡ政ﾡ上ﾡ 断さるべ さてあ3 かば ※に速 ホ べ さ 向 程 

では互い。

さ と友対に利 甲ﾡが生ほﾡ リれ い ・合は林木 口徐々に画 

ﾡさ従っ て生産資本は容加す3。ﾡ場合に は森林ﾡ利計算 

による台物的町書銀行のﾡﾡを右す。但と要 の利条は包く して あ 

衣浜本のﾡか にっ てﾡ下するのでらる。

大ﾡ分林木ﾡ積浜本よ り 政る投下 資本のﾡは之ハを他 の生産 

受 系町 ち 土 地ス びラﾡにナ はナ非 帝に大で あって ヒ 点が林条 ゴ 

貴 本的に 票 的なる産 漿 と して他と契るである。此点 に 照する釈 

業と の差撃は項音でろる。岗本栗和辰 の 曲進 目 固受 資本 くポﾡ ・ 

運殺ﾡﾡ ・ 男 体 用具 の 階加及び 改良 のﾡス びﾡ資本 ・ お木 

寄ﾡ)の ﾡかミ よってﾡせらる。

業主がﾡ存 の 林木ﾡ積交 共 のﾡさに 維持す 3かﾡずる かヌは •W 
次ナ 引 かの判断は. 率業自占の去ﾡ的制ﾡをﾡ外に 産 < 合らば、 

一町にﾡてぼ彼 の金劣に 対するなまに 支配され、他回に 於 < は彼 

が率茶の根ﾡに語 く』事ﾡ耳的によって決らる . 林芸の

市業目的べ び共の林木ﾡﾡ資本の評夫に及ぼす巻にﾡて Iコ「林 

茶の率ﾡ百的」小年になてべゃう。

(/P) 時

非同業祖合向西民経済ﾡ台は生産表系と してﾡらたる土・ 

浜本 ・プゅ(==の 人は 外に倍日台 ﾡ材料 さ 附力す る) の外に 

迷さ少林素に於て時を以て生産委系とする = とは快 しとせぐい。 

林末は の生左最程が非常に根堀向にﾡリ愛々百年以上に t 及が 

二 とあ引点にて地 の経ﾡ部内に 対 た 特株ﾡ的 位を 係っ 儿 の で 

あ3。時夫自身のみでは系よリ 何な引程額の生左物を"生産 

に将ない= とはかるあっ て、年ろ残余 の 一ﾡ よくは大以上の 

生産 ◆要索が带に時と共に 協同信用をせなければなら幻。併 こたぶ 

らﾡ余の生産受素な大小合身ﾡては英 〜て 作用せ ず型 : 合 

して市て 互の相肉関係にて給めらて作 用す 3のである・ 林業に 

なてに生産はﾡ南に 時 と ﾡ係があるか 特すなる生産要ﾡと と て 

時を今へ3こと は正 当でな ・イ さらな。

お奈にﾡ求に犬て作用す3 一っの 生産委素がﾡ○有部口F発 

ては作用はない と老へらるゝ 程処の室有とﾡ本的に相、てﾡる 

ルのではでい。 教に先ずﾡく の之見解が一般経ﾡに冷てし 

か炭之〜得るゃぞマを研し ャうと天ふ。

全産受承の文義は文献 まって要る。こを *字量 りに師求、 

て生産愛系と は経ﾡ的考 處 の 対求 をなすの生産にと受汚る受朱 

< ある とする召 らば時は印ちに天委に合歌する ・ 生産 にて 百 

=のきかレる 自※ の物スでカ、叩ち空気 ・ 日光 ・ 海皮等生座受乐 

に相当ないルの の中に時を之てっらさい。何こ Gば時は 

孫 育人に まっ て緑制ﾡに使用 にﾡら小たいか らである ・ 生産ﾡ 

の埼ﾡは非幣にラ < の 合ﾡ的芝の対験て &りばならや ・ 

消ﾡせらいた る時は生座股の要耒で あッ ・ 母のﾡ約は責用の訴約 

で ある 、 労気のﾡ典ば夫よが程払にま るとき とし ﾡさ天 

ろゞけカてになく して消ﾡ さ 以 たる労時向である。
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ラ内ゲ末台身のみまっ てでは砂く して時と絶合する 合に 

のみ成を素す と阿ﾡrに、資本 北不夫各昇平失 の状窓にかて ごは 

で<時 と場合す ヨ ﾡ合に? < の み次盗を与へ 3のであき。 利子は 

され を乏ﾡ的にﾡ涙す 3&らピ資本と時との生左物である とおへ 

らる・ 何るる収益ﾡ北左を生雇手段と片にの消浜にﾡ係せ 

し あてﾡ示さる .

夫茨ﾡを以て特殊な 3生産受系とどへ 3なら費ぐは= っ o 
的生雇透系ﾡち土地ヌび資本対L =っ のﾡ表ﾡ生産要京mも 

労物ヌび貯を対之せ と得る。

ﾡ表の原生林さ任有ﾡに利用 に巻めた次 の所点にて森林は人 

に対にて 至ﾡﾡと さる。之れ 百 生産委索労的の作河ね < L てﾡ主 

他と時と のけさによって生じたのであき. ﾡ奈林の利用が能乱 

ﾡ的で&< 保店 の ﾡﾡﾡﾡ尽にﾡっ て実行さ x 3るら奈林 の 

林木は占有 と口時に 生た資本 として考へられる。以上の ﾡ合は 資 

本 の形びが得師今町3く外の 方法を以て し て試し得ら3、 

- っの例であろ。原生株か e 人工林か更起 す s とz う 率実 ( 新ﾡ 

によ る森林は別肉ﾡ として)は後にべ る向ﾡではろョ が、お表 

の 収伝ﾡシォ ﾡがの 又ほ負状直後 の士か らめ らべこ さちま 

か、印ちき祭を検へて 云へ 生林貢が生年ﾡ と意 e か又 はﾡ令株 

今 の 収獲贯とるるハ とマ品向通を 列断 す 3 の にﾡ要 であき。

材太 の旦株から収渡に至 る2のﾡ同の長さ 合 には林木の 産 

浜 となるべさる支むはき奈の収在ﾡに対に て霊大なる遂員を有す 

る北のである。収益佐 の向 上力 啓匸支出 の 4殿ヌ は収狂の ﾡかに 

よるゥマみ るシ ナ生屋期■画 办 也篇匚 よって 空せら 乙。ﾡくの ん さ 

は林木ベ小径裂に達にた 時供探せら 3と云 小のでなく< にて、ﾡ 
い生産ﾡﾡにて葛当合 マ お ☆に よ っ て経ﾡが要まナ 3 径に 遼 

した時に探せら a、ルDである二と名論てちる。

ヘ//。 〜

く/PP 木材格

木材格 の形成

木材は 管次 ・得な い求でれね< X任ﾡに し得る 殿で しaい。 

共の 生産はﾡ得の林地ヌびﾡ有 の林木Iに かかる。ﾡ格 に保ﾡﾡの 

ﾡ逸に之つて作がら引、ならば、木対の年供給ﾡはﾡ業に来 

められたる年はﾡによってﾡく ﾡﾡせら3。併しるがら\等又 

は林京企ﾡ合べ、-時的 に気を必要 と するあ合等殻己 むを得 

ざ3 ル受ある とさば、伏探を 受友 に して本年向の次ﾡを一時に た 

却す引二とち引のみならす、林木番積資本の大部今さへい売却せ 

らハ3ニ とがち 3 ・ 又木材暁責 の 対め夫は高 い正報の たちに 

利用せらるかっ に生林が東発せら利用せ らる、に至そとた 

はこハと戸株るお向にﾡJことかちる。夫数にﾡ々は木材を以 

z 制 らたる 可丁者球 ( bcschr&へkこ ver ntek rbavas 
Grt ) とこ とか生束己。先 に 路失給管は主き によって 生 

ずろ 二とがあつて、主き は大西積に 豆っ て 森林を表ﾡせ、むる し 

のてある。ﾡく のキ ﾡ験はﾡ幣る透合る あまいら※には考 ヘに 

入合い。

ヌ臣区委ﾡに会て ば木材の 便用は全 く年であ る . 即ち 木 

材の使問は木材ﾡ格によ っ て支セら 、当 時の 本 材価格 に沿て 

登湾的であ る 使ﾡ双のみが夫現せら るのごでおa。ﾡか さ き材 

細の色きは非幣に木材使可の紀囲を大す 3。 ノラ。7年から 

パ ラ/ 3年に至る公乙ァー人者リー 年の木材ﾡ翌は ・。 7ぁ 

木であ る か、合条国では 一人 -つきク 之お米以上て ある。

木材のﾡ格形成のﾡ則ﾡを明かにす3 たや夫ず外部よリ 木材の 

ﾡ入さ3ことなく、一ﾡの木材を生産す3孤立因氏経ﾡを 

阪交とゃう。普同ﾡ例き肉係及び舌残による4格のﾡ翼は気さ 儿 

D と し同一材技は同一 格を 有 ナるルのと 仮す 3。派依に 生産 

さた るホのﾡは茨預立国ﾡさ斉にみて ﾡ用 しﾡるﾡよリ 北ケ 

い と仮えする ・踏るとき は木材嫡将 ほ 麴 の商品が、支宿せら る、と
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円 じ規則に ?て支臣せらる ・ 現侍する 木材はﾡの 快町につ 

て長北大存る刻用を生 じ、ﾡっ <木材に対し浸高 の缶格を支払い 

符る 方 面にﾡ雨せらる . 系の利会を有し且っﾡﾡ木材をﾡ入す 

る長用に合て. 木材べ生ずるﾡ用を展不効用 と各づくるな らば、 

ﾡ京せら 3る全体の木材の 毎格は共ﾡ示効用に まって せ ら 

る。何とるぼ一香行利でる受用と乳ﾡし利を少く キふ じて頁 

ひﾡる便用よりしﾡさﾡを 支払 3 こと意w からでみる ・ Gustov 
Chx I はﾡ不効用託をﾡ用のルの とL て文れに合ふろ に「希少ﾡ 

尿ﾡ→ ( PrinziP der KnaPPhott) そてﾡ格ﾡﾡ者でお 

るとこた. 「ﾡ少性の孫ﾡは........... 消言受を価格形ﾡの 

力にまっ て不えﾡちの供冷軍 と一 致せ Cむる ために交終経ﾡにか 

て は々突的に 存在す るルのである。」 Lieチnann し同ﾡに 

平甲就の中一は特効用ス び貢用の概ﾡに許、ﾡさﾡ合ち リ と 

してこをﾡ除し、 Xあを次のく改委にた。即 ら我戏の 反 引 

に当ソ て は当幸者が大ま るﾡ平収ス猛を受く a = となき下リた 

京はﾡせさいと ・ 口欧等は資非気ﾡﾡにﾡ産しﾡへさ 内・ の経 

恐は便問可能准が失始に便る 蜂合、ぎ長 くし利盔少く 且っ更ﾡさて 

ﾡる区用 にまっ て決文せら、夫ま D ﾡほ利少伊町ﾡ類 

は頁 の外に産か』ると云 ふ 同じ無済究象 を し認め た。

ﾡ々 は上て F一林積は同-缶格を有ナ a と 仮文とた。ﾡ ・ 

eがら契際にﾡては木は共の甲途が十に 翼 り 高ﾡなる合板用 

ﾡの木材から枕木・ﾡ木 ・べにプ用材に安文び、ﾡほ夫に使 

ﾡ不可能な しのは新材と なるのである。或る 林程 (相系材) に ろ 

リ ては帝袋は非幣に少くﾡ格はﾡ条責を偵はす、突っ てこに対 

すョ ﾡ内は不経有とるる= とすらあ3。細ﾡを抜大、て木材用会 

が受るﾡ今に行はる、毎ﾡ形ﾡの経通をﾡ論的 に末める には. A： 
産とた う木材を 円全にっ て一っ の百ﾡ分たたけハはねら * 

終る後此ﾡﾡの一つ充のﾡﾡに対に て 上玉の全体を守 - 的におへ 

た木材にﾡﾡﾡさた る去則が当てﾡま ミので おる ・ 使町か有 

利 なばな ミ程ﾡﾡは高 い。包に一っ充の 商役中利益の長人な ヨ 

市し天現さて吾3用 が会百 )ﾡ裕を決夫する・

生左比/にて支払はろ、太材価将は単に 共の用(ﾡﾡ)にま 

って 用 せら 3、の北さらず、共元判 肉係に よってれ影ぎせら 

ろ。ﾡる 合= て、例へ ば高山. 又 は 原生林に於 てに木 村求払 真 

が材ﾡ よりしﾡくなる = とがあ. ﾡっ て共の仕すは不 経清 と な 

る。-終に生産地と使用地とにぬけるﾡﾡの差翼は、 生左地にﾡ 

て支払ぼハたる 格に 対す マ運根期同中の 列子スび根べ別 の ※ 

言によって為た3 ﾡ合に . 共 の企茶利益を ・み た 3 運ﾡﾡにﾡ 

しo

zョP) 左貢が呼支払ば た る 木材ﾡ格に対 こ て何等定A 
&持ってﾡないと三ふことほ、保統作茶の き利表林の経活指も者 

が木材ﾡ元却ビくとする ﾡ合替丘 >- は 飛 元 頁せ らたるﾡ んど 

冋品買 の木材 他格 / 海 73 けれ - し ー 殺H亲获が、う 3く 生起夫 

を 僕ふた ◇スび天以上に 企京刊 委てﾡま ためにはほ. 彼の 生産物 

幾ﾡの予て ﾡるけ ばな ら * かと 云ふが さ計ﾡを行 に& 

一 とに場因するのであっ、ﾡ林は今日人向 のさ済行ぬ の対炎 と こ 

て再圧し、 今日本林にﾡﾡせら九けならメ経消的、人向の行角 

が生を 渋な ラ ・xは占去司年 マに=百年向に共さたれわべ生左 

ﾡなヨぐのﾡ思さとうで宣しい。渋さたる生産 ﾡべセ何さる 

受 e ﾡ め て 任か Q3利ﾡリ にしかなら力=と が明 かとなった 

とLてし、共の為めに 林業の 与 在を 否ﾡしゃうとする人はﾡな 

いであらう。

ﾡ月森ﾡの在ﾡ的利用に肉 ・経士せら 3 ・ 円選の ﾡし筒さ ヨ 

合 は 太 伝お は 平 円責 ( we ト b un4ゝKoSteハ>よリ北ﾡ価 リや 

であッ、又年な係さの複令と経将的利用とが結合するら合はNﾡ 
は本材々格が取得系 & ﾡみ外 公禄画所の 豊貴を債か得3程高 

ほc やと ミふ向ﾡとなる。 mして 我像 に 経荷的作用 原統内年 

ハア金をﾡさ夕 け ハげ なら とるふ ニとに合る石らば木 材オﾡ格は 

ﾡ注区が年々 n 取得 ・ 進林司 ヌ w客覧を起す 3程高
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耐 な ソ ヤ と 云 ふ経ﾡ的着時にﾡ巻すそのてうる。 三っの考ﾡの 

内 ォー番目は今日矢球に原生林を雨ﾡ するとさ考～らムみ向速で 

みる- 同選に立ﾡの係統的き利森林に於て改引ろﾡ値の 少材 

理が伐探せらろ べさ"又ﾡ林ヤにﾡる 三やを交交す 3 受合に 

し参へらるっ ﾡに 6近時の 送利ﾡ林に ろりて に豊年盛が空手 

貴用 り北大受るこ と口、ﾡ在てにあ論季*求にﾡす るﾡ令株 

今にみり 乙し確かてろろから上の 三っの 考定 は知 用てある。例外 

と に てにﾡﾡ地の林ﾡスび径ﾡ的に乙はなく 林政ﾡ的 ﾡから 

石に 3ﾡ林があ召が之等は 目約上国統又に財せか コ ろ公共団 

体に委 らる。

($*P 林ﾡの収猛

林ﾡ以益の充星

所せセに 入るﾡは林ﾡの利用ﾡ制にﾡて行ほ小たﾡ力 に 大体 

にﾡて木材供の保能准の例設に ﾡシ(、ﾡしﾡ在の条林状ﾡ a 
要ﾡとす ・ヘ又は表正のﾡ林状ﾡのﾡ的ﾡﾡの口にて す3 
かXにﾡ後に利用のﾡ定ﾡ落加 の 方向 にて す かで あ っ 7 
ﾡ性のﾡPち林ﾡの貴用と収※ とべﾡル 民ﾡさ引比例にならて 

I ばるら力 と 云J受求は比時代冬の林収ﾡ経理者の大多 な 

にに全 く 泰短でちった ・ ﾡに以河か ら林ﾡ経き の収益に 肉すョ認 

ﾡに々ﾡﾡせらたとほ云へ、第く Huwacshaacn にさ 

? て「林京の 力双びﾡの列ﾡ方去」べ森林利学のﾡ役をﾡか 

にし・ 林学のﾡ委なる一再放3子ヒなつ下のである。

H"4c>h^3°ハ とﾡんど同時べ「、 P+e;l ば林業の次益 

の愛家をﾡ険に支示で本は、た、 ノよz 年に也版き八た何氏 

吾「弥ﾡ→ オー巻のヤに私のﾡへるでは全く 盗切に住時の 林祭 

の目的と tて 「ﾡ木をﾡ有するためには何が※料さ. 何べ問み 

らたか→ とﾡべて日 く 「有 り さへナハば夫て強えすべさで お 

った. クﾡ夫がﾡ民に対しﾡ何の責ﾡにちつて居3か、ヌはよ

リ小積の小ﾡによ り 荷な3士池を利用す ることによって、又に 

ﾡﾡﾡ向のﾡ宿 よってよ り支ﾡに目的を達し 得Qい であらうか 

と云ふがさ ﾡ向をﾡす ことほかったの乙ある」 と。こに 対し 

て使占ﾡ孔 有利Cる任は林から保税及高の気得を得るミ 

とて Pると考→た ・ 夫八改に後ﾡの士ﾡもﾡﾡ説と口禄に林地セか 

ら生ずる任青的対示をな→一入たのであ る。他の ほで彼に林 

ﾡの目ﾡは「ﾡ林屯から涙大のﾡ符を国民の天 めoに 取ﾡす a こ 

とであ3→ と支べて感る。これによってﾡはﾡは及の私ほ清 

内ﾡと回民経済的得と を同一ﾡした のて って かに Aa4an 
Sni のき託に従ったのでみある。収盗性の観ふば林ﾡいら分内 

しﾡ一つ のボ本が画区経有めセ の部内に会て利ﾡを 生じ符る こ と 

を寝区す 乙受べあうヒさ問べ翌受となって求る. 林まﾡ盗等は 

K引卜,8 にま って靑 しく 渡歩 した. 竣の共 の旨「E”てか人 计やゼ ヤし 

に染て給め て 林木 の ﾡ街ﾡ加 キ、林地の価値加キ意び地セベにﾡ 

てﾡ ・た- ﾡ=彼は林送ﾡﾡ件計算に肉 cて全 <ふさゝﾡを

zた。Fち「士双び林木のも任値岩の諾計は林今のﾡ任他 

皆在から宮ちにﾡ林利甲資をさ除こ、共の ﾡぷを 上 メび林木ﾡ 

ﾡ合計 ? 本利子と ・ て 計年 し=るのでみる」。

株ﾡ収猛性ﾡの次的ﾡ式は 吹表説の 合合着町ちォ ー 

/にPresster 共の次rJいdxtcト ズびGuゝtv Heyar= 
よって行にハた・ 比旣ほ 吋 にはってﾡへらたﾡﾡと及

和 tて Pナci ! のを抜京こ て裸の士セをゝて林業のﾡﾡとし、 

「 べXには土も収ﾡをゝて林ﾡ利用効ﾡの派ﾡ至のﾡ して違 

¥となまべき表ﾡ」であ3としら。 の平業百的はﾡ高の土地

収長であり 大を賃将す 3ﾡﾡ思る3 手 段 ほ殴政的 腕伐期、町ち 

計ﾡ上系ﾡの士 生 収ﾡを生ずる 給べ期で らる。次期の 林学は給 

やには非ﾡに偽争 した士ﾡ次群ﾡのﾡボを *次京 リ 入、交に 

な浜の 比も灰ﾡ説 の 原や は株 浜次社きと 同一ﾡ換 のれの となっ 

た .

ﾡに Presslur は林奈区老の求公性が官 r夫さたるﾡは期

ヘ//火 ～ 〜// へ



のみな ず向供の理ﾡ、 林及 び左物の 様会に肉係のあるこヒ 

を ﾡ» て正ﾡに祀めてでる。

Pressler /よってﾡてシた理始をJuaeick は彼のﾡ林経 

理学中一た用 し千今法にょ って 行は た利 円のﾡ被ﾡ配分を ﾡﾡ 

して、ﾡ政的始供期をらの林学広ﾡ決来表の甚従と、た。

両して派後にGいstav Heォcr さ共の音「森林区利3致科 

ﾡ」オーﾡ(されのみ 土版さ ハた ) にて上 モ版ﾡﾡを 生礎 と 

して皆通の経ﾡ方支の収去ﾡの検去を教へた .

土 地モ 灰ﾡ談の支村者 の 針 耳が 修愉快期 に燃 <高い経ﾡﾡ のあ 

ることを示し、此結ﾡ神未のた»ﾡさたるﾡ令ﾡ承の利用区 

が受おせら たるた め林送条際ﾡ の大チ抜の点ﾡを 頁ったのでろ 

る。林ﾡﾡ3 =唇に分裂し救1年 内条 盗さるﾡ争 バ告 は、林 茶 

収盗のﾡをにﾡ号京ホナ 引fはなかっ た。

Licfnaによ っ て帰ﾡあと v→ たﾡ浜の士 収秘税 と 

反対に Martin は既に Krna にキってへらた説を再 び有 ・ 

効なるれのと 、彼に林京径らの経ﾡ性の承 れ五当な ヨ天廣と 

し て 土セ宅収衣を認2 ず・ 森林紀吹ﾡが上 地双 び林木客属よ ) 広 

さ投下頁本に対する比である とした・ﾡち「経ﾡ位の収ぶぶ 

共のﾡ本 に灰は5 生左装本会に対す う比は族の収猛性をﾡル I 
確に表ﾡす3 しのでろ3」と。

突にﾡ Marttn は比お去がﾡ翌年作米のみ五用さ 3ること 

&主戒する。此あ法が円断作京に し用さ 得つ石ハは 更に 硏 

ﾡを委す 3であら ラ・

と同じきﾡ選は及近Volz 双びLemmncI の論文にアリ 

ばて ﾡる. volz は士地じ収渡税の向メ長よが映ってﾡる二とをﾡして意る 

「向ﾡの契は3%ヌは2%又ば共の他の利辛で 山→/2o, ノの合 

Beu はﾡ何 にでろかと ので なく-して、一の士山購気にて A 
ﾡ休期にﾡては林茶利令は熱何になうかで・なばな ら*」。

LenmcL に小 • 作業口治る経済効ﾡのﾡ 

に対しては収ﾡAu(.主 改利用)+ D。( 同优利用 ) が生左 げ 本

( 土牧※本・ ・ﾡ本 ・ 気 ﾡ本スび林資本、 B+N+V+
c ) に対L て取北良ﾡな5 比年 にある と云こ と ゲ矢的で ある。 

ﾡくりく して LcnwsI は林ﾡ吹ﾡ性計ﾡに内する公式Iに 

划を し た ・

公式L :
____A + De _

^ B+N+ ▽+ C

土 吹ね説中 には侍在 ずﾡし彼が夫 のみを以て正台で万 

ると方へる上の式に対に てのロっの式をﾡげて思ろ。こは 

桜本文ﾡに ては 土も次ﾡ院に夜→ハて 森るﾡ々2る短断を再 

現した？し のでちって. Lenmx\ はこハ意をﾡて収孫の結費を生 

産本 求る 一部分のみ通 ・土っれめてみとすそ- ﾡち、

公I :
Aい十D。 -・と

おs十 NTV

は士セ本 ・ ﾡ務資本ぶびﾡﾡﾡ本にの 3. ﾡﾡや しむ る t n 
cpる。

比は生ﾡ平z を土地ﾡ本双びﾡﾡ浜本を こ合 ・たる林分ﾡ

(H+ BTV) に対と、かば" Prcssisr の計算方法に相 

する-しかがら全くﾡしいのでにない ・ 何 ・とば Pnsssla;
» z ほ会生浜受べ名 < で<、 くれさ< 丁ﾡ大 大利用 こら 

た時に Lownel のAu+Dヘ-Cに寄し w か やっ 乙・あう。

公式皿 :

Aい+D。-C-V ( MorTin 上を見よ) 

B+N
主 双び林ホ 木 資A「： の みﾡ そ、むうい りで ある,
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公去工 : モ - C-V
Aい十De 一 c 一 v-Bo.0P

N くKYAt)

は材木浜本に のみ ﾡ石せ しる。

公式V :
Au 十D一 c-v 二 N 0,。 P

( H2 e r, Eハ4 r2s) 
は 全ぶ 土資太のみﾡﾡせ しむるしのであって、比計ﾡ 力法に 

茨ﾡの 土 屯灰ﾡ院に一致ナ る .

LcnmaI のずのﾡて対。て、 ス彼がﾡ一の正台な3 れのと 

おへ3I ﾡに対して 私の 考へに笑っ て依塚をﾡげて 見るならは次 

适性の犬. 虎口•史左. 資本に対す 3 にﾡ か た る利用 Aw+ Da で 

さな< L て、 左本に対する 比とに産か小た 3 ﾡのみで p り得 

る.表たるやﾡに文→たるかﾡく . /.利用及び. 

生ﾡと利用とのﾡから攻リっルのでろる- Morttn によっ 

て作らたる式、mち 上の ﾡ六たﾡ由 から受送を込 て ね はな 

ら あ。

之れ を度外視寸 ス 孔 IT双びIﾡのﾡに掲らたる際ﾡは他 

の方面 から 指 さ 小ね はな らぬ.ﾡ N式ス びV 表のみ か誤 りてあ 

る、何とな ぼ永統長田 の 一柳今に o み 番せ t* あからで ある。

に対と て 年作用c スびv の茨際のﾡが今枚り今子にて 氏 

の円合で示さ ャうがヌに今攻の今の拾て夫を 本化 L、正 

符合で示さハヤうが同じこ とである、-般のﾡrﾡて格ﾡ 

を示すたかに ・ご粗収ぞと資本化したヨ費用 をセ合ナヨをR 
ﾡとを対→ しめる=とは るい。 等は年っ計探»ﾡ収ﾡ 

からﾡ除せらハる のか苦通でちる . 堂 の 上匸近九利洋 と 云ふ 末 如 

教が計ﾡのヤ に入ソあこ krるる。差こ 狙収ﾡそ Eと、上 の 

付合 をHう るならはおとにのに って示さハる。

へ //ぷ～

BTN

C23P) ﾡ年ル愛 と永ﾡﾡ岡 との比

(44P 単年京用 の中ー コ永費 用 »一部夕 に 対する 微却 を 加 

に夜ってﾡ食用ははみのﾡ太さだけ少ナョ= と、スび 

年責問の中 口さ受 にﾡ入へ 本の利子 を見を りハて らたと云ふ 

二とに既 にべ た で みる。

通期 的又に-日的 吹程 x 值 函、用 の 計'節ほ 国断 作家匸 口 格 に 犯 3 
二とてある が家る西途を ふ - 支 にル登性計の日的 土料 ( 

。 卜rssrente ) の形に   天ﾡ又に .藪 底 に 株 せ さr 
けナはならぬ。 にて収ﾡ性計評が= ま りﾡせら』た 3 
利を僕用すべ さ 必受に宝> ヨ、色- のﾡ合がみる。比大さ r対す 

し て替量委ちコ ・法則に作ら て でe工い ・ 白 こ 一回的収入亡継た 

的一 / o %の利運リにﾡはす=と が生 求ると するなら にデー t 的 反 

入対 Lノo% の年賞料で汁ﾡが行 はて し田へないので おっ 

ﾡ引計ﾡﾡ商 にﾡ 3 -責生筏 を ・何な 3 方 去てきﾡ入コ 

け れ ば"さ らかと云 か、闻国べ 生する ・ 忘 I ゴ女 の リ て さ り バ ゴコ 

ら* ・ mち空西さお甲ﾡのﾡ本決劇 はラー のﾡ貨生なるや示にご 

かずLて 政をを 係持 ナることであきと- ﾡ京長を炎会す 

みこと 1コ 若•J、〜さでろる ・何とさ は中何な ③時て孔 共の &• 

のtﾡ内ﾡい木価格が・保続ナ3 しのである か否かはﾡに 判ぜT 
しﾡら さかッであ ・。泡にﾡﾡ林ﾡをの対的ﾡﾡ式長は大

が夷 さ 3れの 乙さ ない とtてし 吹ﾡ として ﾡほせた X す 

ならx ど北、相対的施長生云の 尾合は収養と ・て すべさ 

てコはいでPら う。改=相対的形生長にる対内ﾡ女生長の 

み 林楽の収必ﾡを高め る- 従って木林価ポ。ま『は 部に 一般 

商資指 秋 と 吹や a vハばa ら ッ ・ 計算7 ( oヌaニ・ ) 

ヘノノタへ



の末 -ヂッ る永京用の改坪にキ フ て移任世乃坂化にﾡ応す 

る ニ とがとよる ・

翌午次長と永ﾡ京用とをﾡする方去にさって TorstaeJor 
のGrddeke ばノタ2一年/2戸君巻の客型す3 Brannw^l 
の Oberナ5rsterei の)定松作灰にﾡてﾡを行った。英の 

訪第 0 まぼ解体価格にま って測寒せ らたう投 下浜本の利ﾡり 

a烈 ﾡにさって ・タ%、ﾡをの常m によって 4よ々 合計3% 
と石 ってﾡ3・

Vol2 に同株の計ﾡを来ﾡ地方にﾡる Prewssen 国有林 

のな大なきﾡ入にて 行った。彼にﾡのﾡ之ﾡの來林はV 
4に始ては内ノ%. クタ 直スび24 「好地にて92o 
の利理 リとさり、ﾡ松の V 午の財政的、ﾡちﾡ上Rし有利 a 
3ﾡやﾡに比「森林利退リのﾡ法」( Merhod& det waldverz 

tsuへ9) - て は /00年で るるけどあ ・ ラ2争から 

/z2 ﾡにﾡ3をのﾡﾡﾡにす:利 リの タウ Z 2 -と ee 
とりにろリー、然って其り注は○◇ となる.

出計ﾡはオーにチく の也お r殆り ろ森株投下 浜本の7ﾡり コ 改 

々が之ﾡﾡじてﾡた丸のり際はﾡにﾡい-と・ みびォ= ・ 

はﾡ依期にﾡ※の収盗庄に対し て土地紀ﾡﾡ税り代長哲べ場 

が き 妥さにﾡんご持 ってﾡかいこ とそ 示す .

永林の格と林ﾡﾡ法

(»Pゝ 客認的ﾡ林ﾡﾡと主認的兵林倍格

ﾡ求の林ﾡ算法に= っの旅別 F 3 って *ﾡさ て恐3-一っ» 

玄刈ばﾡ林師今の価格はﾡ左ﾡに まって 一ﾡ的( とn^eい1:』) 

に 次ﾡや るとうふのであって、之に 函来林業列平の殊則か 

援用セハる ・ 此徴老 にて は おア の年を 設 り てべた であ 

②ハら、ﾡ々はﾡでォーに責用ﾡの向ﾡを研 しゃう-

林分の費用価計昇はﾡ林ﾡ、こ金 の管型ﾡ及び林分が呉担 す

/ノ20一

きニル三のﾡハら、さしちるさ らオ限變を垄引いて牀茨制斗 

Pを以こﾡ午Sのえ利合計 »さ法よ っ ご行ふてっそ ・林分

価1円- 理にさ っこ 日 は 3の乙あって、同代駅ﾡ、林今 

がﾡ求ﾡに試担すミ冬責4 . 也代、孔 伐、Hg I、勻 に丸利合計 して 炊 

ろ後ﾡて 吹ﾡと責用 との2 を覆色 に※元 ナョ のこ乃る ・「夫 

放に相文のは桂本城全の双表ある。・

ﾡってﾡ木の林任算送 はﾡ幼さ3冬認ゝ名術見ﾡにさ ってﾡ引 

れのでみって、 Adow Swirへ の云か「自ﾡ任ﾡ-」に指ちす 

る ルのでろっ。「宮ﾡの任ﾡが起きる生左こ、稼法し,部受た王 

求す 3た幼r残す3所ク、士地 す3地付 ・ ﾡの気ﾡ ・ 浜本 

に対す 3 利ﾡ 丁戻等し いさらは、ﾡちこ専の自気ﾡにﾡこ こ 

ﾡﾡふなら肉は湾ﾡ総ﾡ ごﾡら 3のてろ引・ うとさ 

おめ こ ﾡ百が価也おらヨだワ &、mちﾡとを市に持ちま〜こた人ぶ 

ﾡ際質用をかけただりを河ﾡに支払はハミ = と なる 」 ・

「経ﾡ価ﾡを税-な さ . *質に休ﾡする浜家でろるとﾡ釈 

し」x -き阪的 文校倍値、衽j 格)犬の左式を丈 の時の特みさ 3 
ﾡ炎に阿研す 5ﾡ用のヤ見士す」 の古共的国煙将ﾡの旨改 

的倍位学統は近時盗々ﾡ値渡会 の ﾡ効ﾡ兄解に共っ 歩を 

り「他局を認内ヌ他ﾡくだ格) は主ﾡ的ﾡ人内ﾡ使ﾡに制約 

さハ3 j と論すs のでみる。文烫に一 股に 二人の火換若か、交け 飯 

ろれので 其の代リに与 〜ふれのよりもﾡく 価すヨ とさ ちて行

る。支観的 価例視念 0特に オース トソア系( Bhw- Baw- 
&rk, v PhiliPPovic卜 vWieser) によって代な セら、 

と n に台 しz 門ﾡαﾡ力が天Uにﾡて台に・ 問が人同の ・ 

物にﾡての怪営断決文的であ3 と し、受ﾡ効用ﾡのﾡけをﾡ 

り こﾡ使内ﾡをﾡ夫 しゃ う と英った ・

Lr&ナmヘハ »論に粧跡r 主側納ﾡ約で あ引 と云ばぼ8ら 

.使船也衣夜こ 、て»4*を神ﾡナるに-型→った 「何とaい 

ゴ ー扱に 価他こ 音還府にﾡ項す一 さ何等の 丁 せし さ いかウで P 
る。」—— 「所く北彼原ﾡ入すべさを共っ規格品')に評価せ8

～ノ2ノ〜



い-----ﾡに主究句評価の系宛方法ば存任せるい」と云ふのでら 
る。
林ﾡ昇法は支れﾡ経ﾡ科 ﾡる値ﾡ会 み烈化にては何 

手ﾡﾡさ払は でかった。与ろ計に って 替登そきと 5 田格を夫 

ﾡし得ろと参へたのてろる. 例ヘば 三n4res 2「考説ﾡﾡ左価

るば次校価也(土の) そして は使賊政的伐期+る 土 
ﾡﾡ "み がﾡ へ シれ3 → と支べて告る. »政的 納イ郊 に 3 土

の次長価は計ﾡの利キは ッ 全くﾡ3ルのでろa ことは今受 
ぶる 二し &xv ・ 土収ﾡﾡと屈様にﾡ記価値で あるとおへられ3 
林分項用価及び林分ﾡ望倍が収ﾡ双 び貴用からﾡ将せらる、こと 
にてばﾡに ﾡ基 べたでらる.

時 Lonmel はﾡ用就を林ﾡ算去にた用せ くと して次の絶 
-到史しﾡ。ﾡち林法ほ「今価ほ受分に全産ﾡ認を合有 ー こ 

弟 方 国尻&商 の学激: の ウけ w 縛 り て 自分台ﾡを正当づ やうとせ 
な株に見え る→。

「林ﾡﾡﾡは共の神ぶに沿て 永ﾡﾡめ c ﾡ始ﾡでろ引 ・夫は 
芽万 3格計昇て みって、 t昇に度用 し ス折した教字が契京、 

に始てﾡし て確かでろ引か石かの内ﾡに方て 3元分研死して ﾡな 
い。林ﾡ法の設着が/。 o 上れﾡに古共的国氏経か 

ら孫 っ た公型に今 北ﾡほ比科の枚じ こさしてるろ。」
林 to 去 の救卜 -匚 通 乙a 価 位を合 べ、く 不▽吸でらる。 

Stit2er 母 主説的 価便概念 と 本 旗.的 雑 念 と と混為 して昼ろ 
モ玳り 状ての 伝他 実足に個人的 ごら っ て各くがﾡからﾡ災し付っ 

あ用のﾡ戻によっ てﾡる.ﾡ値ﾡ<にて多秋の悩人が一致す 
づす 3ﾡ値はき的ﾡ対的とさ り生ﾡに ﾡし必委合ろ し 冷 

てﾡれ 普立的と るる」と. 三nArs3によば"全説ﾡ価他 と各記的( 
値とに 区ﾡ」がろ 己 - 円ヨ民に へ ば主 tut他 ﾡ と Q-勿：於て に欲 

二 3 休がﾡにに.丈の個 ヘ的利猛 の汗に催っ こ耐力した 3契問的急なでら り化 方のm 
有台か成の全左え区災ﾡりためrﾡ主バ ierr ら さか っ だ の点用 てあ3」や。す 

iﾡ用である.文対してﾡの各ﾡﾡ価値こは Enares =は特の
の人約刑猛を領たナ3 とﾡ<特来っ日Xぼ効を起式、むヨ呼っ味支 

で あろ. ば E re が 真価と主浜的ﾡ値と U桜メび期空価をﾡ協内 
値と した其の 区ﾡに何等ﾡの ろる 九のではa\ とお へらnれさ

Ere: が共の後に「林ﾡ去スび森株牧利子 に始乙は総て さ 
じ的筋位 はタ状ﾡ使でちる」とき た 乙 れ支によって 来内 

ジにﾡ好こないヒﾡ小.力にﾡ々値械被父の不明ﾡ弓3妖を以 乙林短ﾡゝの ビ 
そ ﾡめそはならﾡ.何となa"王有戸チの内部にて さ へ しヒ加やはﾡ等 o 
中じに之ってﾡ2からであろ。共の内でれ Liejnann の次は净 

ﾡ-貫してﾡり断であると云、長を持っ て居る.

服部 給 信「貞皮的林 束也 庭 の 性格- ﾡ繁き林会社の 味に 

知豊して ー」 (「林京を新政ﾡﾡ#m成」・全西山林会こ合会. 

ﾡ和ノ年/月) く「森林そ済(才/字)」ﾡヶ刊行会 ﾡ 

紀ノ$エノF )

I -*き

(xP) w ﾡ求生注の化

本米の-ﾡ概心の場を医地aレめるるの. 次の*さ 

会くﾡ貨ﾡはﾡ象の毎在に:るところ 町ちﾡぶ林のﾡ 

予的効用 を目的こすろ『保交技族』r対し、 生 済的利益 の収 

Aを百的こ+る『ﾡ済林茶a(段用林來). 即ち『序常ヒし 

ての林ﾡさこてめる。前者はﾡ来『ﾡ毛済命目標8モ負ボ 

する。しかレ欠ら、 場合によってはﾡ林に対し切河みる状ﾡ 

的夕ぺ澄をもこ力8い こてなみり ヌ-の破平にるそ清的 

利ﾡセ仲*ﾡすろもの さt ◆む 力ごあろ. 着はベ林を 主 

ﾡ物すろも. ﾡめて夕ﾡ夕様台林ﾡ物のた女、林点セ目的 

とレ て扬4 ハ る って ご#求め — H /原明*y は M a 
い4のてある レレヤっこ、ては林ボーﾡ 桜全 もめﾡ 

絶セアﾡY十るのごは&4. っず様みる 東央 の 現 家公 っ 

-ﾡ及び共ユ性の担 a 同X とナる。 私は以下 

z、 ミ化・内田ﾡ5保安林ぶ乙、は<、 琴らそ 

的町たみ『を済林ﾡの降セﾡ選Yサる。レヘレ保を株 

水Yﾡごし. 発ヘ少かﾡ済的利益も日的Yすろ人お生逢 

そせむﾡり2#z. そ済林ﾡこレての- 的理 評を公くﾡる 

すみものてはない. 次そは也何2年すべさ。 内ﾡ12ﾡ と 

レめﾡるとﾡふ。ﾡはの☆くﾡする。手林の係ﾡはズは 

国 公図 への備入— を*制が地-- は試委ﾡ本委せzて っ 

マは-→の会的ﾡ地 - その系 正き性山各う引七の 

ﾡざあみ —— Y見>. 払 清的<は 消極的会 2項河と 

しる. くこし女益件セ低下ょしる麦5みつとっ一

～/フ2 〜 〜ス3 ヘ



二る- へくで保を林米はﾡ落的-契ろ似り、 改有の弥 

保送 ・ﾡﾡの咲字ズは愛清外 制 5く しては飛らくな2し 

みいもの立みろ。

※ シば同林生をと し て 林だ地をは幼何口ろ秒ﾡ を有すろ 

か, 米生をはそめﾡ無ﾡ、介砂ﾡ生を地ﾡ4何よって 

次の二っの類型2公にるみが書並ごある そゥーっは台然

と女12ﾡみ欠ゼ株く ル3ム ク株 ・城女(株反) ごみ 

つて・ 孝気場合)2よって先ち(&んんム/れくなし)といひ ﾡ 

チ く Cen&.そoそ〜. >Yいのるるのであらう。他はな林の 

仕 ・多入くﾡﾡ)zゼって. 体人のA株・*に休るもめ 

ごみろ. 福考 は『採敗的 株東』、彼者 は『自或的林 族』と 呼 

はろ" 同叔型0向係は ケス ト ラーiL後へ株及能林茶は 

剤資的林ﾡ力 師か3程 ざ 易 リ ハ ・ ス ラ ッ へル2 よ ルば靑 氏 

的林栄 は最 そ ﾡ的林賞 〜みリ 採 取 的林保 は最 七 伯放 他 も 

tのE貴味する'後きナハ、 両ﾡﾡは株推番巻 条4食
・Kセ費2すろ乙の七ﾡ味する. xゴッドミルぱンは『おﾡ( 

F〜イweズムメズ ) は木を 若供 y ナ ろ続倍ら そ済退程 

てみろが その4りは消食右ズは所人への 不+ o 支の喰m 
ごあり. なな2 文件の時決 t以て 木材魚 (火マな.&t) 
べ絶るぷYいゝひ. 夕々はこﾡ2よって. #業生をのﾡ 

令を明確にむ、ミてはごこるい こ二で次のさワソ〜スの 

月甲を球げる二とが有々ﾡであらう。 .

『林業( ターイ.ムcイメt ノa2 概令 がリ. レマ加ェ 

供&“理 室東 木、的 ろ 所 を こみ す みこと ば. しかしﾡﾡがはせ 

い. 何Tヒ み4ばそは一ﾡ約&び 火初的ﾡ率ﾡ並z「次的* 

皇Y 函権a み ﾡ「係 があるっである フ7ランスzては.ル

遅 物 か 或得 後 新建 女 担 当 す ろ 今故)2. ﾡ林*有者は単Iに林木 

南のを物む4止ろそいう こ<が ・例 乙'ある ニ2ス対 

ﾡﾡはオース トりxて ﾡだろい。 2こ ごは か の 也 星 物

を半条品右しくは場ぐﾡ以品 さ もな受 少みこてべ.赤林 

至宅く 4k.LCu.ct.eんバご >Yべっいてスみ. ドイッは大体 

I2て※ の 中 国12 位し. 少くvむ 信ま体区に よって 管ﾡさい 

みそぐぐ大 r宿 に喫しるはそ う ご みる.a
八※平契満zてごうびめろが. #集生き焼令以 

は項 おかみ 呸発し. 祀牛としてﾡはいろ ◆題*市契z支 

住そもっべここYはさたた台い. ところで、 糸国のの 

株共生産セﾡみr. 内地2けるや上の有以的林ﾡ2あって 

点 *め 生及行程 のﾡ内行程と*後免 こざ 有 枚 的拈含■と 

しZクー4全単位セﾡAとず ユ幣引虫のそ来主休2% 
し. =位のとたﾡ位. =他のﾡ済位セ砂Aする。だもこの 

夫 を支明今#するに 又る調査資#をチ し偉白いが. 氏有 

*の大へダ『木たau2 事実は一般 Nめシ 2いみ* 

ごあっ 看例Yして『天ﾡヤ』のる色以て向ニリ?科岡県天 

ﾡﾡ城の林*をあげペる どこては主代ホのみ&うサ 商 

代木すち全く『こ木ﾡ』びあざ < いふ actEく 

『シ木qそのもめがﾡ者め主えごあり. ぜ の 背次者 力 直 

様の耳的は実2-ﾡ大さの『ﾡ木4の*I28り. 収ﾡは会 

く引のそﾡ全休2委ﾡしることそき味する この場合っ 

-ﾡの大この『木aは『輸伏崩a除とし て引化の向ﾡごあ 

ろな、 受すみﾡ2到違したる ※は用林こして利用し得 

今大さの木でみ り. ﾡ川べす くの添スてれなろ『 

炭木』をﾡナる とむかく. ﾡ用クﾡ味になけろ大部合の 

T #*者』は単2 #木資火行経の担当 者であ り. 正花はﾡ 

ろ『資ﾡ者』いうべさざある

炊米ﾡヒレマ の林木為I2 井して『ﾡホ』tﾡ売 しマ株 

桜女するもの. 御 ち*後行名 を担営す みそめば『* 米右 a 
( 芝材ﾡﾡ*は込く 木材ﾡ者もい > 杯セいろ ダた

2 * 材ﾡ 台はいハざもaく"ﾡ林a (
た日師Y一. 未*がたな刀ごあるFM生版にマ や Xだ ﾡそ ,ゞ こ

大
A

止 ウ
)
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取 み 行 程ち内窓YすろものY生を後を奨zする。町 

ち余化しをろ レヘレﾡする=福の生を主済てみリ 引 

化のきﾡ 主休 zよっマ芝ュハる=俺のたﾡも秒すみYいは 

oみらぬ.

しかしRら. 受安z単口る炊べては5く *ﾡなる*は 

ボてひさいる 力の •存在て詹更H•る3 のcは© い。ﾡち-部の 

そのは林木各央行権及び収便行ﾡのみ&>*. みてはかェ 

年 ( 製# ) +ら t 有様的に合よ ハ マ ーそ海位 EテりA 
する こはる々大森林済有にて受もるが 異 空的 4例 

¥レて 回 管林東 セ あ げィ る。 こ、にほそセ M認 ナ ろ堀 こ 

もに8いが. ﾡは次のやく解したい いざ内地4せ林る汗管

国有林とﾡるz. 近年多く のかみ『官行町A』〜あリ. 

ﾡ系的よ茶生をtきんでいろ ししこれが椎ﾡの休を観ろ 

z. 明ﾡヨク年在会く『ホメか』てあっ乙 ビめﾡ4t
グな『 き行伐 』(用材)Yみリ、 品台その比ﾡを※ 

し «ノ年はα7%v&リ. 以メ後乏千の消長は*ひぐく 

両名相ギばすみ状ﾡてあっ々. Yころ* E4の そホだﾡね 

メ&官ﾡの比ﾡがかみ り増加レ 昭 7年には / ム%し 

aっが 次にセ ご製#工場は略紀 e 年4はノクェzロ

っをが、 ﾡ紀ノノ年2に/ノエ場、 342○野カヒリ 

『 官 ご製材 4のﾡ着なろ増加をﾡ 加かふる 工場の戸ら 

・『ﾡ易製よ*4 れホ発書z上みそっ2. だる『ご客ﾡ#』 

は洞系ﾡけと主Yすろ央セ台退するるのどは9い 氏 以心 

紀○年『函有*産物版売』2ﾡ沢・大ﾡうら ◇ビ株 

ﾡの一来のﾡ林・製ﾡのﾡﾡ欺売をも行うル全っな. 町よ 

り. 『官なﾡα』4α. 『官巻製せ』のﾡ加.販先の別4 
)2は. ※ざめﾡ因、ﾡ団があるであらう にが、 そいっ

E本ﾡ的・ト砂的中央Yレて受るヒこ. そハり. はIz 
二のﾡ者みるひめ2逆さ8いYはいへ・ いr*企ゥトレﾡち ゥ 

企六みめ和にふけるスヒっﾡ用の救ヶ と回ろYころのトラス ト 納a公点

ヘ/24～

のﾡ的今 - 資次 宗 • 火お ・ 契林 ・ 人市の合

-ヒろこそなごこみ。脚Uち国じﾡは-つの巨大 企末 く 

ふ企央件女にはﾡ台い)こして. ペﾡク-終約ﾡ木主 

のな化株にﾡうて 左ﾡてはあろ*. 会-さﾡゐ 

ﾡと統け. 送体大生た部げTに冷けろ最ﾡ茂 の年常 キや 内す 

み2翌 っ 月 ¥乳み クてある。

こて、 総らばポ河2述べたﾡ地林(び.uムく) そ対象とキ 

②F株取や林だ』こくﾡをる斉夕さい点体、 町ち『ﾡ 

# a (火c.とな..waム< )モ似株. K後すみYころの『*おボ9 
たの関派 は 如 何、 の向選ばらy. このﾡにﾡすろ 

之分の資料セ火くYはいへ ﾡ大セ似状、ﾡ女する汁の外や 

納9ロる生産 逃任、 &べそいがﾡ立の 4A そYレマ芝さハみ 

央 に 趙 て は, 両名向こかすさ何物るみいのであろ. えゞ 

内地へ移入さい る卜地枠 (主とし マ北洋# )全べﾡ入林の女 
オボーく 体Y にﾡと坐+こ今む ) の当一と 
*二の企業ﾡ術マは こ そ 円1*ぞははい や > である。 契 
へは 内 空 お ﾡは多くは小幌ザなる堂皮 公指 で あみ る.

◇く て体は 寂也株 たるY 資林た みvセ向はす 単2こ木セ 

代株 ・城*するもの. ﾡ ち林木のﾡ様行任セﾡ当 す#ものP、 

オべて同一配ﾡてﾡ求うこごがてさ x 京状 うさご 

あるYﾡ そ:乙 ﾡはK低行ﾡセふとナるみカセすべ 

て『株属的体ﾡよ違 gこし. 資貞行経セ内ふYすろ『ﾡ的 

はﾡﾡ4対通としめる たゞ注ﾡすべ=は. *概行権セ 

内さvすろ るの2すみ『株求物林ﾡ生倉q Hろる杯そのひ 

のはこほごﾡ大みﾡセもたせい 町ちよりﾡ切ﾡそ引の用 

セとリィろこててある. しかレ林ﾡ生産の生産 程 のひ期 

べ通令てレマは収ﾡ8るこて. 忍べ『よ地共ﾡの自ﾡかシ有 

内的z ﾡすみもの セﾡ4すろ企 た一おし てﾡ*経業。い 

ハ が故2. べの収場、 ﾡっ『対す才さの星セきむっ〜 

そ#だのﾡ日Y2てRふこては今の正もさ t もっヒX ふ、 

こ、ご払はフッベス 次の言をﾡの多べる. Tﾡに林系、

ヘバア ～



&メんンイビンc一 )の2ﾡと ごごテみが, レかしﾡ公林 

業 ヒ そ悠 こィみ林だ公ﾡ 一必が5 っ4こ.

以上 を以て女は#茶とえみかたせ2 =◇ﾡし マ株及約 

体水生を4々の▼ﾡ央ﾡ神業をえ4八円ﾡ念をﾡレカ。 =

両名の件裕ﾡては次ﾡ2べる。 ハッスラヘルがいへ 

②く *祭出をなみ帳令は既2夕かハハW 本 集物約 

至芝ﾡ共を内ふvするとしマる 如上 力岡砂舞 社単 し る 疑め 

度力差では ヌイ. 会く点気的5を奨共づくざある 然っ 

て r天然林の我孫のク を爭ヒ し. 修ﾡ・ﾡﾡ・係設t場さa 
いYヨモﾡ体 く R.4 wシoeんがt) といな. 合型的株 

米ではみい4 V M 3 は / しも 当 ら:&い Y 奥 小 ﾡ*株取45 
#*生をべ最も塩的秒ﾡにる 町ち六だそ除てはらい 

力単5る 年取 ( 4チu人mu )1マ下シく 地まっ たていふz 
止 まみ, シしそど受ﾡ*る旅ﾡの退程乙みみとし c も. 

ケズ ト ラーがいふよろ2、 ﾡ山茶14ける4 く大いI合ﾡん
ノク)

こ得多みのであ2, そはてもかく<して、 ﾡ上の同伏階 

2合々ﾡ次的りる 抜ﾡ的ユみものあり、 ヌ条約ら 

そのる5る 株及約林ﾡめししﾡ数的Yはいへﾡい. とA時 

I2 角的林ﾡルレ も 集 3 勺 的Yはいへない, こゝいふ 両 サク ﾡ 

Yポ そせ ﾡ的件 cは全く 別 イロ の ﾡmzるす みのごある。

似 上 "か化秒ﾡは木林生たの校術的. 外 町ﾡﾡ t塔挙 

して考察レ无の が、 か、る ﾡ味のか化砂ﾡは近をﾡ川 時代Iz
るもﾡシ公こをﾡめ得る 商しマ外や的2は今日と共 

休る円林ぞの2. しかレその生産区係 は会 く契aみ. 打 

ち『 菁 貝的 株索 生速 alLあっる ば、 %役物残制 旁出 tてﾡ 

み◇いは、『ィ%は例そ俊』てあっ2. 『株長白林*4ﾡ』 

は 石 た ビ 前集 ・ﾡら資ホ支配下あっなド、 しかレ多くは 

領主の政ﾡや支駆力Y他公し、 %役制の祀の卜もzて 

ヘっ2. 従っマ ﾡと冷ける体ﾡ生産卜や#z© く力支 

Iて 今日 と全様以ろ 乙六貨的I2 はA く以ろもごめっ 

今巨 I4 けみ体ﾡ士え同係に※ は役主休※生を ◇仕裕セﾡ 

小場合z 活 千卜 2平しする.

注/ 師一町士名 株茶/頁(日ホ許論辻・ 現べ 

全ボ糸を ォ/や・ﾡボ・依ボ偽).

注ユ このﾡ+ふろ用は平田ﾡ大 本桜新「ﾡ、し

ての林茶点ﾡ」よろ, 手済業 ゲッ2.
注 3 J・ 4oaそ0e , KAィCaパビかucs u?イ アそ っひンこて-

注 4
eんメそ /ブ N プ,S2<

ゲ ・ 人dュれとくこて. だ・+ズンt = c2n.C /uecc.そど乙、サ

<t どと- /At才e-oZtcんe/そどc_火et Pu..cるズcou, 
ノアョィ. 5.5

注 ダ

ミ2

ぞ.CecC&t4&っt. クイ.cx2 イt fなどccイe Qc-
27te-?し々. ノタ2ど. S.ダ
と. &一eプus ・ 4そ.. ccdct <. 2uuud&ula 
とク.インし.と- よみそと.そ ・どot 字るとdズーcaec火そ. 

/eア Sニラ

試7 漬辺全ﾡ士者 日ホの林とﾡ山委ﾡ受生 

=クク項. 突寿道犬巻-大材所ﾡ、。>更.
浅注ぷ 静岡県内務部ﾡ、 天川流ﾡ林ﾡ 。5質、

P はﾡ、秋田球の切金林判麗. 至済研 s 
人 吉悪の 浮次 的 林案. 同求 ノタカュ.

注。 実野老. 書 。う氏 

注/ 松文歩央ﾡ士君. ﾡお林ﾡ史妥 sど3頁.

炭林ﾡ山林ﾡ、 オク次函有林好一 ou頁.

注・2 *タ 山林委区 44頁

a 高四係項呼士谷 ﾡ系冷 4 改.

4 高田係写ﾡ士希 ・済学城論 ノ。百.

注$ とヘバ .え・○.o. S.コヨ.

注4 函部一部. 三滞び入如両ﾡ土共ﾡ.

へ /?8 〜



姿林多請永 上な5頁・

注ク 火ジみンイと .&2.S 2S
注イ ﾡﾡ 人ち0旨ﾡ休栄 ﾡ済文研え アゥュ

三 ﾡ以的株ﾡをの性裕

(>ア) ﾡ皮的林生産は災ホ主共的心茶 クを可能ンしめろ 

受余にそしいが. 株R的林業生ﾡはよっ て そtむてあ 

る いまﾡ受とﾡはWろも2就てﾡ巡ﾡ2列な十ばX下

の*コ く でうみ。

( 林ま生きはすべて ク計*的ﾡ、gTち銀怖以. 対中

炎本 き-ﾡがﾡﾡるゅる だに公 2uは長ﾡにぬぶ有桜的

生 を行ﾡにこうッﾡ く.班ﾡの気ﾡ的にこによリシい.林か32-O
た3ﾡJ比地と林毛ﾡであっマ. 枚名が主要初かをらめ

る・ ー ら 生産は一ﾡめに的・空向的しりて前状 

とするﾡ リ.ﾡ井軍な函ﾡごある. 特2舟料係( 

保岡 4 ﾡ)α価裕く文検田ﾡ)セ-のﾡ向的、姿向 

ﾡ当さ ——ﾡ林そ理学的火ﾡ —— の下I測来・計せすろ 

ニと ご通也だ困びあろ- 小 4 2祸内的材泉里曾に 於

3 F 太価』は 勿除、『K益価』+ンも困ﾡv、、

ふべ 之でカリ、 クくてもまだ不 情確 をﾡ料日いのぞめ 

る. 総ろ に.マレクス・ェーベ-Iそ従、ば・ねホ主美 

発住に対す 一殺的 前•畏は合理的喘 ホ計 睥 ゴあ り ほへ炎 

的そき-----合魚- は武*々のダ告汁ﾡ歩収製2よ 

っ て 数約 12そ埋こいみものでめる 纥って 例犹的林累 

と星 z .自京のﾡ本主ﾡ化はﾡこざるを得忍い。

2.. ﾡ ﾡ $林茶とたは 手済的欠ﾡへのホ件I2 そ し い公・ 

ﾡ取的林 業生産はボ ンヤ. 商点的#ﾡクと産地ﾡは有ﾡ 

的で・お リ、 長期Eろ。め2クラー"のい、み*く『

ヘ/。 へ

森トカ砂どPける合々乃 *冬ﾡ木セ ち々 ダ製 しaい同 

はa. 内ち『正林4・uじ...aム. )ﾡﾡ 場合 は 

偉小)2『Yﾡセ同時化す2 巨額ヵ資木(主 

vレ て林木予べ ) た固夫するこヒは萌台ごある. 伏きす
は林英ﾡ本は江下回姿戻め高い、即ち一幾投下 された 

ﾡは資べは -ﾡ午向大らら挨牲セ マぱすしマホと しマ 

引Iこ女すことは不可でろ引- 2め2林策ﾡ木は好し 

八〒ﾡ件セ香しくぬげらろ。この中は林みﾡﾡ価ﾡ 

Cして*収ﾡﾡﾡよりも全2公に2最へしめ、 まい 

マはなﾡ売買ヵ次ﾡヵ因ﾡセ結来とし»み しかる他否 

2て. そめ◇ざ※林*とたセ しマ全済ボIz耐ゆ 

ろカた -君ﾡ らしめろ. きしﾡﾡ・現念支*ぷ至ﾡ

貸のま*っしも生 をaな死し得ろ ふシごめろ. しヘし

、◇佐ﾡは 同•時 2 搭除 時 -— 大価お公ﾡ —— に 

て o 比較的短 班の 下 ては生ﾡ さ中 し 沟なし、理己 で も p 
り. そいてはそが他主水ごの度ておぶ注☆だ 

ﾡ時の根失 とより夕く 更担4 レめちるここ とたいナる 

た"林木のﾡﾡのﾡ意性のためz. 一のよリないﾡ

冷 て 予走ク輪叔期 の 変ま よる生ﾡの依ﾡ スば緒 ヶモ 

& しィる Iz通ゞ& い

べろに 株求ﾡ林茶生た』程は長ﾡ的 巨 っ 短妨 てるぁ 

条村・虹村以ﾡの幼さ画的桜ﾡは株京的水#生たの場 

r的イ 必件 た 前提 v+る. 皮み寝い、み国 ﾡさ常の新 

休価 お(発 夫裕 )は基しく悠いざあうう し。 しe 株 

R的生産そﾡ堤ご+る認り、 か、ろ画ﾡ桜ﾡは 正続 性 s 
子 レ 9 いご. ﾡろ近期 納、一時すﾡのむのYすろごおら 

っ. 従っ てや上国ﾡ的ﾡよはは十木面役= ) こ 元さき 

味ホにマﾡ勢的みそ つていはばるうゝ 玉に下ﾡ任だ 

8 翌浜ﾡ交に 伴ふ、はを抜系. x ないさ比や劣で

みろ. 支ヌ こ聖 ぐ林価市ﾡ宅季 ←しめろユ*



をは全く、そ株求釣株ﾡ生た力性裕さ有ﾡ2声 

し ﾡ炊竹林だ生を送い各条のﾡゐな次け夕 "怪める 

Iz行す みに低さ+、 へ材そ 済 クﾡ来ら桜を忍ﾡ 

としろるのご9いのてある。

(3) 資々命抹京利ﾡみ ﾡ性な#大の さな的央長きの制約夕 

た冬けろ. 出る に 孫取的林第 ウそは 、 ろ然的み制 

均 を笑け9い. 第的林末はた:ては主ﾡ生と凶 ( 

林木ﾡﾡJY座た地 く 木> Yが同一件た しっ・ たって 

木林価裕 購貴は生ﾡ物Y同曲にﾡを手段とレての林木 

堀裕と高め、 星速資が黄、従って資用ヒしての利子傾を 

増大+る. この矢z対マはチコーネ>のﾡ止9引例Iよ 

る明ﾡ&岐将する卒なびる そ"故z 採取的 林 

だ*けろ回えﾡへく主として 運城淡備Y して買体化 * 

る ) がそ の地加って単生産ﾡたﾡﾡ救す ②の

Tﾡ件あ ②対レて 株木るﾡと 緊休財Yするﾡ来的資 

増大は しむ 単生をﾡの生産項の悠下を特景せし 

め+. ズベ林価ﾡクﾡ責は童ちに収徐性の増大を と格 果 

よしめ8い. だも資ぬﾡ林業zけろ『ﾡ黄ﾡ長』 ッ 

言すば『ﾡを増ﾡ』た各並してはてうぬ. ししヤら 

何TI2しマも. ケストラーのいへろやく. 一般の摂ホ主 

炎的合共め子沼比較す ば河はﾡし く方るヒい 

は ね ば纟らぬ ・ 株R 納林ボに あマては微上の4= はなt 
はﾡ制 と冬くるてく. R則IY してﾡぼセポ 

のTﾡﾡと有すろのぞみる

・4) ﾡ点的林ボ生をにる Fﾡ木』はYレでのﾡ量株 

Izレいが、 株反的林策はﾡたろ『ﾡ材』は決レマざ 

うてはない 青以的林ポあっマは『立木』*自条が 

商己Y レマ流 逸煙 zろな、 -土地国治よろ 

木*ﾡみ的市Iに保存するぞあろと平は、 マ 

断を喫よQいとﾡ,, 例lへば天ﾡﾡﾡ以常と しマの 

林茶はﾡ株的はﾡ人ビ会 く 天さ川下ﾡ活洋ﾡ林米2 
なをし. 4く 送の製#探本 支ﾡ下 12みみなこは* 

マあみ 歩諾せる市2マは送奪はﾡ分2行はハず、 

寄内ﾡ的8合は行は 4 地い

次に大登貸物Yしマのだ林は. 短股性に乏 しく. 文量 

手ﾡ制的を受けること甚しく、 従tっマいはゞ『一物一 

ﾡ』 »則資ﾡがよ り 困地ごあ eち. しか し今ごﾡの 

木林ﾡ面は大休在ﾡ大戦以後 を甲的ﾡ模に きご依大さ 

A. 供っマ斉々的林ボ生産Y株及的林茶生ﾡとはな番汗 

文 渉領 ﾡべﾡしくﾡひろYていはねばろ。ぬ. こことは、 

一般そﾡ交あのﾡ&霊決の相そそ負味し ﾡってヌ株京 

的株ボ*々的林茶2井してでう くは帯2 能命地I2 
っミ=一つのﾡ受て突様をひすてあろう。

s, 資以修林業至学はどしも支会確次ざはﾡい 夕?任、 

天※8の人ﾡの災きにす ろ林ボ生ﾡのな会ﾡは大てあ 

ら う が ざは呼っ 体木 を物vしマ. 列きす ば便 用 

ﾡ値Y して見ろ 場合特に ざうてあって. ﾡってか、るキ 

会件 は各を済的. さき学命ﾡ瞬2 ひごいはなばS ふ 

» ヒュ ッ とマーは. 林ﾡ2あっては伊ﾡ価適生ﾡっ 

交換 他笹 佐産、の 帳化 ベ? を紀 おて行 は" たYい よ、 

林*ﾡセ支検価値たごレマ又るﾡり. そいはばしも

全件をも っものて あひけば、ﾡ東性をる っる のても 

&く. 孝っ名ﾡの大さいるのとこへﾡはいる. &aら. 

ホ材生全ﾡ同はﾡる長期に百り. 支さ*ﾡの王済交ﾡを 

千測するこヒはそﾡでるり. ﾡによ林はいはゞ一の歓 

はﾡ話でろみ, 聞ちﾡ裕が景気欠!、ﾡﾡ且っ先行的ご 

あって、 *の父ﾡ科熊はﾡ気状 こレマみ株価の示サ『 

桜様線』権&係4 5 り. 対中大ﾡ市場2 於 サ 

ろ そは『株々型』ごあると休さ"る ◇く こ株様生条 

はﾡ しく桜払的ﾡﾡに処すろ とい はいば& ら. こっ

〜/ッ2 ～



は休求そ営ヵたゆをで天レﾡいﾡ次て5リ ※会時Iz 
則的 ヘ小材*求の T能さるも方っ+. 考\入セし 

てチ封・ a ひのﾡっレクる汗てるみる. ﾡ除、 

製上切 ゝ本糸るg o 巻酸件は単Iに ■ Aﾡ林茶の みみら 

キ 株駅的林ボ冷マこ. 否. 横着々 めて エリ 法 レい。 

あらう . こ、2ﾡﾡしたいは、 いふむなく、 

一牧 に 安全、 確央 を以て宙号 な特微と& こハろの育以 

的だにﾡるてある mえ. ﾡﾡ的株算にﾡけろ一条め 

国定的林へ長点は何許て みを節受木I 毎化し4み」 ち 

一央大いこ以 上 木は干の ﾡ久 ﾡを気ﾡして. 任越 

2とを物Y しマ流量過ﾡへ桜入こ得み 二の中4林茶 

駄ﾡ公限担保ﾡ力 を君レくきし. 林ボいを物 • 約 

主B的支会ﾡにそう代 そ新的き切的不老有bB 
受因を 肉す ろいはゃ ば8 = な

上. 依はﾡ的林京生虐の主受8る声気に林及的 

林索 N め 計ぽ 2る 断した。 2 こご以下 ご-は※め 心 

納帰結vレ て 林ﾡ生をの -桜ﾡ性格セﾡは& 3 
ぬ 従天量常何らの今#みくして. 林/は一械的忆帜捺 

性に&しいものヒ解さぬマっるが. しかしこは会くモ 

確み表ﾡてはみ く /イバヤエルのﾡ素ﾡ希りマ いへは 

『#ﾡ坐を坂益性大2栄マの あら ろﾡ許はﾡ々的 

係続的林ﾡみ漫常予ﾡI2阿係するイっざゅる. 町ち収 

を牲そしいハは株取的林犬びはなく. ひとりﾡ的林 

米にﾡして"ある. るしﾡ上みなく. 追阪的林* 生座" 

冷け ろ貨ﾡ生産ク田迷、ﾡﾡ次効へのﾡたの後ﾡは* 

そ済的合化 をせしく 坊げ、林不 合太的4長の中ﾡ 

制約タ性. は左物 して 木ﾡ木制ﾡ商ﾡ件ヵ大除 

7点米そせ収校を悠化2置かご®tイてい 幼 冷 

現ミzる. 自ﾡ的 ﾡ済的々糸にﾡよいてみるもの 

は、 台り.の収後をﾡしっ、あみびあらら しかし

ヘ/3夕へ 

ダバ ・ ニ ニ パ さ - マ な的おﾡ 生え * もる夫すろ 

ヒは9っgい. oみ&ず. 次カ女さ事央ば*K 
番ﾡのそしいこヒ の採ヒ しマあ げ'科る ごあ ら う.

・イ; 各的林ﾡそ芝はﾡてﾡが支ﾡ的でめる. しﾡ 

炭ﾡ栄全芝は人 みの*3以上の資ネ台A E生: 

a いか シごめみ

(□. 百次的林栄住 屋 の 核大 はいふ12実り K い. 数んど等 

2f瀬『べ4な叫 マるる.

の 林水ﾡ内にわっては特珠ウ公利年なﾡに同ﾡとSで 

み .

いま、 之を詳救する伝ﾡセもたるいが、 、ろ未字

4 人 e こ そ政ふ こてはごさ ぬとﾡひ。 ※る2 株 

ぶ・林ボにあっては、隣uめなく. 本主失的会茶の 

試セ可T能ら。しめるﾡ茶I2ﾡえ. こばシごIルラ 

ス < C人ao4w&a )の『林犬はと的ぞあるが、 新 は 

石 そ小で"あろ』 (....ムみ t 火 ンしそ.ここな.-

メチと. rtZと 火 E *に&eなa- ) ときﾡばく 

こ上- の®ﾡ ﾡ的*裕 そ L ※的 2 表受 よみそY
「 ていYﾡふ。

¥二ろざ、 、る林茶生産そ各ﾡみ性格はそのそ 

ぼき 為 ﾡち林ボ者 o 維格 マ"もあみ. 艦レか、ろ佐 

性希 つ林犬生ﾡはその担場者としマ済主なウ枠 

feっ ダﾡごﾡに卜みらぬかゝみる. ケス トラー、 

ドィ v2なでは、 林面償*余欠公方公べYしマ、 

'示守.す 官べﾡの手中I2あり ざして*くゅ 本有ﾡ句 

e..、ﾡち 旧 貴决. 力 大郎な氏 / 財ﾡのN 即令 t なﾡ守 

印ほ.スく ごあり、 受卜ﾡや有ﾡの係守主は 
)

緊そか 、 g い<べてみる. 又 イ ノバエルそ林*谷生 

に 桜ど2み『ﾡ平ボべ』べ尚固内ﾡ通の台廻を 

生む ビあかそち貸すろのはでらく最るﾡは場合びあ



るこい 毛レ公りと才W は. ベ イ ンリ・ッヒ ・ 4 レエ 

ルム ・ソュバーの次のきﾡは ンも迫さ一はらいのてあ 

ろ.日4 ご*茶ポる は会 くすべて ﾡ利宿べ ニの 

ﾡﾡの真ウﾡ味冷けみ、 前ち彼の多の衆済叔益力日 

ﾡするヒいふ「企ﾡ者 てはい 4v. ダ シド百ホの 

林米有ﾡて は妙何. 松はﾡ上ケス トラークいへろ『 ド 

4ッ4 をそのま ・『 日ホ4量=べへろ にc2 ﾡ脂 し u 
い, 名は一桜的2林ﾡ名ウ保キ的 ほ統主換的件物をる 

差すみ2又多何し有しみいのるみる 従未・ 休求名の 

性ﾡは点そくめとさそのYﾡらてホた. Yころずて 

4はっ育ﾡ命林凍生産の担せ着. 印ち『ﾡ以*為42 
口して"あっ 乙. 林取的林茶名2対レ マはそノa 当て

篌よらないのであみ

加渝. 採取的林業母位、 前ち女体*ては木林素と整も 

そはぬしt 資本家的至营ではなく. **ﾡ米者が声ﾡ 

着であみとしてW的しも至清的合理主義。女此下口ある

とはﾡシgい ﾡちﾡ受天そ済. いは、みろ『と* 

Xは『泉東』、レでの*林京も愛らくウム目いで訪らゝ. 

レかレャッ例へば北米林 - 普って『 ﾡ太 片カルテル3 
の0結成2よっマ、 *ﾡ台主ﾡ続ﾡがよく並行さたﾡ 

* W 奏起せ よ—— & ゲﾡキハ*#業は大体資点次的て 

あリ" 英めたﾡで企ﾡ摂型zるするこYてはﾡ萌台て 

あろ. ほ"内2けろ各林を対象Yすろ**ﾡ 

夕 く は製茶ご修合す多 —— はゆ 何 と み吊ﾡ&すみか 

へびは &いダ、ﾡちく多くは比ﾡﾡ卜製ﾡ ピ ろ独会

*そせであり. 而 し マ運体 高味で ク 町人 べ担当す ろ.

しかく クくこ1言以ﾡ者は洲の範u登すろこヒ 

はﾡいg い. ﾡら青 ﾡ的 お米倉は大 休な統き 炎的でめ ッ 

#栄ﾡ&こつては法だ々的であら対しる、 株区的 

*米者はﾡ済的合主ﾡセ堪ぬマし、 体茶楽及へ力ﾡ動

へ /ろ へ

性(ﾡむごみみ. ハ、マ各ﾡ林茶のﾡ向の地位 
、 ノア

は. お乗た6局株"求畑睥土の所謂『舟著庭案』危をの

傾向べ致い n2し マ、林京的林ﾡは会公 くダサ. 考ろ

候ﾡ的え紫 こしての将と愛分2眞へマゐろのるある

謹“ ﾡ正ﾡ士訳 会委済史示論 4$頁。

ﾡ注s # ・、 今論 ノ48質."K。

a 4 大城正引ﾡ. 以ボ生と愛末の沈下ﾡ性Y 
ﾡ冬ﾡﾡ枕ﾡウ償要. 農文ﾡﾡ研を 8o3.

出? 玉ﾡ津男X.メネン立国 s/K.
注 身 ozc&c&e～t..2.2 o.s49 ﾡ月太る、 主 

愛林ﾡ物のﾡ裕にﾡて. 4っ頁 (京 

大ﾡ番+俸き クﾡ)

注 ? とCさっそ&。 ・ え.々. O S. フタ

お注e 8zcパeu .2.o.S.夕

注 三澤三ﾡ、木材ﾡ〜一桜ﾡ. こを•を 

ノフ号. F上ﾡ、 水ﾡﾡ裕め手師去効 

い 2、林*番政策浜料 引料。

2 V・ んecoとctt,みt← ブん〜と一 とと一 

ノ1ど イ ととeとcC 〜1Z&cん?uン ・ ラタ7
s. &

3 ピタュそ&ッー とそ. O.S ・ 2 ど

注 u 火ダそど.. / 2.2○.S、&2
注 ペc<cet と.. 。 S. ノ"

注/4 、W. &.u, てuシccしどtv.と 

タス4. 5.23.
社注ク #水材制販売組合術. ﾡ太林◆例.
註/ア 無ﾡ木さ 洋社 ノそ環ム下
ﾡ/テ 受田ﾡ一士 ※*政係と占ﾡごマ

ﾡ茶だﾡ研ﾡ」/2つ /
(2ep) tm ﾡ 成父セ 林ボ 生歴2塩

(zとPキ 麻, - 杯芝林会社ﾡ2意
ヘノジ7 〜



ﾡ田一 -新紀ケ→ヤ修T茶を済研.

(ﾡﾡ»冬湾」7ゃs毛, re ノ字=;骨 )

ﾡ浜化ﾡ山ﾡ#の向ﾡクヒ 救乏 雑安ヒそっ乱号 

する-

本炎とペルプの召暖 は今 日林茶ﾡ保0このﾡﾡ否百しこるる ・ 

今日区ﾡ ヒﾡて せ本林存ﾡの区得 #甲中じﾡﾡと ほつころ 

るが そ○友に不るもク. ﾡ日の林ﾡ岡は、添林ﾡでの意と 

ヘこヒが切ﾡほものとﾡるであるろ ﾡしてこに項ツして- ﾡめ 

<本ﾡ経戸ﾡﾡﾡヒ林茶経区と林米調夏ﾡ ﾡ有林の利ﾡ 経ﾡク 

岡ほ.意系林のﾡ殺等帝議=4 今々クﾡ末るﾡするに翌るて 

あbラ

一覆しケL 2を督 ち す は平継 戒緊 ク動力さの中に召忍 総名 + 

今看形 しるかめぞるる

本ﾡヒ丞て林業に肉する社会名科き的研ク立やおく4て いるこ 

とはﾡ々モの1のﾡ和家かと画くとこるである。 ふにごぬ 株 

※が一桜ヒ利をケ=特味き産求であると= nて 0る己めに一報りﾡ 

Bは三 aLほど殺ルに伯 けと4ず. ア数の い は炭特高改ﾡ aみ 

るヒﾡジﾡかつだといﾡﾡにもよると考へらる. ﾡらに 植流 

をﾡヒﾡるﾡﾡこのそクﾡ 知2て ほし W N时又に囲就 G 壊す 

る翼< のさク を持ってるる のごある. ﾡし乙 この科琴的浜転ろ 

まり 進んだるない , か制枚とおろ,休末経有上の ・ﾡﾡの歯電に

て「z代」aば 士せみ 売頁代金。 きヒ用 みた ・、ヌT う法ﾡ-」は 

ﾡめ乙、ﾡ的の愛にﾡしﾡり する論玉が今a 近旨存る といaぬ 

さa 一都0研号研ﾡﾡの社会号的認滅。程彦を系 す ヒ動ご ほい と 

Lこ さ . 以て一桜の水型区ﾡす に足る とuへ ほ:い と はﾡこ し書aい 

ごあらろ

7ハがる産 み汚2おへここ 、 林洋ﾡにﾡ する経解師的所えク 

d受aヨ 、 今日ほビﾡヤる芽代は番つこﾡかつモといるﾡる- 

ごクこー- 本をら =契ﾡら a さ クをちこと はまこと に相 系 o 

ニビ と云は試ふらない。

若 書 工林室 も 修め一 険 に済受◇疎 ・林※本確上の知神を低3 

い、ぼに種ﾡ済争えみゞ寺0ﾡﾡち忘し. 零女の林ボﾡﾡ学断 

の地ﾡYほしたクごある。ﾡﾡﾡをは林ﾡて羽岡順を理論点済彦的 

ヒ 町7ちﾡ気○き味にける科ぼ的研ﾡととこLたクこある、»そ 

aメ こ運名あり と つ たのは正にﾡﾡの研宅ﾡ及 aして交っ左ク 

である,

さこ本番ば#茶ﾡﾡの純向限は科写ﾡ に研兄せし とる 合のざ、 

哲老の三こつみめ-も包紫め弓もクごある- 本ﾡは二緑よ"ﾡ 

り、 ャー御はT 林東種清力浩福後」・ *ニﾡはT ﾡ林高 のT※的 

考ﾡ- ・

*一ﾡ o T 林茶経済の誌7ﾡ」にﾡてはﾡず各び的林茶○経ﾡ的 

営ﾡを並べ ぞ と対ﾡ的岡係にある株取師林末と比ﾡ Lっつさの本 

彼○を可ちほす。ﾡ看は召夜的林業0非夜本を累的経吾ほることク

住生を明らかヒ Lたる後、 国ﾡﾡ林会社ﾡに論ﾡし、か\ろ公色

ヘ/3～ ヘ/アへ



ﾡﾡいる 資ホ主ﾡ的そ惨めﾡとめ可能Y 今の林ﾡ klこ 於け る た 

数モボ～ていろく ォー).

次ﾡ林ﾡ済けネトﾡ林力 ﾡ受ﾡをょべ、 X tすハﾡ京ﾡ 

ﾡ何ﾡめ 始表めた注決セ 総り勝ち な、 卜及林の体そ済的ﾡ表を明か。 

ナる. 町Tち. 卜長め土地中用上林地-示ﾡ&ﾡ地に令む —— のt 
暴件Yその夕情を評»レ. 次いて卜ﾡ2とって林地はをの松ﾡﾡE 
ﾡ受2多にひ物ら十. サ有かち断め ムしを喰? てみる こ< を指 

ﾡし. 依画資ホ主ﾡの ネ及 Yﾡz 天4つ林地な A ﾡにﾡさﾡ料商 

不※あﾡﾡﾡ点夕び高州貸探卜に収合さiた ニヒ にずシかI し 

て ②.

次 いび最近の意#喫生望効に* いてﾡ永ﾡ済 er総戻セ 点いみた 

め 2 ・ 小ﾡ ヵ主ﾡ性ヒ2 ベ 内宏仁 し,へみ こし にき 戻 し 

そのそ済的点ﾡとﾡシかにし く= フ. 寒独けみ小ﾡ#み 

巻※ R り 上げ・ ナ今 ズ改ﾡク下 I2 け み 济 うﾡ と4ヘす ろ く ォ ) 

少くて否有は風条そ巻こ林処ヒの ﾡ係をか#し 卜尽株み立ﾡﾡも 

淡さ治台注ﾡセ 桜だ レてスみ.

次に 然材工東の 立地情付に知 するﾡﾡをぶみ 夕材工ﾡ 之地 点 

何は不料ﾡﾡてあろ ことを明へYし ホ枠消 責地 工り し生を地。 

ﾡ引こハろこヒ とり ナろた2非ﾡ&字力 tい特:天宅と済* 

の製林エ旅 t余 しくナ、才2) ﾡの衣 ヒメレマスろ こ 

は君者へ才ﾡ労Iにイすみが 着者の4ﾡつる件裕よ くぺはい

ヘ/メの～

今ド「ア的林ﾡける生ﾡ質に従る - 休熊楽及の-さ

a ―—」茶をﾡ数ﾡほ • *太ﾡ」・ 全国 山 林会亜合金

s9f-- <43月 )

ヨー盘 青央的林茶生を性ﾡ

ー ・〜 **-

ォニﾡ ﾡ的業のﾡ木ﾡ台ご☆泳の感受

井締 と物価格ジ創

= ﾡ物価格

- ---- ーー

(aァ/) さて. こべ信ﾡは. ホ白紙的、 各御的糸件セ、 むこ 

ょしク、ﾡってろるがKに 一市場に条ヤこいた商ﾡとは受り.

ャーﾡ の族期 はそさ、作 しaい, ﾡち々 林今 ク 並 木はそ 

y ベ 項 ふ 衣ﾡ的みちﾡ糸I代っ マ俺々 みﾡおセ 表する

n々カ枠今は塚ﾡﾡ任する ﾡしﾡヵ済余をﾡ2する 

はかそいく っか合してたセ行ゝﾡせは台ら一ﾡの貸Y価裕と

ヵ超I2仕立してふ2ろであ ろ-

以上力如な前畏の下に 企ﾡ必翌ﾡせ単&公シ*名んこすa. 
もこは ﾡ々的朴米はたに応用 レ た拨式义記 の放 字 を空獲 レ しQけ

aう叫い 町ち林糸支の女きなゝ どの公茶の皮ﾡまと-

向の賞用YをXって該林業とたﾡ(生民) /イ.か. 当りの貴用 

こせユボめ周る.帝レて:貧事の絵ﾡ本に遺営る列ﾡ字こﾡじてﾡだる希 

刊歯2 ノfw. 当 ・) に代 ﾡし て上ﾡﾡ 用価 格にへﾡおのが、企ボ内にﾡ括 

tらにてみる平内的生産米件を病すっ林木分の「*」ノf.nu. 当りの生ﾡﾡ 

話士見做し得る••か>る 企業に才ける平内分T立下」0生ﾡﾡは何ハの企ﾡにま 

て6言へな. 夏戦 0 企栄に畑 I* て 軍成当りの歳用Y利1向セﾡ 

ﾡじ、和請ﾡ系のの、mち界企*にﾡて、ﾡ左西生産上.曽型にど 

昭そ当 wめら ろ敬町2*め.てiに平均 不ulそへたちの2TKﾡ 的量 立不ク価 
格とレﾡLらほい、二にﾡのァずTの!マﾡ、 カロ、 
ﾡ*、の ﾡ用 2カコへ ﾡをのか 木 我 又 は 不 梃。 ﾡ枯の ﾡ低基

～ノタ/〜



Yビこ夕べそてある. 比の孫、 ホﾡ裕を知ろえめにざホ大い 

こそタシば9らぬ. こめ大にほしくは改除がめ "あこうべ 

©くはﾡ当9る一ﾡ次にﾡマﾡﾡレにものと夕へて eの 時 レ 

な貫本の額I2 ﾡ拠 すろより他は5い.

久ろ出は准え区内容Y しで 各在しﾡるも のは次のと し.

(ノ考 ﾡ

1っ 不#・#料貴及い国夫契備食

a 総ﾡ木にすろ平均台泊

林木が、 寺合そﾡﾡべILてはこう"あって幼く、 体月価氏 

火を委本すろ再により. ﾡ工業ﾡ木全義欲求たいてだちみい 

刃ク情考の下Iz あっては. 林えﾡの価格2斗して は特別 ら ゐゲ 

は M はいばちっ ts しン

診々は自区の体ﾡLﾡ=へけろ、・ﾡを済的受求Lたじて 斉 

的林米生えそのをの2高及化レ 生え件を何上としめﾡ点 侵ﾡセ 

ﾡぐ一あ芝の畜ﾡ12タカはﾡは改ら. 気み*故木林 火個 

格汁しマ 着成的村 景 生住側か ら の ﾡおが断ﾡっ るﾡる々油の上 

ILとっマﾡ士シて当祭てあみてﾡあ.

(〜2P) オ=・ 賛成的 林案レ 於 け る 生産登

もはマ、 安1言はんとナ ろ4え書の 倉絵. 内なはおよ* w 
ﾡてさろごはあ^ っが. 尚伏未ク体水較制客Izけろを済慨にﾡN 
i・敵い. 受に林米イzいて並でろ中に*り はえ事の輸麻セ 

A人 ヒする ひごある

ォー師 ﾡ的林ﾡそﾡﾡ果

従 ....... て行は帆て来たこ= の番済県 こ求め2あ汝z=
7」 -- .ﾡぢ一っは「-ﾡﾡﾡ同のヤ入よりﾡ用ら会 

iこ、"、. 脚ち収を色計ﾡI&依ろさル」部 ぢT絡4計的 ﾡ

済力ﾡ と士 しいるしの. 他のーフつ「収を年橋ﾡド'2 *す

3 百 分車" 故 多 ﾡ※ 町ち「少合納 王 済効 」 こ体とシ小ろし 

て- あ .

(/) 絶e対的王済効采I2ゆろぁ法

へ /2 ～

ぶ ・y主マ 不<は、-手 清期向 く -計平ﾡ門に して * 

r し -キと決ゞ,ける収入くﾡ)より支* 

(竜雨)に治引ゝ:名 頼 *のそのセさ,ぐュ ごらろ 

土 セ 共以ほ

A tとり一c 一〜 -ノo.o及

町ち公ポeﾡ (各こ 資な ^ ﾡ合、 企*為 刊夕 お任すお

*否 *又てあろ)Y地代この合とﾡばさ小みも 

のでがろ, 上ボなて. 「#茶刊幸がきﾡ告え能る 

るる こしマそ、 地ヒ十人ヒ共同の産物をろ収受より、 

株-下 蓄仪資ネか 的 子 め ス 俊も的は 瓦 刃 く▼し マそ当っり
・ど)

わ 1 話ごある. 」

茶 休 "収べ

4 + こレーc.-.
「林 地Yホへ報品と今らし3いて-均 して タ央

、 土共収ぶI2俊っマろさ〜ム公、 ヒ

ホ

た

4ム・ レw述汝正を女ビ

5 の.ごの不法正朴12Iキﾡ乙ゝる

ミ寵L
 

ち
く
ろ 

て

ち
 

し

才

さて.. 土光収族帆そせよ森林収授院にぶ. 林令単 

位の汁ﾡてあり. 従って -経済期向 ご して昔氫 輪我 期拒と 

っ てスる 故に年計ﾡこて主ﾡをて十外町ごの合な上、 

mち卜地べ. 納 3年 ・汁軍= う べ さ そのvの点するため 

に... さﾡ修に体遂せゝ林ポ神ﾡはるるのを用る 社 

っ て 現実のそ済状俺ビは. Pよ*かけはにそのと8ろﾡ 

ill パ*夕分2ある

営用 ごしてﾡすく部分の内家はさておさ. 絶対ﾡを済 

県 ほ *なすては. 何ﾡせの公業との比戦のﾡﾡYは&> 

ず止.代ﾡ木主為番済ﾡﾡより す. 考ﾡﾡに企ﾡの収ﾡ 

状 ﾡ.を料ナろ上Y-全くきタすみ こひのてはいYえろべ 

さて あ名

z) サ合的そ済効票 に みさ女

ヘ/☆3〜



村 茶 に-て袋来歩合的手済果そ派すち のカレマ x利上 

ひ る いのえ 円 〜て示た. こ 収ﾡは才請送のぐ台う的王済対界 

つよる のリ. ーサﾡべﾡな主ﾡ汁ﾡに◇Wなキに正 

っいたものてあるが、尚次の様てに冷てでろ

I 「益年頃に比すみものく前にﾡ小ビ休レたが)は生 

ﾡすと ・元せみ も n ごpダ"」こ 才浜へ主 汁界に y
ナ ◇ ※木Yはﾡ点ﾡ に受気的みむのてみ

エ 「x株孝なろるの. 元系そき公点ヒレマ. 町ちそせ 

にマ点すろものごみるが、 x科 幹はずレも然> *

I 「収利年卓え 力ﾡﾡた み収益 なる 七 のの内さ順み マz 
々てあり ﾡっで之z計しマ言モナベ=ﾡ用く界短)て 

ろしのの記面 ホ、ざ ごうろ.」

ダっ#、 真に林ボのそ済果は如何日 今 こ のtよろべ さか. 

ぞ*は収盛ﾡによう女ばみち&い。 ﾡっ て収長は土地の左たち 

スはﾡ林の を力のによるるのて& く. 総質木 のた物ビし て.

滋こるべさごある. 両レて 井算ﾡ商は 一年ごQけいは こ 、 

aい 即ち「土地・株水乱ﾡ. 不ﾡ人ﾡ.ﾡ林・現公年始 

生ﾡ手似を洞ﾡレて#業た次行し、 その報茶の皮復zﾡ求の項 

有を八ﾡﾡﾡ価 . A 求価償如 を停 よ参ﾡし て 沖よ ラい c 
ろ#業区a" の ・ 区の窓本での資本に対 る比率を以てせね 

ばなex:本ぶにたけ3近r3ド本主める清天場の建に、な柔州にけヨル球ねcらでめら3。
尚. 伏示ﾡ学の汁ﾡの ﾡ戻は一般済得の用Yあへちu 

る次がッ々あろかう. 率ﾡを明からちしめるために 体犬冷 

けみ412縦い て-た益でろ ル受がわる.

ォ=ﾡ ﾡﾡ的ﾡ茶の得

「ﾡ求のM@ﾡゲー終に 家海十 るrぺの三 . 即ち賃ﾡ地A、 

利3.著し <w分汝町ち賃会 ・ 地代 ・利l子. A 企米相利神 g 
みうポ昭く的ぼ地に基く ものてあり -この注会そ済んﾡ令 

型の中にたてき炭みむのてあろ. 辻会が労ﾡ諾4、 階ﾡ、 

資ﾡあﾡマ、.xIは質付ﾡホぷﾡ仏、 &の企業為ﾡ縦Iz今Mし、 夫

«のべ生たﾡ済にごﾡみ会的能 をみしっ、 述の 

ロこ他ﾡ 江ィ そﾡっ、おっ回. ご4は役的具地 J り すみﾡ文 
、 ・ノ)

め旅に役っるごある-

現文 の剤央 的お * (以下ﾡにて は林 茶 と はぶ.) 生産の産文的、 

注金 Q も解诙階屋 X、 マ は 人 たﾡ役のか化は全行はハマゐE い. 

印ち多く台て ※ホY 自こ有の 土地zて 生ﾡは行は i てい 

トボ- 犬べ次計へり今離 シ台いﾡためむめ —— :て 

は、 ﾡもマ自本ﾡかにってスろのてあみ き々は今、ﾡ 

類 そ 保焼 的な 央景可能■な る ﾡのﾡﾡの、 僕って本ボは泳計かっ 

今ﾡさ、 は在偽2よるﾡの大*にﾡ来した. ダみ時は、 

はr. ﾡ水家地主友る林米文ヒ 労ぬ者の =T役に分化 してんる 

みのとﾡへらる. 僕って火下#策ぷのたる 資木利 3夕べ地 

べ 労伯着のペだろ労微にﾡいてﾡ干4べる. 々除公ﾡ為はェ 

合 に 今離 と て感ら十「通常合業ﾡ対ﾡはﾡへいち3Y云 

く てるる.

M. 曲 代

ﾡ卜主求社会にて は商協は、 その 価癒 應 りにﾡﾡさや、 

その生差価お (ﾡ用価松+ PA ﾡ)て販売さいろ. こ の場価 

枱が改 土すろ過程ヒ於 て、 市場ﾡ値以下のW的価値 くロ"の浜 

ホなち晃ば、 貴用価博+ 料としてﾡめンろもの ) を持っ 

市品はﾡ逸#ﾡを文堤+る. その代表的らむ のの-つが単頼地代 

であろ. 即ち「ﾡ地代は資水の生を性の准災へっ生ずろてあ 

つて日-面債の=つの士地2桜下さいたﾡﾡの=資なは. 度決友 

の准、 市場斗すみ位置のﾡﾡ士地合条2るしてゐるろきﾡ的社気 

そのﾡダ的基償として不ﾡのﾡﾡ台対し、 平Aﾡをﾡ退+ 

るこころの利ﾡを央規+る. このﾡﾡ神ﾡは 懐快な徴械や化学 

ﾡ縦を女 I よ み超過清がゞ向め竣多 よって間もらく 普過 
するヒ受い、 臣央催パするるのぞある. ﾡっ土地有のへ化し 

てスろ会れては. その超場利ﾡか、 T深へ次の有て止ち 

い て、 L 地有 者の夕2締すろ のは土地汗有が資へ台出&ろM
ヘ/メー ヘ/ダ /



念をげろかてある」 上地有がずホの下I-ある 場合 - 

ﾡ入シんエ場気地. 林未にけろ台己ﾡ有林等 —— cては、 

この超品ﾡの大卜Iに伏つな価の ぬヒロて戒はK、 ﾡセ利 

ﾡﾡかは. ﾡホの浅すっ て千利預ﾡまびる下げゝろの乙 

ある. 町ちこの場合にては、 元糸遂ﾡ地代ﾡホヵ生え力の 

米てあ多のだシ. 土地の4た力は責ホク北たﾡヒはﾡ口のもの 

しレてﾡめりサ. 元木がﾡ点ホの生産力z」るものほろﾡが明除 

てあリ- 土ﾡの筋格べ土地資ホの大さYムろのごある

田切ド男ﾡ検は火べにﾡい て次のくきってろ. 「地代zﾡ 
いマ云へ、 オーI2 ・カー ド ウ的ﾡﾡの地べ、ﾡち『 土共のﾡ柏 

的9の叔表し呼べとさろ生ﾡ力 a基く 得はは存左 ﾡし 

くはの士地ほも多少の改 シが加へ らあ結県、み 別 レ= 

ヘ> ざる. さごめる. て の現気ﾡ宮 る地べはﾡ木の判剤 

ﾡ同 レス番«独占納社会制長のﾡ共ごある 才=一ﾡにﾡ驚ﾡ 

質用料都公住文火のぽ用料として 決圏z*て は尚ﾡ区の便南料L 
レマ、 火代はﾡ支に独立せる特俺の«となってでろか、 肉、工 

全融合ﾡにみて士地はﾡﾡ、 終株. 保料、 物力等と等しく資木 

の 市品予伝 & り. 共主しる被の7役は合茶)z糸与 して感台い。 

終って にけろ地代はﾡﾡY漫同 レ マ*."

ダと#米2てはな何、 飽部本枚は「林水マては. *地蘭 

ち 自衆工 我 ネ上の 混岡 が阪 も 少く、 町着は明かY2区W レ4と= 

ろ. 伴レよ茶zて、 生地有ホﾡかし得ず、妹衆生結忆生 

地主らみ攻立の尚4が企意にﾡ夕して感せい ﾡって、 地べvし 

て現次支 は K ◇ 4断分 を明駅に独ﾡさ て感いいのごあっ 

て. 土ﾡは抵卜のﾡ協ﾡ集——異 林竹基 積姑—— 一ﾡしレマ、 

企鮮にﾡﾡさ4るもめてあみ. 町ち土地の株米生ﾡﾡ与すろ4 
さは、他のﾡ木ﾡちﾡ債、 集納、 当ﾡ. 4過、 労也打ﾡY卜貨命 

zはほ様& ものでめる.

林焦生産z*る. 土もホ-つのﾡべの商許予ﾡせりてしマ礼、 

林茶のア支的ﾡz帰因して. *の資木評が田乙あろ 丄

が全みたとLてでﾡ、ゴﾡはにF\ハたこごお8預お.大して向コ ば点い さ ゃ

らうべならゞろ場公ﾡっては. み位ハﾡあxよっマ、 土 

比の高品何ﾡを栄». 以て土明决 太 の大い ミキ ※来ド ら ・ 

い, 運論的には、 土地八売口く対検働)がと壊改とらるヒし 

ても、 大ﾡ上. *地ﾡ ﾡ公人 り 行はハふいIzそ 力 P価 の函准 

べ P ②

・2) 資ホ利る く 土火以外の # 病 >

買林犬生ﾡけろ、 土火N卜のむのに買休的造ﾡﾡと+ 

aところ武六に対いてお及ん. 麦物・ 営ﾡ. 苗 . rﾡ、明 

ゅカ*が相 「みおがﾡY して部ﾡゝハる平2は受論は塚い. 

伏示株学2てみく向類ごこ4にのは、 株かをが問おもﾡホYナ 

み*否にぶいててあろ. ﾡ示ﾡてるﾡ令は全学物Iに ﾡめ 

て不断許台ひのてはあるが、 「アダタスミスよろ、 中同生産物 

・ﾡホY すみ試IにKふ時は林水ﾡ微は長木てあ ざ 次の中商 

ﾡ地の貨計坪«ﾡセ拒して受べごら十時る百ﾡ2*水る様 

常計軍尋ﾡはﾡホてある. ﾡべを「*ﾡ会金ﾡ令)。 て相抵す 

n「ﾡ木Yは便幣計坪やﾡセ有 ナろ Fﾡに対+ ろ 支記かa 一 

ﾡYﾡする, ﾡなろ女配かは今日ごは重ﾡ消食にﾡけみもの

移#2向けレろしのて一値あるが. この後者こ た資ホY 
体すみのごみる1 ﾡなそ塔くﾡすると+れば 貨幣計算形的き 

有すろ林木 ﾡ債12対す ろ支記は そのヌ記 カべ協料向けら 

るYき はﾡ卜ご あ る.

休卜ﾡﾡに し て、 ※ホの具体的速ぬﾡ*は訪品や総ロ りとサ 

ボ そはﾡﾡ資ホらリマ、 夫ﾡみりや向ﾡべあろ. ダ株 

へ 済俵は一級 固•走資 本財 の 如 4. 4なこ桜Iz お マ*消ﾡとボ 

知っマそ 公量品気)z マ増大する. 脚ち ※ネウ大い こより見 

ボ、 林木ﾡ点は次*Iにﾡ大するうマ必ろ こっ平ば、就木セ 固業 

次へ思よリ研「ﾡ2α引する事糸ごみる 々受電ここ、 者以

ヘ/6〜 ヘ/タクー



時林生えける 真叔校八思びらリごすは 林ホﾡ核 

K 益 ﾡさてえBぷて汚し: Nな部に心会よに引製さた.8』年«*ハ きい増大 しマ 
ケ〃 

行く. ダ〒くしマろく乃人はﾡﾡ示うてヌ持すろ林ぞある-

と系森木高ﾡもホ資ホー帝ﾡ形ﾡなりてすが、 そい 

を合めて、 ﾡ物、 当路. +恐・労に力ﾡの番ホ財は 体糸〜茶て 

は. 台己資ホを以て試まこるの公皆回てあみる ﾡってこ年の 

資本に対する 報酬即ち自 己 資木 の切手は. 前 しﾡ各日相土地 

Izけろ代と同様にス ¥ハこ一諸ﾡと来同して るのてぁ 

②. 従って. ﾡ利挙2マ 行时れ る 如 く. さﾡﾡ夕こハた 

ろ林ﾡ利ﾡよろ利うが. 体木を横ﾡ六対し て支はハろとﾡ 

へるのは汁軍上のき味はあっ ても. 至 清 の笑應を説明 ・ ろ t 力 て 

は 日 い.

受すろ. 米て、株業冬ののとつみ◆の. 土地資ホ 

利子&その他の台ご資ホの利 そ、 ス は会ﾡﾡ中名 く信入ﾡ会ぁ 

る場合 ) ¥ は表な 一体 V ひ って、 総浜ホ利料とOつマ文ﾡしマ 

るの乙める

Y 原・ 神清ﾡ林料、 国天試(のうち却ころべさ師分

=労 質

= 判 ﾡ
(ム )

町r 地 べ

こァカちャー項のるのはぞﾡなが市乱ざみり、 に生度責に 

分桁こ4ろ t ク ご. 田口「資ホ代値」ご株とゝるる 

クてりり. 比は「緊K災係、地べ、ﾡ予、利!戸.ﾡ木代償余 

許=W. ¥資ホ代偵尚. *りN旅のKﾡの生物ﾡﾡYし 

マ取祝はる. ﾡく して移ﾡにマは自ダに労セ加へたゞけの 

ﾡ t 京場ﾡ& る生後諾マ、 資木代償は 消無 し てとﾡへる
・フーJ (→4:

ので"あろ」 笠将太知は こいこ 示 して火の如く我 は レて っ. 

脚ちZ地代べセ軽返レマる、

(不料は ----< 結ﾡ党べダ

・S当ろ»

由 伝

細 有

欠料は 不料は

生生賞
め 香 労

、 沟 、利

ア以的林ﾡﾡし、 特ﾡﾡ!2対する一の生え終首を担台

<年パ) *三紙 皮ﾡ林茶そけろ生え女内容

T生産貴のそ済的文殺内容はは示た犬 レ マ際いでaい」 扱 + 

る「何ﾡの理論みしz互ﾡそﾡする こヒのメ糸シヒニ つの木 

を め観念 ごめ る, 」Wち一終Iには「ﾡ点主求社会Hて基河す a 
機念であって、前貸よう浜点 —— 不次進夂 可■改資爪の7分 

—— てあリ、 資ホまヒっマは、 貴用Yして夫女する二ろ価 

おの総Y& っマﾡはろるのマあろ ﾡぷ受算するいころ 

のものはそﾡけでみあろが、 督ホはその 前桜 対レマ. 一ﾡの* 

石をﾡボするのてあっマ 4た書をを初的に資木主数そ済社会っ 

目たきﾡのヤzﾡ*そさY すハ、このﾡホ受求サ2ぷ布神 

ﾡも ス生を賃力中入 シみのが 普量であ ろ.

「Gﾡそ済的9立かしﾡろに、 商きク示価を構片すろもめは 

受 ろ ﾡ hマはよよ そ次め4ざそ のこつらう

する生なそ消ぞある九かと、 そ の生逢貫 の内与Yしマなリ*あ 

みのなかと、 ごの生え食の内ﾡしレマなりがある答はgい 前 

*一項5り* 項 のひの2 今 生ハみものであらうが 喳. 抹 来ぬ

マは、 その4Aﾡ係はより レマ. 中店ヒ逆代YA3ヒは起ﾡ一味 

¥aっ て林ボ次ク得Y しマの抑ﾡYるつて求はハて決るるのて 

あって 運常*の分降は困ﾡごある

、)及料・ 補協材料、 に周改ﾡのうちA却さるべと司分

な 、

ﾡ林ﾡﾡ子、 スは苗六・ 祀料、及番原ﾡのﾡ用、 物、 

炭ぬ.道除、 ﾡ標、 火の見台、ﾡの4お貨&べ償算が念aハ 

②. こﾡの4え人ﾡいは. 受I2ゼがの生を徴ﾡに冷マ泳 

といﾡし のz"ﾡrよ ② 場合c、 その価裕 (ぜ4以前の生 

た俊諾Iける座価裕 公、ﾡ用ﾡねしひるの乙みろか、 自紗の

ヘ/メア へ



お、 ピのﾡ用通格 そのそ のず1用価杉 < ろごのみ- 

ﾡち各沢料. 林料、談偽ﾡを引全算していみのててく同-生 

ﾡ委済のヤr今ヨ い? kこは、 A )2 よる 利婀 は 去休ヒ し て

のﾡのクち z今W ろるのごみる.

・2) 労 質

帯 貫火 ば借入ﾡ々段河#は を のぎ 、 責点価お ﾡ点受ﾡとち ろ 

ﾡ受冷は台い. 注台家ﾡ有 のに し て は-ﾡの回逢契備Y 
して、 を岩孫Y営』ﾡしを井算4なロっな

() A 消

総運べ対すろ 北刈!ﾡはは米ま*ﾡホなY レマ、 そのほ六セ 

#ボ生えに桜下 するzﾡレz ナみ最伏 教酬件後ごあ2. 毛しこ 

ク余約を午へ aい4産めのﾡ裕がま夫 さ ハ そが続的Iz 
ﾡ②ヒ会は林米生全に桜下こハA ※木は文オにﾡ* レ. 価#台船 

責 し て 2平門ﾡをチ、ろ発ろ. タく n・済等者はは産書 

中 P均利病 ( ・点 ) e ◆さ て いろ •

W " 比の資べ利ﾡは賃用ﾡ呼 するるの ごuく な たる余 

納価省てはあみが、 上世クやき型出よって. ﾡ俺的両生Atﾡ 
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